
東京大学 救援・復興支援室 

平成２４年度 
東日本大震災 

ボランティア支援活動記録 



 

 02   ボランティア活動支援のあゆみ 
 

 04 ボランティア活動支援の記録 （平成24年度） 

 05 １、 東京大学ボランティア隊の派遣（ゴールデンウィーク・夏季）  

          （１）募集要項      

          （２）申込書・お知らせ   

          （３）参加者説明会   

          （４）参加者のしおり（抜粋）    

          （５）活動報告 

 19 ２、 岩手県陸前高田市「学びの部屋」学習支援ボランティアの派遣 

        （５～７月／１０～１２月／年末年始／２～３月／参加学生の活動報告書まとめ） 

          （１）募集要項 

          （２）申込書・お知らせ・オリエンテーション 

          （３）参加者のしおり（抜粋） 

          （４）活動報告           

 48 ３、 福島県相馬市「寺子屋事業」学習支援ボランティアの派遣 

        （６～７月／９～１０月／１１～１２月／１～３月／参加学生の活動報告書まとめ） 

          （１）募集要項 

          （２）申込書・お知らせ・オリエンテーション 

          （３）参加者のしおり（抜粋） 

          （４）活動報告           

 76 ４、 福島県大熊町の避難生徒への学習支援ボランティアの派遣 

       （８月／参加学生の活動報告書まとめ） 

          （１）募集要項 

          （２）申込書・お知らせ・オリエンテーション 

          （３）参加者のしおり（抜粋） 

          （４）活動報告         

  84 ５、 ボランティア活動報告会 

  85 ６、 被災地ボランティア座談会～この営みを続けていくために～ 

  91  ７、 ボランティア活動支援金 

 

 

  92 ボランティア活動状況調査の結果 

100 組織・メンバー 

1 



Ｈ２３．３．１１   １４時４６分 

           三陸沖を震源とするマグニチュード９．０の地震 

           発生    

            「災害対策本部」の設置（総長裁定）    

Ｈ２３．３．２２   被災地におけるボランティア活動について 

           （第１報）（災害対策本部長／理事・副学長） 

            慎重な計画と判断を要請  

Ｈ２３．４．１    震災の名称を「東日本大震災」とすると政府が 

           発表   

Ｈ２３．４．１    東日本大震災に関する災害対策本部について 

           （対策本部長／総長） 

            総長を対策本部長とする体制整備  

Ｈ２３．４．１    東北地方太平洋沖地震に伴う学生のボランティ 

           ア活動について（通知）（文部科学副大臣） 

            同１３日に学内通知  

Ｈ２３．４．１１   東日本大震災に関する「救援・復興支援室」の 

           設置（総長裁定）室の下に「ボランティア支援班」 

           を設置    

Ｈ２３．４．１５   被災地におけるボランティア活動について 

           （第２報）（救援・復興支援室ボランティア支援担 

           当／理事・副学長） 届出様式  

Ｈ２３．４．２７   第１回東京大学学生ボランティア活動の報告・ 

           連絡会の開催    

Ｈ２３．４．２８   救援・復興に係るプロジェクト登録の開始    

Ｈ２３．５．１２   救援・復興支援に関する活動（含ボランティア活 

           動）状況調査の実施 H23.3.11-H23.5.12  

Ｈ２３．５．１３   救援・復興支援室「遠野分室」の設置    

Ｈ２３．５．１３   救援・復興支援室「大槌連絡所」の設置    

Ｈ２３．５．２６   救援・復興支援室の班の設置（ボランティア支 

           援班は班員整備） ボランティア支援班／情報発 

           信班／大槌復旧建設班    

Ｈ２３．６．３    ボランティア支援班会議（第１回）    

Ｈ２３．６．１４   東日本大震災に係るボランティア参加への意向 

           調査の実施（職員）   

Ｈ２３．６．２７   東日本大震災に係る「夏季ボランティア隊」参加 

           者の募集について  

           初企画：募集人員４５名×５班  

Ｈ２３．６．２８   ボランティア支援班会議（第２回）  

Ｈ２３．６．２８   第２回ボランティア活動報告会の開催    

Ｈ２３．７．２５   東京大学救援・復興支援室遠野センター（遠野 

           東大センター）の開所    

Ｈ２３．７．２８   夏季ボランティア隊説明会の開催    

Ｈ２３．８．３～８．７   夏季ボランティア隊第１班派遣（４４名）   

Ｈ２３．８．９～８．１３  夏季ボランティア隊第２班派遣（４７名）    

Ｈ２３．８．２４～８．２８ 夏季ボランティア隊第３班派遣（４６名）    

Ｈ２３．９．３～９．７   夏季ボランティア隊第４班派遣（４２名）    

Ｈ２３．９．１８～９．２２ 夏季ボランティア隊第５班派遣（４１名）    

Ｈ２３．９．２７  夏季ボランティア隊参加者アンケート調査の実施   

Ｈ２３．９．２８  ボランティア支援班会議（第３回）    

Ｈ２３．１０．７  第３回ボランティア活動報告会及び懇談会の開催    

Ｈ２３．１０．１３ ボランティア活動状況調査（第２回目）の実施  

          H23.5.13-H23.9.30  

Ｈ２３．１１．４   ボランティア支援班会議（第４回）    

Ｈ２３．１２．５   ボランティア支援班会議（第５回）    

Ｈ２３．１２．６    「ボランティア活動支援金」の制度開始    

Ｈ２３．１２．２１ 陸前高田市「学びの部屋」学習支援説明会の開催    

Ｈ２３．１２．２６～１２．２９ 陸前高田市「学びの部屋」（年末年始） 

                       学習支援Ａ班派遣（学生７名）    

Ｈ２４．１．６～１．９ 陸前高田市「学びの部屋」（年末年始） 

                       学習支援Ｂ班派遣（学生９名）    

Ｈ２４．２．１    ボランティア支援班会議（第６回）    

Ｈ２４．２．１８～２．１９ 陸前高田市「学びの部屋」（２～３月） 

                      学習支援Ａ班派遣（学生１０名）    

Ｈ２４．２．２５～２．２６ 陸前高田市「学びの部屋」（２～３月） 

                       学習支援Ｂ班派遣（学生９名）    

Ｈ２４．３．３～３．４ 陸前高田市「学びの部屋」（２～３月） 

                       学習支援Ｃ班派遣（学生８名）    

Ｈ２４．３．１７～３．１８ 陸前高田市「学びの部屋」（２～３月） 

                       学習支援Ｄ班派遣（学生８名）    

Ｈ２４．３．２３～３．３０ 福島県大熊町（大熊中学校・３月） 

                         学習支援派遣（学生２２名）    

Ｈ２４．３．２６   ボランティア支援班会議（第７回）    

Ｈ２４．４．中旬 「東日本大震災ボランティア支援活動記録」の編集  

          平成２３年度版  

Ｈ２４．４．２３   ボランティア支援班会議（第８回）    

Ｈ２４．４．２８～５．１ ＧＷボランティア隊第１班派遣（４１名）  

                       「学びの部屋」１日（６名）含む  

Ｈ２４．５．２～ ５．５ ＧＷボランティア隊第２班派遣（３６名） 

                       「学びの部屋」１日（６名）含む  

Ｈ２４．５．２６～５．２７ 陸前高田市「学びの部屋」（５～７月） 

                       学習支援Ａ班派遣（学生５名）    

Ｈ２４．６．９～６．１０ 陸前高田市「学びの部屋」（５～７月） 

                       学習支援Ｂ班派遣（学生５名）    

Ｈ２４．６．２３～６．２４ 陸前高田市「学びの部屋」（５～７月） 

                       学習支援Ｃ班派遣（学生５名）    

Ｈ２４．７．７～ ７．８  陸前高田市「学びの部屋」（５～７月） 

                       学習支援Ｄ班派遣（学生５名）    

Ｈ２４．５．３１   ボランティア活動状況調査（第３回目）の実施  

                            H23.10.1-H24.5.10  

Ｈ２４．６．１４   ボランティア支援班会議（第９回）    

Ｈ２４．６．１６～６．１７ 相馬市「寺子屋事業」（６～７月） 

                       学習支援Ａ班派遣（学生６名）    

Ｈ２４．６．３０～７．１ 相馬市「寺子屋事業」（６～７月） 

                       学習支援Ｂ班派遣（学生６名）    

Ｈ２４．７．７～７．８ 相馬市「寺子屋事業」（６～７月） 

                       学習支援Ｃ班派遣（学生５名）   

Ｈ２４．７．２１～７．２２ 相馬市「寺子屋事業」（６～７月） 

                       学習支援Ｄ班派遣（学生５名）    

Ｈ２４．７．２４   ボランティア支援班会議（第１０回） 

Ｈ２４．８．２～８．６ 夏季ボランティア隊第１班派遣（３６名） 

                      「学びの部屋」２日（各６名）含む 

Ｈ２４．８．９～８．１３ 夏季ボランティア隊第２班派遣（４０名） 

                      「学びの部屋」２日（各６名）含む 

Ｈ２４．８．２３～８．２７ 夏季ボランティア隊第３班派遣（３７名） 

                      「学びの部屋」１日（６名）含む 

ボランティア支援活動のあゆみ 
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Ｈ２４．８．１７～８．２４   福島県大熊町（大熊中学校・８月） 

                        学習支援派遣（学生１１名）    

Ｈ２４．９．１９   ボランティア支援班会議（第１１回） メール審議  

Ｈ２４．９．８～９．９ 相馬市「寺子屋事業」（９～１０月） 

                      学習支援Ａ班派遣（学生７名）    

Ｈ２４．９．２９～９．３０ 相馬市「寺子屋事業」（９～１０月） 

                      学習支援Ｂ班派遣（学生７名）    

Ｈ２４．１０．１３～１０．１４ 相馬市「寺子屋事業」（９～１０月） 

                      学習支援Ｃ班派遣（学生７名）    

Ｈ２４．１０．２７～１０．２８ 相馬市「寺子屋事業」（９～１０月） 

                      学習支援Ｄ班派遣（学生６名）    

Ｈ２４．１０．１０ 第４回ボランティア活動報告会及び懇談会の開催    

Ｈ２４．１０．２０～１０．２１ 陸前高田市「学びの部屋」（１０～１２月） 

                      学習支援Ａ班派遣（学生６名）    

Ｈ２４．１１．３～１１．４ 陸前高田市「学びの部屋」（１０～１２月） 

                      学習支援Ｂ班派遣（学生６名）    

Ｈ２４．１１．１７～１１．１８ 陸前高田市「学びの部屋」（１０～１２月） 

                      学習支援Ｃ班派遣（学生６名）    

Ｈ２４．１２．１～１２．２ 陸前高田市「学びの部屋」（１０～１２月） 

                      学習支援Ｄ班派遣（学生４名）    

Ｈ２４．１１．１０～１１．１１ 相馬市「寺子屋事業」（１１～１２月） 

                      学習支援Ａ班派遣（学生７名）    

Ｈ２４．１１．２４～１１．２５ 相馬市「寺子屋事業」（１１～１２月） 

                      学習支援Ｂ班派遣（学生７名）    

Ｈ２４．１２．８～１２．９ 相馬市「寺子屋事業」（１１～１２月） 

                      学習支援Ｃ班派遣（学生７名）    

Ｈ２４．１２．２２～１２．２３ 相馬市「寺子屋事業」（１１～１２月） 

                      学習支援Ｄ班派遣（学生７名）    

Ｈ２４．１２．３   ボランティア支援班会議（第１２回）    

Ｈ２４．１２．２５～１２．２８ 陸前高田市「学びの部屋」（年末年始） 

                      学習支援Ａ班派遣（学生５名）    

Ｈ２５．１．５～１．８ 陸前高田市「学びの部屋」（年末年始） 

                      学習支援Ｂ班派遣（学生６名）    

Ｈ２５．１．８～１．１１ 陸前高田市「学びの部屋」（年末年始） 

                      学習支援Ｃ班派遣（学生６名）                

Ｈ２５．１．１９～１．２０ 相馬市「寺子屋事業」（１～３月） 

                      学習支援Ａ班派遣（学生７名）    

Ｈ２５．２．２～２．３ 相馬市「寺子屋事業」（１～３月） 

                      学習支援Ｂ班派遣（学生７名）    

Ｈ２５．２．１６～２．１７ 相馬市「寺子屋事業」（１～３月） 

                      学習支援Ｃ班派遣（学生７名）    

Ｈ２５．３．２～３．３ 相馬市「寺子屋事業」（１～３月） 

                      学習支援Ｄ班派遣（学生７名）    

Ｈ２５．２．４   ボランティア支援班会議（第１３回）    

Ｈ２５．２．１２～２．１５ 陸前高田市「学びの部屋」（２～３月） 

                      学習支援Ａ班派遣（学生８名）    

Ｈ２５．２．１９～２．２２ 陸前高田市「学びの部屋」（２～３月） 

                      学習支援Ｂ班派遣（学生８名）    

Ｈ２５．２．２６～３．１ 陸前高田市「学びの部屋」（２～３月） 

                      学習支援Ｃ班派遣（学生８名）   

H２５．３．１５   ボランティア支援班会議（第１４回） 
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ボランティア活動支援の記録（平成24年度） 

１、 東京大学ボランティア隊の派遣（ゴールデンウィーク・夏季）  
          （１）募集要項      
          （２）申込書・お知らせ   
          （３）参加者説明会   
          （４）参加者のしおり（抜粋）    
          （５）活動報告 
２、 岩手県陸前高田市「学びの部屋」学習支援ボランティアの派遣 
 （５～７月／１０～１２月／年末年始／２～３月／参加学生の活動報告書まとめ） 

          （１）募集要項 
          （２）申込書・お知らせ・オリエンテーション 
          （３）参加者のしおり（抜粋） 
          （４）活動報告           
３、福島県相馬市「寺子屋事業」学習支援ボランティアの派遣 
 （６～７月／９～１０月／１１～１２月／１～３月／参加学生の活動報告書まとめ） 

          （１）募集要項 
          （２）申込書・お知らせ・オリエンテーション 
          （３）参加者のしおり（抜粋） 
          （４）活動報告           
４、 福島県大熊町の避難生徒への学習支援ボランティアの派遣 
 （８月／参加学生の活動報告書まとめ） 

          （１）募集要項 
          （２）申込書・お知らせ・オリエンテーション 
          （３）参加者のしおり（抜粋） 
          （４）活動報告         
  
 ５、ボランティア活動報告会 
  ６、被災地ボランティア座談会～この営みを続けていくために～ 
 ７、ボランティア活動支援金 
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       平成２４年３月２２日 

  

学生・教職員の皆さんへ 

救援・復興支援室 

  

東日本大震災に係る「ゴールデンウィークボランティア隊」 

参加者の募集について 

（１）募集要項 

 本学は、社会的公共性を有する総合大学として、東日本大震災
被災者の救援・復興支援に当たることは責務であるとの認識のもと
に、様々な支援活動の取組みを進めています。 
 このたびそれらの一環として、ゴールデンウィークの期間に岩手
県遠野市を拠点として沿岸地域において救援・復興支援活動を
行う、学生及び教職員によるボランティア隊の参加者を募集いたし
ます。 
 下記の内容をご覧いただき、皆様の積極的な応募をお願いいた
します。 

第１班  
平成２４年４月２８日(土)～５月１日(火)  ＜３泊４日(うち車中１泊)＞ 
 
第２班  
平成２４年５月２日(水)～５月５日(土)  ＜３泊４日(うち車中１泊)＞ 
 
※ 各班とも、最終日は早朝（６時頃）に東京大学本部棟前に到着予

定です。 

 

１ 活動期間 

各班４０名程度 

２ 募集人員 

３ 応募資格 

 本学の学生（保護者の承諾が必要）及び教職員で、本学の支援活
動の理念等に賛同し組織的な活動ができる方。 
※ 本学の支援活動の理念、ボランティア活動の基本方針について

は、本学ウェブサイトを参照ください。 
  http://www.u-tokyo.ac.jp/public/recovery/vol__01_policy_j.html 

４ 活動内容 

 居住地や耕作地のガレキ撤去・整備等、子供の学習支援や相談
相手、仮設住宅等での各種の生活サポート等が想定されますが、
具体的な活動内容は状況に応じ現地連携団体と調整することに
なります。 
 現地のニーズや時の経過によって、活動の内容・状況の変化が
予想されます。 

５ 宿泊場所 

遠野市大日地区（15区）コミュニティ消防センター／ 各班の男子 
  同 大日地区（４区）コミュニティ消防センター／ 各班の女子 
※ 参加状況などを踏まえて、場所が変更となる場合があります。 
※ 宿泊場所・寝具は大学が借上げますので、参加者の負担はあり

ません。 
  

第１日目 
    ７：００  東京大学集合 
    ７：３０  出発（車中又は休憩所で昼食） 
  １７：３０ 宿泊場所（遠野市コミュニティセンター）到着・伝達事項 
  １８：００  オリエンテーション、夕食、入浴など 
  ２２：００  就寝 
 
第２日目 
    ６：００  起床、朝食 
   ８：００  宿泊場所を出発 
 １０：００～１５：００ 活動（昼食持参） 
 １７：００  遠野市に帰着 
       入浴、夕食、ミーティングなど 
  ２２：００  就寝 
 
第３日目 
    ６：００  起床、朝食 
    ８：００  宿泊場所を出発 
 １０：００～１５：００ 活動（昼食持参） 
 １７：００  遠野市に帰着 
       入浴、夕食、帰り仕度など 
 ２１：３０ 現地出発（夜行バス） 
 
第４日目 
    ６：００  大学到着（解散） 

岩手県の大槌町及び陸前高田市（予定） 

７ 活動日程 

東京（本郷）～遠野市内／ 大学が借上げる貸切バス（１台） 
遠野市内～活動場所／ 送迎バス（予定） 
※ 上記のバス利用は、参加者の負担はありません。 

６ 活動場所 

８ 現地等への移動手段 

９ 生活環境 

・宿泊 大部屋（畳又はフローリング敷き）。寝具は大学が用意します。 
・入浴 宿泊場所に風呂・シャワー設備はありませんので、 
 郊外の入浴施設（有料）への送迎を予定しています。 
・食事 各自準備（遠野市内に大型スーパー、コンビニ、食堂等あり）。
 宿泊場所に給湯設備、簡易な調理設備があります。 
 （持込コンロ等は使用禁止） 
・洗濯 宿泊場所に設備はありません。 
   

１０ 大学が用意するもの  

・寝具一式、ビブス（ユニホームなどの上に着用するベスト状のもの。
大学名入り）、名札、手袋（軍手）、防塵マスク、大ビニール袋 

１１ 個人が用意するもの  

・〈必需品〉作業着（長袖、長ズボン）、着替え、洗面用具、入浴セット、
タオル、マスク、ゴム手袋（厚手）、上下カッパ、帽子、作業靴（踏抜
き防止用スチール製中敷き含）、水筒又はペットボトル、ボランティア
保険加入が分かるもの（加入カード、加入証等）、現金（食費、飲み
物、他） 
・〈その他〉携帯電話（充電器含）、時計、身分証明証（学生証）、健
康保険証、各自必要な薬品、他 

１、東京大学ボランティア隊の派遣 

平成２４年４月末から５月頭のゴールデンウィークに、学生・教
職員総勢７７名を２班に編成し「東京大学ゴールデンウィーク
ボランティア隊」として、岩手県遠野市を拠点とした沿岸被災
地へ派遣しました。 

【ゴールデンウィークボランティア隊】 
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（お知らせ） 

（２）申込書・お知らせ １２ 注意事項等 

(1) 本件ボランティアについては、大学が募集して派遣することにな
りますが、基本的には  ボランティアの理念に沿って自己責任、自
己完結を原則とします。 
  
(2) 活動内容は、状況に応じ現地連携団体と調整することになりま
すので、現地において決定される予定ですが、個人の勝手な行動
は活動の混乱を招きますのでご遠慮ください。 
なお、全体を通しては、救援・復興支援室ボランティア支援班員及
び遠野分室職員からの連絡事項や指示に従ってください。 
 
(3) ボランティア保険への加入が必須です。各自が事前に、住所地
の社会福祉協議会で「災害ボランティア保険（天災Ｂプラン）」に加
入するようにしてください。 
 
(4) 錆びた釘によるケガで破傷風に罹患したり、避難所でインフル
エンザ等の感染症に罹患したりした等の例があります。各自で予防
接種を受けるようにしてください。（地域の診療所等でお受けくださ
い。破傷風については本学の本郷地区保健センターでも実施して
います。なお、予防効果には相応の期間や回数が必要な場合があ
りますのでご留意ください。） 
 
(5) 参加に際し、学生は「ボランティア活動届」を所属部局の教務担
当へ、教職員は「ボランティア活動計画書」を所属部局の総務担当
へ、提出してください。 
なお、岩手県の対象地域（三陸沿岸周辺地域及び遠野市）におい
てボランティア活動を行う際に救援・復興支援室に提出をお願いし
ている「立ち入りの届出様式」については、本件参加者は不要です。 
 
(6) 事前に説明会を開催しますので、ご出席ください。開催日は後
日E-mail（決定通知）で連絡いたします。 
 
※ 以上の他、ボランティア活動に伴う注意事項は、本学ウェブサイ
トの「Ｑ＆Ａ」を参照ください。 
http://www.u-tokyo.ac.jp/public/recovery/vol_04_QA_j.html 
  

１３ 応募方法・締切等 

 別紙の「ボランティア申込書」に必要事項を記入の上、締切日４月
１６日（月）（その時点で各班の募集人員に満たない場合は、延長す
る場合があります。）までに、下記「東京大学救援・復興支援室ボラ
ンティア支援班」あてE-mail又はFAXによりお送りください。 
参加の可否は、追ってご本人あてにE-mail（決定通知書）で連絡い
たします。 

１４ お問い合わせ 

東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班 
（学生支援センター地下１階 学生支援課内） 
   E-mail volunteer-jimu@ml.adm.u-tokyo.ac.jp 
   FAX ０３－５８４１－２５１９ 
   TEL ０３－５８４１－２５２９（内線２２５２９） 
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教育学部総合教育科学科4年 佐々木敦斗さんからの活動報告 

（３）参加者説明会 

平成２４年４月２３日（月） 
１８：００～ 

  
ボランティア隊説明会次第 

  
会場：工学部１１号館講堂 

  
  
１ 開会の挨拶（ 富田教育・学生支援部長 ） 
   
２ ボランティア経験者による活動報告 
 被災地での活動報告 
（教育学部総合教育科学科4年 佐々木敦斗さん） 
  
  
３ 参加者のしおりの説明 
① 日程、注意事項等 
② 事前準備と持ち物 
③ 質疑・応答 
  
  
４ 各班に分かれての自己紹介等 

7 

出発に先立ち、４月２３日（月）に参加学生に対する事前説明
会を開催し、教育学部総合教育科学科４年佐々木敦斗さん
による被災地でのボランティア活動報告、市村桃子ボランティ
ア支援班員による日程や注意事項等の説明が行われました。 

各班に分かれての自己紹介等の様子 



（４） 参加者のしおり （抜粋） 

 
ゴールデンウィーク 
ボランティア隊 
参加者のしおり 

  
  
  
  
  
  

平成２４年４月２３日 
東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班 

  

２．活動期間  
第１班  平成２４年４月２８日(土)～５月 １日(火)  
          ＜３泊４日(うち車中１泊)＞ 
  
第２班  平成２４年５月 ２日(水)～５月 ５日(土)  
         ＜３泊４日(うち車中１泊)＞ 
  
※ 各班とも、最終日は早朝（６時頃）に東京大学本部棟前に到着

予定です。 

 目   次 
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３ 活動日程・日程表               ・・・ 2～4 
４ 参加者名簿（班別）              ・・・ 5～6 
５ 注意事項等                  ・・・ 7～11 
 ・ 活動するにあたっての心構え 
 ・ 地震発生時の注意事項 
 ・ 急病等発生時の注意事項 
 ・ コミュニティセンター（集会場）の利用について 
  
６ 事前準備と持ち物               ・・・12～13 
 ボランティア活動について 
 ボランティア保険への加入について 
 予防接種について 
 大学への届出 
 持ち物 
７ こんな時はどうする（Q＆A）          ・・・ 14～17 
  
参考資料 
関係機関・施設 
遠野市内MAP 
  

１．GWボランティア隊の参加に当たって  
  
 この度の「ゴールデンウィークボランティア隊」は、大学が力を入
れて取り組んでいる東日本大震災被災地への救援・復興支援活
動の一環として、大槌町社会福祉協議会ボランティアセンター及
び一般社団法人SAVE IWATE等との連携の下に、本学の学生及び

教職員により被災地におけるボランティア活動を行おうというもの
です。 
 具体的には、ゴールデンウィークの期間に、岩手県遠野市を拠
点として、大槌町における居住地・耕作地や海岸等のガレキ撤
去・整備、陸前高田市における学習支援、盛岡市における支援物
資整理等を行う予定ですが、実際の活動に際しては隊長・副隊長
の統括の下、連携先の担当者の指示やボランティア支援班員（随
行者）及び遠野分室職員からの連絡事項・指示に従ってください。 
  
 また、このボランティア隊は大学が企画し派遣するものですが、
基本的にはボランティアの理念に沿って自己責任、自己完結が原
則となりますので、事前準備や安全・健康管理に十分ご留意をお
願いします。 
  
※（関係団体） 
・大槌町社会福祉協議会ボランティアセンター 
   URL：http://kaigo.nsyakyo.or.jp/ootsuchi/ 
・SAVE IWATE 
   URL：http://sviwate.wordpress.com/ 
  

３．活動日程 
※ 道路事情や天候等により変更になる場合があります。 
  
第１日目 
 ７：３０ 集合（東京大学本部棟前） 
 ８：００ 出発 
      車中又は休憩所にて昼食（各自負担）適宜休憩 
１７：００ 遠野市着 
      大型スーパーで夕食および翌朝食等の買出し。 
      入浴施設へ移動、入浴。 
１９：３０ 遠野東大センターで鍵の受領 
      宿泊場所（遠野市コミュニティセンター）へ到着 
      適宜、連絡事項の伝達、ミーティング等 
２２：００ 就寝 
 
第２日目 
 ６：００ 起床・洗面・朝食・片付け 
 ７：３０ バスにて宿泊場所を出発 
 ９：００ 大槌町ボランティアセンター受付 
      （雨の場合：SAVE IWATE＠盛岡） 
１０：００～１５：３０ 活動に従事（昼食） 
１５：３０ 移動 
１７：３０ 遠野市へ到着 
      大型スーパーで夕食及び翌朝食等へ買出し 
     入浴施設へ移動、入浴。 
１９：３０ 宿泊場所へ到着 
     適宜、連絡事項の伝達、ミーティング等 
２２：００ 就寝 8 



活動するにあたっての心構え 
  
（１）ボランティア活動は自己責任・自己完結が原則です。事前に自
分自身でも十分な情報収集・確認を行い、水・食料・常備薬・適切
な服装・保険等、必要な備えをして被災地に入りましょう。 
  
（２）復旧や復興の主役は被災された方です。 
ボランティアはそれをサポートする存在であるという原則を忘れな
いように心がけましょう。 
  
 （３）被災された方と話をする際は、相手と同じ目の高さに自分の
姿勢を合わせて、自然に接することを心がけましょう。 
  
（４）仲間内の話での笑い声が、被災された方の誤解を招くこともあ
ります。言動などへの気配りを忘れないようにしましょう。 
  
（５）写真やビデオ撮影をする場合は、被災された方や被災地の気
持ちを配慮して行うようにし、被災された方が特定できる写真は、
その方の了解を得てからにしましょう。 
  
（６）団体行動が原則となります。仲間とよく話し合い、一人で活動
を抱え込まないようにしましょう。また、単独での行動は避けましょ
う。 
  
（７）活動がない場合も少なからずありますが、むりやり行動すると
被災地が混乱します。「待つのもボランティア活動」だと考えましょ
う。 
  
（８）被災された方の立場をできるだけ理解し、自分の判断を押しつ
けるようなことは避けましょう。また、必要以上に自分の経験や考
えを振りかざすことは避けましょう。 
  
（９）ボランティア活動は、やってあげるのではありません。自分の
やりたいことをやるのではなく、できることをやらせてもらうと心得ま
しょう。 
  
  

地震発生時の注意事項 
  
（バス乗車時に地震が発生したら） 
・走行中に地震が発生した場合、運転手の判断により車を路肩に停
車させますが、運転手の指示に従って車内で待機してください。 
地震が収まり、運転手の指示により車外へ待機する場合には、バス
の前方の路肩で待機してください。特に、高速道路では、むやみに
走行車線に出ると危険ですので、決して走行車線には出ないでくだ
さい。 
 （ボランティア活動中に地震が発生したら） 
・活動場所に到着したら、直ちに避難経路、避難場所の確認を行っ
てください。 
・屋外で活動中に地震が発生したら、頭上の落下物の危険のない場
所へ退避してください。 
  揺れが収まりましたら、地元の防災無線による指示等に従ってくだ
さい。 
・沿岸地域で活動中の場合には、揺れが収まりましたら地元指定の
高台の避難所へ退避してください。 避難経路や避難場所が不明の

場合には、最寄りの裏山やコンクリート製の高層建物（できれば４階
以上が望ましい）に避難してください。 
・体育館等の避難所で活動中に地震が発生したら、天井構築物や
照明器具等の落下に注意 するとともに、避難所責任者の指示に
従ってください。 
・余震が想定される場合には、揺れが収まってから屋外に退避してく
ださい。 
・自身の安全確保と同時に、子供や高齢の避難者の誘導等にも心
がけてください。 
 （コミュニティセンターで地震が発生したら） 
・コミュニティセンターに到着したら、直ちに避難経路、避難場所の確
認を行ってください。 
・コミュニティセンターは、平屋建てのしっかりした建物ですので、窓
ガラス等の破損の危険のない所で、落ち着いて揺れが収まるのを
待ってください。 
・台所でコンロを使用中の場合には、直ちに火を止めてください。そ
の際、やけどをすることのないよう、注意してください。 
・万一、火災が発生してしまったら、直ちに備え付けの消火器を使用
して初期消火に努めてください。同時に、消防署（１１９番）へ緊急連
絡を行ってください。 
・コミュニティセンターの周辺には空き地があります。余震が想定さ
れるようでしたら、揺れが収まった後、外へ退避してください。 
・遠野市の防災無線による指示がありましたら、落ち着いてその指
示に従ってください。 
  
東北地方では、今もかなり強い余震が度々発生していますので、地
震や津波に十分注意して行動してください。 

５．注意事項等 

第３日目 
６：００ 起床・洗面・朝食・片付け 
７：３０ バスにて宿泊場所を出発 
９：００ 大槌町ボランティアセンター受付 
 （4/30及び雨の場合：SAVE IWATE＠盛岡） 
１０：００～１５：３０ 活動に従事（昼食） 
１５：３０ 移動 
１７：３０ 遠野市へ到着 
 大型スーパーで夕食及び翌朝食等へ買出し。 
 入浴施設へ移動、入浴。 
１９：３０ 宿泊場所へ到着 
      適宜、連絡事項の伝達、ミーティング等 
２０：３０ 帰り仕度、鍵の返却等 
２１：３０ 現地出発（夜行バス） 
  
第４日目  
６：００ 大学到着・解散 
  
※現地への移動手段 
「東京～遠野市（往復）」及び「遠野市内～活動場所」の移動は、大学
が借り上げるバスで行います。（バス利用に係る参加者の負担はあり
ません。） 
※４月３０日または雨の場合は、盛岡市にありますSAVE IWATEにお
いて活動を行う予定です。 
※４月２９日及び５月３日は、班の中から学生５名、陸前高田市にあ
ります「学びの部屋」において中学生または高校生への学習支援ボ
ランティア活動を行う予定です。 

[安全面] 
（１０）活動するためには災害保険の加入が必須です。お住まいの
地域の社会福祉協議会で加入できますので、事前に各自で「災害
ボランティア保険(天災Ｂプラン)」に加入するようにしましょう。 
  
（１１）ケガによる破傷風や感染症の罹患に備え、「予防接種」を受
けましょう。 
  
（１２）自分の体調を見極めよう。調子が悪い時は「活動しない」も
選択肢です。おかしいなと感じたら、活動をやめてリーダーに伝え
ましょう。 
  
（１３）暑い時期は特に、水分を十分に用意し、こまめにとります。ま
た、汗をかいたら塩分の摂取にも留意しましょう。 
  
（１４）活動が終わったら、熱い気持ちをクールダウン。報告ではヒ
ヤリ・ハッとした経験なども伝えましょう。しっかり寝て翌日も元気に
起きましょう。 
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 急病等発生時の注意事項 

  
・（出発前に）急病等の不測の事態が生じたときは、速やかにボラ
ンティア支援班事務局までご連絡ください。 
    （連絡先）東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班事
務局 
        E-mail  volunteer-jimu@ml.adm.u-tokyo.ac.jp 
       直通電話  ０３－５８４１－２５２９ 
       携帯電話  ０８０－２３７３－１８８１ ・ １８８２ 
       携帯ｱﾄﾞﾚｽ volunteer1881@docomo.ne.jp 
                volunteer1882@docomo.ne.jp 
  
・活動中に体調が悪くなった時は、無理をしないで、周りの人に声
をかけ、移動バスや日陰等で安静にしてください。なお、熱中症等
にならないよう、２０分程度の活動の後５分程度の休憩をとり、水
分・塩分を補給するようにしてください。 
  
・切り傷、擦り傷や古釘を踏むなどけがをしてしまった場合には、傷
口を流水で清潔にするとともに、清潔なハンカチやタオルを当てが
うなどして止血してください。なお、随行しているボランティア支援班
員（大学職員）が救急バッグを準備していますので、声をかけてく
ださい。 
  
・ピアノ等の重量物を落としてしまい骨折が疑われる場合には、厚
紙や割り箸、その他何でもよいので、患部にあてがい、タオル等で
固定する等の応急措置をしてください。 
                                                               
・意識を失った者を発見した場合には、むやみに移動させず、安静
な体勢にしてください。少人数での行動時や保健師等の資格保持
者が周りにいない場合には、応急措置を行うとともに、周りの人に
声をかけ、直ちに救急通報（１１９番）を行ってください。 
  
・活動を行うに当たっては、必ず安全靴やスチール製の踏み抜き
防止具を用意してください。本郷及び駒場生協で装備された長靴
を購入することができますし、ホームセンターでも、安全靴仕様の
長靴が２千円程度で購入できますので、必ず準備してください。 
  
・活動は、家屋や側溝の汚泥除去等も想定されます。体調不良の
場合や持病等によりボランティア活動の自信がない場合には、ボ
ランティア支援班員（大学職員）に相談して、当日の活動を控える
ようにしてください。 
 なお、持病の状況や体調によっては、ボランティア隊への参加自
体を再考してください。無理を押しての参加は、他の方々に迷惑を
かけることになりますので、お控えください。 

  
コミュニティセンター（集会場）利用について 

  
 遠野市のコミュニティセンターは、地区住民の方々が使用する
公共の施設であり、本学のボランティア隊の活動支援のために
特別に貸与されたものであるため、以下の注意事項を厳守して
使用すること。 
  
１ 使用に当たって 
使用に当たっては、 遠野分室やコミュニティセンターを管理する

自治会長及び市役所職員の指示に従い、清潔かつ平穏に使用
すること。 特に、地区住民の急の使用申し出があった場合には、

その指示に従うこと。また、２２時以降は静粛にし、夜間の宴会や
騒音等は厳に慎むこと。 
  
２ 寝具の使用について 
  ①使用した寝具は、使用者が責任を持って毎朝片付けること。
寝具の敷きっぱなしは厳禁とする。 
  ②シーツ、枕カバー等のリネン類は、退出日の朝、玄関内の所
定の場所に集めること。 
  ③寝具は、当センターを使用する他の本学教職員が共用するの
で、清潔に使用すること。 
  
３ 台所について 
  ①台所に備え付けの備品（やかん、鍋、ポット、茶器等）を使用
した場合は、使用後、きれいに洗い元の場所に片付けること。 
  ②火災防止のため、台所に備え付けのレンジ等以外の火器の
使用は厳禁とする。 
  
４ トイレについて 
①トイレは清潔に使用し、汚損した場合はすぐに掃除すること。 
②コミュニティセンターを退館する場合は、必ずトイレの清掃を行
うこと。 
  
５ その他 
  ①ごみは、所定の日に、遠野市指定のビニール袋に入れるな

ど、定められた方法により出すこと。それ以外に新たに出たごみ
は、各自が持ち帰ること。 
  ②施設及び備品を毀損又は滅失してしまった場合には、随行し
ている職員に連絡し、その指示に従うこと。 
  ③退館する場合は、必ず屋内各所及び建物周辺の清掃を行う
こと。 
  ④コミュニティセンター内は、「禁煙」とする。 
  ⑤その他、不明な点があれば随行している職員に連絡し、その
指示に従うこと。 
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「ゴールデンウィークボランティア隊」の活動報告 
 
 このたび本学では、東日本大震災被災地の救援・復興支援活動の
一環として、岩手県大槌町社会福祉協議会、陸前高田市教育委員
会及び盛岡市の一般社団法人「SAVE IWATE」等との連携の下に、
「ゴールデンウィークボランティア隊」の参加者を募り、岩手県遠野市
を拠点として救援・復興支援活動を行いました。 
 ボランティア隊は、２班に分けてそれぞれ３泊４日の日程で募集をし
たところ、募集数を大きく上回る応募があったため、応募順位を優先
しつつ、学生と教職員との構成割合を考慮して参加者を決定し、結
果として総勢７７名を派遣しました。 
  
【第１班】 

合計４１名（学生２４名、教職員１７名／男性２５名、女性１６名） 
日程： 
平成２４年４月２８日（土）～５月１日（火）［３泊４日（うち車中１泊）］ 
宿泊場所：遠野市大日地区４区・１５区コミュニティ消防センター 
活動場所：大槌町、陸前高田市、盛岡市 
  
４月２８日（土）（移動日） 
４月２９日（日）活動時間９：００～１５：００  
 ・大槌町吉里吉里地区の海岸でのがれき撤去・清掃作業 ３５名 
 ・陸前高田市「学びの部屋」での学習支援活動 ６名 
４月３０日（月）活動時間９：００～１５：３０  
 ・盛岡市内(SAVE IWATE)での支援物資の搬入・梱包作業等４１名 
５月 １日（火）帰着 

（５）活動報告 
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大槌町吉里吉里地区の海岸でのがれき撤去・清掃作業の様子 

 陸前高田市で学習支援をする学生 

SAVE IWATEでの支援物資の搬入・梱包作業の様子 

【第２班】 

合計３６名（学生１９名、教職員１７名／男性１７名、女性１９名） 
日程：平成２４年５月２日（水）～５月５日（土）［３泊４日（うち車中１
泊）］ 
 
宿泊場所：遠野市大日地区４区・１５区コミュニティ消防センター 
 
活動場所：盛岡市、陸前高田市 
  
５月２日（水）（移動日） 
５月３日（木）活動時間９：００～１５：００ 
・盛岡市内(SAVE IWATE)での支援物資の保管場所の清掃及びク
ルミ加工作業等 ３０名   
※ 天候不良のため大槌町での作業が中止 
・陸前高田市「学びの部屋」での学習支援活動 ６名 
５月４日（金）活動時間９：００～１５：００ 
・天候不良により大槌町での作業が中止となったため、大槌町、釜
石市等の沿岸被災地を視察 ３６名 
５月５日（土）帰着 
 

支援物資の保管場所の清掃作業の様子 

被災地からのクルミの加工作業の様子 



       平成２４年６月２１日 

  

学生・教職員の皆さんへ 

救援・復興支援室 

  

平成２４年夏季「ボランティア隊」参加者の募集について 

（１）募集要項 

 東京大学では、東日本大震災による災害からの復興、再生に向け
て、大学全体で支援活動の取組みを進めているとともに、学生や教
職員が自主的・自発的な支援活動を展開しております。 
 昨年の夏季及び本年のゴールデンウィークに引き続き、夏季の休
業期間に岩手県遠野市を拠点として沿岸被災地域等において復興
支援の活動を行う、学生及び教職員による「ボランティア隊」参加者
を募集いたします。 
 下記の内容をご覧いただき、皆様の積極的な応募をお願いいたし
ます。 

第１班 平成２４年８月 ２日(木)～８月 ６日(月)   
                  ＜４泊５日(うち車中１泊)＞ 
第２班 平成２４年８月 ９日(木)～８月１３日(月)  
                  ＜４泊５日(うち車中１泊)＞ 
第３班 平成２４年８月２３日(木)～８月２７日(月)  
                  ＜４泊５日(うち車中１泊)＞ 
※各班とも、最終日は早朝（６時頃）に東京大学本部棟前に到着予
定です。 

 

１ 活動期間 

各班４０名程度 

２ 募集人員 

３ 応募資格 

 本学の学生（保護者の承諾が必要）及び教職員で、本学の支援活
動の理念等に賛同し組織的な活動ができる方。 
※ 本学の支援活動の理念、ボランティア活動の基本方針について

は、本学ウェブサイトを参照ください。 
  http://www.u-tokyo.ac.jp/public/recovery/vol__01_policy_j.html 

４ 活動内容 

 現地のニーズや時間の経過によって、活動の内容・状況の変化
が予想されます。 
 一般的には、被災地域のがれき撤去・清掃作業、被災児童・生
徒の学習支援、仮設住宅等での各種サポート活動等が想定され
ますが、具体的な活動内容は被災地の連携団体に委ねることにな
ります。 
 なお、天候不良等により大槌町での活動が中止になる場合は、
場所を変更しての活動となる予定です。 

５ 宿泊場所 

遠野市大日地区（15区）コミュニティ消防センター／ 各班の男子 
  同 大日地区（４区）コミュニティ消防センター／ 各班の女子 
※ 参加状況などを踏まえて、場所が変更となる場合があります。 
※ 宿泊場所・寝具は大学が借上げますので、参加者の負担はあ

りません。 
  

第１日目   ７：３０ 東京大学集合 
         ８：００ バスで大学を出発（途中で昼食） 
       １７：００ 遠野市に到着（買出し、入浴等） 
         １９：００  宿泊場所に到着 
              （連絡事項の伝達、夕食、ミーティング等） 
         ２２：００ 就寝 
第２～３日目   ６：００ 起床、洗面・朝食・片付け 
           ７：３０ 宿泊場所を出発（移動） 
      １０：００～１６：００ 活動（昼食持参） 
         １７：３０ 遠野市に帰着（買出し、入浴等） 
         １９：００ 宿泊場所に到着（夕食、ミーティング等） 
         ２２：００  就寝 
第４日目     ６：００  起床、洗面・朝食・片付け 
           ７：３０ 宿泊場所を出発（移動） 
    １０：００～１６：００ 活動（昼食持参） 
        １７：３０  遠野市に帰着（買出し、入浴等） 
        １９：００ 宿泊場所に到着（夕食、ミーティング等） 
              帰り仕度、片付け・清掃 
        ２１：３０  現地出発（夜行バス） 
第５日目     ６：００  大学に到着・解散 

岩手県の大槌町及び陸前高田市 
※ 天候不良等により場所が変更となる場合があります。 

７ 活動日程 

東京（本郷）～遠野市内／ 大学が借上げる貸切バス（１台） 
遠野市内～活動場所／ 送迎バス（予定） 
※ 上記のバス利用は、参加者の負担はありません。 

６ 活動場所 

８ 現地等への移動手段 

９ 生活環境 

・宿泊 大部屋（畳又はフローリング敷き）。寝具は大学が用意します。 
・入浴 宿泊場所に風呂・シャワー設備はありませんので、郊外の入
 浴施設（有料）への送迎を予定しています。 
・食事 各自準備（遠野市内に大型スーパー、コンビニ、食堂等あり）。 
    宿泊場所に給湯設備、簡易な調理設備があります。 
     （持込コンロ等は使用禁止） 
・洗濯 宿泊場所に設備はありません。 
   

１０ 大学が用意するもの  

・寝具一式、ビブス（ユニホームなどの上に着用するベスト状のもの。
大学名入り）、名札、手袋（軍手）、防塵マスク、大ビニール袋 

１１ 個人が用意するもの  

・〈必需品〉作業着（長袖、長ズボン）、着替え、洗面用具、入浴セット、
タオル、マスク、ゴム手袋（厚手）、上下カッパ、帽子、作業靴（踏抜
き防止用スチール製中敷き含）、水筒又はペットボトル、ボランティア
保険加入が分かるもの（加入カード、加入証等）、現金（食費、飲み
物、他） 
・〈その他〉携帯電話（充電器含）、時計、身分証明証（学生証）、健
康保険証、各自必要な薬品、他 

平成２４年８月に、学生・教職員総勢113名を３班に編成し「東
京大学夏季ボランティア隊」として、岩手県遠野市を拠点とし
た沿岸被災地へ派遣しました。 

【夏季ボランティア隊】 
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（お知らせ） 

（２）申込書・お知らせ １２ 注意事項等 

(1) 本件ボランティアについては、大学が募集して派遣することにな
りますが、基本的には  ボランティアの理念に沿って自己責任、自
己完結を原則とします。 
  
(2) 活動内容は、状況に応じ現地連携団体と調整することになりま
すので、現地において決定される予定ですが、個人の勝手な行動
は活動の混乱を招きますのでご遠慮ください。 
なお、全体を通しては、救援・復興支援室ボランティア支援班員及
び遠野分室職員からの連絡事項や指示に従ってください。 
 
(3) ボランティア保険への加入が必須です。各自が事前に、住所地
の社会福祉協議会で「災害ボランティア保険（天災Ｂプラン）」に加
入するようにしてください。 
 
(4) 錆びた釘によるケガで破傷風に罹患したり、避難所でインフル
エンザ等の感染症に罹患したりした等の例があります。各自で予防
接種を受けるようにしてください。（地域の診療所等でお受けくださ
い。破傷風については本学の本郷地区保健センターでも実施して
います。なお、予防効果には相応の期間や回数が必要な場合があ
りますのでご留意ください。） 
 
(5) 参加に際し、学生は「ボランティア活動届」を所属部局の教務担
当へ、教職員は「ボランティア活動計画書」を所属部局の総務担当
へ、提出してください。 
なお、岩手県の対象地域（三陸沿岸周辺地域及び遠野市）におい
てボランティア活動を行う際に救援・復興支援室に提出をお願いし
ている「立ち入りの届出様式」については、本件参加者は不要です。 
 
(6) 事前に説明会を開催しますので、ご出席ください。開催日は後
日E-mail（決定通知）で連絡いたします。 
 
※ 以上の他、ボランティア活動に伴う注意事項は、本学ウェブサイ
トの「Ｑ＆Ａ」を参照ください。 
http://www.u-tokyo.ac.jp/public/recovery/vol_04_QA_j.html 
  

１３ 応募方法・締切等 

 別紙の「ボランティア申込書」に必要事項を記入の上、締切日７月
６日（金）（その時点で各班の募集人員に満たない場合は、延長す
る場合があります。）までに、下記「東京大学救援・復興支援室ボラ
ンティア支援班」あてE-mail又はFAXによりお送りください。 
参加の可否は、追ってご本人あてにE-mail（決定通知書）で連絡い
たします。 

１４ お問い合わせ 

東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班 
（学生支援センター地下１階 学生支援課内） 
   E-mail volunteer-jimu@ml.adm.u-tokyo.ac.jp 
   FAX ０３－５８４１－２５１９ 
   TEL ０３－５８４１－２５２９（内線２２５２９） 
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法学部留学生 クー・カーチャイさんからの活動報告 

（３）参加者説明会 

平成２４年７月１９日（木） 
１８：００～ 

  
ボランティア隊説明会次第 

  
会場：工学部２号館２１３号室 

  
  

１ 開会の挨拶（ 武藤理事・副学長 ） 
  
  
２ ボランティア活動経験者による活動報告 
 被災地での活動報告 
 
○ 法学部留学生 クー・カーチャイさん「大槌町VCの活動につい
て」 
○ 総合文化研究科職員 工藤麻衣子さん「ボランティア隊に参加
して」 
  
  
３ 参加者のしおりの説明 （ボランティア支援班） 
① 日程と活動内容 
② 事前準備と注意事項 
  
－ 質疑・応答 － 
  
  
４ 各班に分かれての自己紹介等 
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出発に先立ち、７月２３日（月）に参加学生に対する事前説明
会を開催し、法学部留学生クー・カーチャイさんと総合文化研
究科職員工藤麻衣子さんによる被災地でのボランティア活動
の報告、土井達雄ボランティア支援班員による日程や注意事
項等の説明が行われました。 

総合文化研究科職員 工藤麻衣子さんからの活動報告 

説明会の会場の様子 



（４） 参加者のしおり （抜粋） 

 
平成24年度夏季 
ボランティア隊 
参加者のしおり 

  
  
  
  
  
  

平成２４年７月１９日 
東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班 

  
  

２．活動期間 
  
 第１班 平成２４年８月 ２日(木)～８月 ６日(月)   
                       ＜４泊５日(うち車中１泊)＞ 
 第２班 平成２４年８月 ９日(木)～８月１３日(月)  
                       ＜４泊５日(うち車中１泊)＞ 
 第３班 平成２４年８月２３日(木)～８月２７日(月)   
                       ＜４泊５日(うち車中１泊)＞ 
※ 各班とも、最終日は早朝（６時頃）に東京大学本部棟前に到着予

定です。 

目   次 
  
１ 平成24夏季ボランティア隊の参加に当たって      ・・・ 1 
 
２ 活動期間                      ・・・ 2 
 
３ 活動日程・日程表                ・・・ 2～4 
 
４ 参加者名簿（班別）               ・・・ 5～7 
 
５ 事前準備と持ち物                ・・・ 8～9 
 １）ボランティア活動について 
 ２）ボランティア保険への加入について 
 ３）予防接種について 
 ４）大学への届出 
 ５）持ち物 
 
６ 注意事項等                  ・・・ 10～14 
 活動するに当たっての心構え  
 地震発生時の注意事項 
 急病等発生時の注意事項 
 コミュニティセンター（集会場）の利用について 
 
７ こんな時はどうする（Q＆A）          ・・・ 15～18 
 
参考資料 
 ①関係機関・施設 
 ②集合場所MAP  
 ③遠野市内MAP 
 ④ボランティア保険加入手続きの手順・留意点・Q＆A 

１．平成２４年度夏季ボランティア隊の参加に当たって 
  
  この度の「夏季ボランティア隊」は、大学が力を入れて取り組ん

でいる東日本大震災にかかる被災地への救援・復興支援活動の
一環として、大槌町社会福祉協議会ボランティアセンター等との
連携の下に、本学の学生及び教職員により被災地におけるボラ
ンティア活動を行おうというものです。 
 具体的には、夏季の休業期間に、岩手県遠野市を拠点として、
大槌町における居住地・耕作地や海岸等のガレキ撤去・整備、陸
前高田市における学習支援等を行う予定ですが、実際の活動に
際しては隊長・副隊長の統括の下、連携先の担当者の指示やボ
ランティア支援班員（随行者）及び遠野分室職員からの連絡事項・
指示に従ってください。 
  また、このボランティア隊は大学が企画し派遣するものですが、

基本的にはボランティアの理念に沿って自己責任、自己完結が原
則となりますので、事前準備や安全・健康管理に十分ご留意をお
願いします。 
  
※（関係団体） 
・大槌町社会福祉協議会ボランティアセンター 
   URL：http://kaigo.nsyakyo.or.jp/ootsuchi/ 
・SAVE IWATE 
   URL：http://sviwate.wordpress.com/ 
・子どものエンパワメントいわて 
   URL：http://soup1993.com/epatch.html 
  

３．活動日程 
※ 道路事情や天候等により変更になる場合があります。 
  
第１日目 
 ７：３０ 集合（東京大学本部棟前） 
 ８：００ 出発 
      車中又は休憩所にて昼食（各自負担）、適宜休憩 
１７：００ 遠野市着 
      大型スーパーで夕食及び翌朝食等の買出し 
      入浴施設へ移動、入浴 
１９：００ 遠野東大センターで鍵の受領 
      宿泊場所（遠野市コミュニティセンター）へ到着 
      適宜、連絡事項の伝達、ミーティング等 
２２：００ 就寝 
 
第２～３日目 
 ６：００ 起床・洗面・朝食・片付け 
 ７：３０ バスにて宿泊場所を出発  
 ９：００ 大槌町ボランティアセンター受付 
１０：００～１６：００ 活動に従事（昼食） 
１７：３０ 遠野市へ到着 
      大型スーパーで夕食及び翌朝食等の買出し 
      入浴施設へ移動、入浴 
１９：００ 宿泊場所へ到着 
      適宜、連絡事項の伝達、ミーティング等 
２２：００ 就寝 15 
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第４日目 
 ６：００ 起床・洗面・朝食・片付け 
 ７：３０ バスにて宿泊場所を出発 
 ９：００ 大槌町ボランティアセンター受付 
１０：００～１６：００ 活動に従事（昼食） 
１７：３０ 遠野市へ到着 
      大型スーパーで夕食及び翌朝食等へ買出し 
      入浴施設へ移動、入浴 
１９：００ 宿泊場所へ到着 
      適宜、連絡事項の伝達、ミーティング等 
      帰り仕度、鍵の返却等 
２１：３０ 現地出発（夜行バス） 
  
第５日目  
 ６：００ 大学到着・解散 
※ 現地への移動手段 
 「東京～遠野市（往復）」及び「遠野市内～活動場所」の移動は、大
学が借り上げるバスで行います。（バス利用に係る参加者の負担は
ありません。） 
  
※ 雨天の場合は、盛岡市にあるSAVE IWATEにおいて活動を行う予

定です。 
 

※ 下記の日程においては、班の中から希望する学生により陸前高
田市の「学びの部屋」で中学生又は高校生に対して学習支援活
動を行う予定です。 

・8/ 3（金）9：00～15：00（６名）   【第１班】 
・8/ 5（日）9：00～15：00（６名）   【第１班】 
・8/10（金）9：00～15：00（６名）   【第２班】 
・8/12（日）9：00～15：00（６名）   【第２班】 
・8/26（日）9：00～15：00（６名）   【第３班】 

 ４ 大学への届出 
 参加に際し、学生は「ボランティア活動届」を所属部局の教務担
当へ、教職員は「ボランティア活動計画書」を所属部局の総務担
当へ、提出してください。 
（様式は東京大学「ボランティア情報」ＨＰをご参照ください。 
ＵＲＬ：http://www.u-
tokyo.ac.jp/public/recovery/volunteer_j.html） 
なお、岩手県の対象地域（三陸沿岸周辺地域及び遠野市）にて活
動を行う際に救援・復興支援室に提出をお願いしている「立ち入り
の届出様式」については、本件参加者は不要です。 
  
 ５ 持ち物 
1) 大学が用意するもの 
    寝具一式、ビブス(大学名入りベスト)、名札、 
    手袋（軍手）、防塵マスク、大ビニール袋 
  
  
  
2) 個人が用意するもの 
 ・〈必需品〉 
□作業着（長袖、長ズボン） 
□着替え 
□洗面用具 
□入浴用品 
□タオル 
□マスク 
□ゴム手袋（厚手） 
□上下カッパ 
□帽子 
□作業靴・長靴（踏抜き防止用スチール製中敷き含） 
□履き替え用の靴 
□水筒又はペットボトル 
□保険加入カード (ボランティア保険への加入がわかるもの) 
□現金 
・〈その他〉 
□携帯電話（充電器含） 
□時計 
□学生証又は身分証明証 
□健康保険証 
□各自必要な薬品等 
□ウェットティッシュ 
□小物ポーチ 

５．事前準備と持ち物 
  
 １ ボランティア活動について 
1) 本ボランティア活動については、大学が募集して派遣するこ

とになりますが、基本的にはボランティアの理念に沿って自
己責任、自己完結を原則とします。 

2) 活動内容は、連携する大槌町社会福祉協議会ボランティア
センター等に委ねることになります。また、勝手な行動は活動
の混乱を招きますのでご遠慮ください。なお、全体を通しては、
隊長・副隊長、ボランティア支援班員（随行者）及び遠野分室
職員からの連絡事項や指示に従ってください。 

  
 ２ ボランティア保険への加入について 
 ボランティア保険への加入が必須です。各自が事前に、住所地
の社会福祉協議会で「災害ボランティア保険（天災Ｂプラン）」に加
入するようにしてください。 
 加入手続きは、別添資料をご参照ください。 
  
 ３ 予防接種について 
 錆びた釘によるケガで破傷風に罹患したり、避難所でインフルエ
ンザ等の感染症に罹患したりした等の例があります。必要に応じ
て各自で予防接種を受けるようにしてください。 
  



平成２４年８月３０日 
 

「夏季ボランティア隊」の活動報告 
  

 このたび、東日本大震災の被災地支援活動の一環として、岩手県大
槌町社会福祉協議会及び陸前高田市教育委員会等との連携の下
に、本学の学生及び教職員による「夏季ボランティア隊」の参加者を募
り、岩手県遠野市を拠点として復興・再生への支援活動を行った。 
 夏季ボランティア隊は、３班編成でそれぞれ４泊５日（うち車中１泊）
の日程で参加者を募集したところ、募集数を上回る多数の応募があっ
たため、応募順位を優先しつつ学生と教職員との構成割合等を考慮
して参加者を決定し、結果として総勢１１３名を派遣した。 
 

【第１班】 

  

合計３６名（学生２９名、教職員７名／男性２４名、女性１２名） 
日程：平成２４年８月２日（木）～８月６日（月）［４泊５日（うち車中１
泊）］ 
宿泊場所：遠野市大日地区４区・１５区コミュニティ消防センター 
活動場所：大槌町、陸前高田市 
 
８月２日（木）（移動日） 
８月３日（金）活動時間１０：００～１５：３０  
・大槌町沢山地区の用水路の草刈り及びヘドロ出し作業 ３０名 
「学びの部屋」学習支援の様子 
・陸前高田市「学びの部屋」での学習支援活動 ６名  
  （参加生徒数：１個所にて午前５名、午後２１名） 
８月４日（土）活動時間１０：００～１５：３０  
・大槌町吉里吉里地区の海岸での清掃作業 ３６名 
８月５日（日）活動時間１０：００～１５：３０  
・大槌町吉里吉里地区の海岸での清掃作業 ３０名 
・陸前高田市「学びの部屋」での学習支援活動 ６名 
 （参加生徒数：３個所にて午前１２名、午後１０名） 
８月６日（月）帰着 

（５）活動報告 
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出発時に本部棟前にて 

   大槌町沢山地区の用水路のヘドロ出し 

吉里吉里地区の海岸での清掃作業 

「学びの部屋」学習支援の様子 
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【第２班】 

合計４０名（学生２４名、教職員１６名／男性２５名、女性１５名） 
日程：平成２４年８月９日（木）～８月１３日（月）［４泊５日（うち車中１
泊）］ 
宿泊場所：遠野市大日地区４区・１５区コミュニティ消防センター 
活動場所：大槌町、陸前高田市 
 
８月 ９日（木）（移動日） 
８月１０日（金）活動時間１０：００～１５：３０  
吉里吉里海岸の清掃作業遠景 
・大槌町吉里吉里地区の海岸での清掃作業 ３４名 
・陸前高田市「学びの部屋」での学習支援活動 ６名 
  （参加生徒数：１個所にて２２名） 
８月１１日（土）活動時間１０：００～１５：３０  
・大槌町吉里吉里地区の海岸での清掃作業 ４０名 
８月１２日（日）活動時間１０：００～１５：００  
・大槌町吉里吉里地区の被災住宅地の草刈り作業 ３４名 
・陸前高田市「学びの部屋」での学習支援活動 ６名 
  （参加生徒数：３個所にて合計２２名） 
８月１３日（月）帰着 
 

吉里吉里地区の被災住宅地の草刈り作業 

  ２日目の海岸清掃作業を終えて 

合計３７名（学生２４名、教職員１３名／男性１９名、女性１８名） 
日程：平成２４年８月２３日（木）～８月２７日（月）［４泊５日（うち車中１
泊）］ 
宿泊場所：遠野市大日地区４区・１５区コミュニティ消防センター 
活動場所：大槌町、陸前高田市 
 
８月２３日（木）（移動日） 
 
８月２４日（金）活動時間１０：００～１５：３０  
         マンツーマンの学習支援 
・大槌町吉里吉里地区の海岸での清掃作業 ３７名 
※ 清掃作業用の「篩（フルイ）」１０個を、大学から大槌町ボランティア
センターに寄付した。 
 
８月２５日（土）活動時間１０：００～１５：３０  
・大槌町でのお寺の清掃作業 ３７名 
 
８月２６日（日）活動時間１０：００～１５：３０  
・大槌町吉里吉里地区の海岸での清掃作業 ３１名 
・陸前高田市「学びの部屋」での学習支援活動 ６名 
  （参加生徒数：３個所にて合計９名） 
 
８月２７日（月）帰着 
 

【第３班】 

 出発時の本部棟前にて全員写真 

大槌町のお寺の清掃作業 



【５～７月学習支援ボランティア】 

（１）募集要項 

                         平成２４年４月１７日 

 学生の皆さんへ 

救援・復興支援室ボランティア支援班 

 学習支援ボランティアの募集について（５月～７月） 

 
 本学は、社会的公共性を有する総合大学として、東日本大震災
被災者の救援・復興支援に当たることは責務であるとの認識のもと
に、「救援・復興支援室」を設置して様々な支援活動の取組みを進
めています。 
 それらの一環として、「陸前高田市教育委員会及び一般社団法人
子どものエンパワメントいわて」が主催する被災児童・生徒を対象と
した学習支援事業「学びの部屋」に協力し、主に小・中学生の学習
サポート活動等を行う、学生ボランティアを募集します。 
下記の内容をご覧いただき、積極的な応募をお願いします。 

（Ａ） 平成２４年 ５月２６日(土)～５月２７日(日)  ＜１泊２日＞ 
（Ｂ） 平成２４年 ６月 ９日(土)～６月１０日(日)  ＜１泊２日＞ 
（Ｃ） 平成２４年 ６月２３日(土)～６月２４日(日)  ＜１泊２日＞ 
（Ｄ） 平成２４年 ７月 ７日(土)～７月 ８日(日)  ＜１泊２日＞ 

１ 活動期間 

各班5名程度。 

２ 募集人員 

３ 応募資格 

本学の学生（保護者の承諾が必要）で、本学の支援活動の理念
等に賛同する者。 
※ 本学の支援活動の理念、ボランティア活動の基本方針につ

いては、本学ホームページを参照ください。 
http://www.u-tokyo.ac.jp/public/recovery/vol__01_policy_j.html 

４ 活動場所・内容 

 岩手県陸前高田市内３箇所の小・中学校の教室を利用し、自習を
基本とする児童・生徒の学習をサポートする。 
 なお、具体的な活動内容は、「陸前高田市教育委員会及び一般社
団法人子どものエンパワメントいわて」に委ねていますので、原則とし
てその指示に従ってください。 
※ 市職員の学習支援員（専任講師）並びに岩手県立大学等の学
生ボランティアと共に、サポート活動をする。 

５ 宿泊場所 

 東京大学救援・復興支援室遠野センター（遠野東大センター） 
 ※ 寝具は、大学で用意しますので、参加者の負担はありません。 

東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班 
  （学生支援センター地下１階 学生支援課内） 
   E-mail volunteer-jimu@ml.adm.u-tokyo.ac.jp 
   FAX ０３－５８４１－２５１９ 
   TEL ０３－５８４１－２５２９（内線２２５２９） 
 

第１日目   
１６：００ 各自で遠野東大センター（宿泊場所）に集合 
      伝達事項、夕食、入浴、ミーティング等 
２２：００  就寝 
第２日目    
 ６：００  起床、朝食、清掃等 
 ７：３０  送迎用バスにより遠野東大センターを出発 
 ９：００～１５：００ 活動（昼食持参） 
１７：３０  送迎用バスによりＪＲ一ノ関駅に到着・解散 

６ 活動日程 

第１日目   
東京～遠野市／各自、ＪＲあるいは長距離バス等を利用（現地集合） 
第２日目 
遠野市～陸前高田市／ 送迎用バス 
陸前高田市～ＪＲ一ノ関駅／ 送迎用バス（一ノ関駅解散） 
ＪＲ一ノ関駅～ＪＲ東京駅／ 各自、ＪＲ等を利用 
※ 遠野市～陸前高田市～一ノ関の送迎用バスは、大学で用意しま

すので、参加者の負担はありません。 
※ 東京～遠野、一ノ関～東京の交通費については、活動終了後に

「ボランテイア活動支援金」を請求することにより、２万円を上限と
する実費額が補助されます。（詳細は本学ボランティア情報ＨＰ
をご覧ください。 

http://www.u-tokyo.ac.jp/public/recovery/vol_02_shienkin_j.html） 

７ 現地等への移動手段 

８ 生活環境 

・宿泊 遠野東大センター（小部屋又は大部屋）。 
     寝具は用意されています。 
・入浴 宿泊場所にユニットバスがありますが、 
     多人数に対応するには不便です。 
     遠野市内に銭湯（有料）があります。 
・食事 各自準備してください 
     （遠野市内にスーパー、食堂、コンビニ等あり）。 
     宿泊場所に給湯設備がありますが、料理はできません。 

９ 持ち物  

〈必需品〉着替え、洗面用具、入浴セット、タオル、ボランティア保険加
入が分かるもの（加入カード、加入証等）、現金（食事・飲み物、入浴、
交通費、他） 
〈その他〉携帯電話（充電器含）、時計、学生証、健康保険証、各自必
要な薬品、他 
※ 寝具、腕章、救急箱、トイレットペーパー・石鹸等の生活消耗品は、

大学で用意しています。 

１０ 注意事項等  

(1) 活動に当たっては、ボランティアの理念に沿って自己責任・自己
完結が原則となります。 
(2) ボランティア保険への加入が必須です。各自が事前に、住所地の
社会福祉協議会で「災害ボランティア保険（天災Ｂプラン）」に加入する
ようにしてください。 
(3) 参加に際し、「ボランティア活動届」を所属部局の教務担当へ提出
してください。 
なお、三陸沿岸周辺地域及び遠野市においてボランティア活動を行う
際に提出することとなっている「立ち入りの届出様式」については、本
件参加者は不要です。 
※ 以上の他、ボランティア活動に伴う注意事項等は、本学ボランティ

ア情報ＨＰの「災害ボランティアＱ＆Ａ」を参照ください。
http://www.u-tokyo.ac.jp/public/recovery/vol_04_QA_j.html 

１１ 応募方法等  

 別紙の「ボランティア活動申込書」に必要事項を記入の上、各日程締
切【(Ａ)５月１６日(Ｂ)５月３０日(Ｃ)６月１３日(Ｄ)６月２７日】までに下記
「東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班」あて、E-mail又は
FAXによりお送りください。参加の可否及び活動の詳細の説明につい
ては、追って申込書記載の連絡先あてに連絡します。なお、各日程の
締切については満員になり次第募集を終了いたします。 

１２ お問い合わせ  
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２、岩手県陸前高田市「学びの部屋」 
学習支援ボランティアの派遣 

平成２４年５月～７月、１０月～１２月、年末年始、平成２５年２
月～３月にかけて、学生による学習支援ボランティアを、岩手
県陸前高田市へ派遣しました。 



（お知らせ） 

～オリエンテーション次第 
  
日時 平成２４年５月１１日（金）１６：００～１７：００ 
  
場所 学生支援センター3階  
   本部学生支援課ディスカッションルーム 
  
次第  
 16:00～16:30 ボランティア支援班土井班員からの説明 
        「日程説明、連絡・注意事項等」 
  
 16:40～16:50  学習支援ボランティア参加者経験談 
        法学政治学研究科法曹養成専攻３年  
                   大江弘之さんより 
    
 16:50～   参加学生の顔合わせなど 
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（２）申込書・お知らせ・オリエンテーション 



２．活動期間 
（Ａ） 平成２４年 ５月２６日(土)～５月２７日(日)  ＜１泊２日＞ 
（Ｂ） 平成２４年 ６月 ９日(土)～６月１０日(日)  ＜１泊２日＞ 
（Ｃ） 平成２４年 ６月２３日(土)～６月２４日(日)  ＜１泊２日＞ 
（Ｄ） 平成２４年 ７月 ７日(土)～７月 ８日(日)  ＜１泊２日＞ 

１．学習支援ボランティアの参加にあたって 
 
○学習支援ボランティアの活動について 
 「学びの部屋」は、「陸前高田市教育委員会」及び「一般社団法人
子どものエンパワメントいわて」が主催する事業で、東日本大震災
によって、学習環境を失った子どもたちが安心して過ごせる空間を
提供する場所です。今回の学習支援ボランティア活動は、その学び
の部屋において、自習を基本とする小・中学生の学習サポートをす
るというもので、市職員の学習支援員並びに岩手県立大学等の学
生ボランティアと共に活動していただきます。 
 活動に当たっては、ボランティアの理念に沿って自己責任・自己
完結が原則となります。また、活動内容については、陸前高田市教
育委員会及び一般社団法人子どものエンパワメントいわてに委ね
ています。  

 ３．活動日程 
【１日目】東京から遠野市へ 
 
１６：００頃 宿泊場所（遠野東大センター）集合 
        適宜、ミーティング等  
        夕食（各自用意） 
  
※ 宿泊場所である遠野東大センターの利用についての説明書が

置いてありますので、みなさんで必ずよく読んでください。 
※ 特に施錠・火の用心については注意するようお願いします。 
※ 翌日の朝食及び昼食を各自用意しましょう。（センターの近くに

三丸屋、遠野駅の近くにとぴあというスーパーがあります。コン
ビニは徒歩２０分ほど。） 

※ 入浴は、センター内の浴室を交代で使用してください。 
 なお、遠野駅の付近に「亀の湯：390円」という銭湯もあります。 
  
 ２２：００  就寝 

（３）参加者のしおり（抜粋） 

 
  
  

「学びの部屋」 
学習支援ボランティア 

参加者のしおり 
  
  
  
  
 

平成２４年５月１１日 
東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班 

  
  

 目   次 
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４、参加者名簿（班別）             ・・・ 5 
５、注意事項等                 ・・・ 6～11 
 ・ 活動するにあたっての心構え 
 ・ 地震発生時の注意事項 
 ・ 急病等発生時の注意事項 
 ・ 遠野東大センターの利用について 
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 １ ボランティア活動について 
 ２ ボランティア保険への加入について 
 ３ 大学への届出 
 ４ 持ち物 
 ５ 食事・入浴について 
  
７ こんな時はどうする（Q＆A）         ・・・ 13～14  
  
参考資料 
 ①関係機関・施設 
 ②遠野市周辺MAP 
 ③陸前高田市MAP 
 ④学びの部屋とは 
 ⑤ボランティア保険の加入の流れ 

○活動にあたっての活動概要・注意事項等について 
（１日目）：東京駅から遠野市へ  ※宿泊場所：遠野東大セン
ター 
・必ず集合時間（16：00）に遠野東大センターに集合してください。 
  
（２日目）：陸前高田市「学びの部屋」にてボランティア活動 
        ～ 一ノ関駅から東京駅へ  
• 遠野東大センターから学びの部屋の間は送迎用の車を用意し
ています。 

• 活動内容については現地の学習支援員（陸前高田市職員）の
指示に従ってください。 

• 活動場所に持っていくもの 
 □救急バッグ □腕章 □デジカメ□昼食 □飲み物 
• 活動中は東京大学の腕章（水色）をつけてください。（腕章の
番号を確認します） 

• 送迎用バスの運転手に帰りの集合時間、集合場所を必ず確
認してください。 

• 帰りは遠野東大センターには戻りませんので、朝の出発前に
清掃、ゴミの分別の再確認をしてください。 

• 帰りは、ＪＲ一ノ関駅から東京へ帰るため、帰り支度をして車に
乗り込みましょう。 

• 救急バッグ、腕章、デジカメは、帰りの車の中に置いておいて
ください。 
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◎往路の例（新幹線の場合）※Ｐ４参照 
１１：４０ 東京駅 出発（ＪＲ新幹線やまびこ59号） 
      新幹線内で昼食 
１４：４０ 新花巻 到着（乗換） 
１４：４９ 新花巻 出発（ＪＲ釜石線・釜石行） 
１５：４２ 遠野駅着 遠野東大センターへ 
      ：徒歩15分程度（別紙遠野市周辺MAP参照） 
  
運賃：片道13,840円（乗車券8,510円 特別料金5,330円) 
 



５．注意事項等 
            活動するにあたっての心構え 
[全般] 
（１）ボランティア活動は自己責任・自己完結が原則です。事前に自
分自身でも十分な情報収集・確認を行い、活動場所での飲み物、食
べ物・常備薬・適切な服装・保険等、必要な備えをして被災地に入り
ましょう。 
  
 （２）復旧や復興の主役は被災された方です。 
ボランティアはそれをサポートする存在であるという原則を忘れない
ように心がけましょう。 
  
 （３）被災された方と話をする際は、相手と同じ目の高さに自分の姿
勢を合わせて、自然に接することを心がけましょう。 
  
 （４）仲間内の話での笑い声が、被災された方の誤解を招くこともあ
ります。言動などへの気配りを忘れないようにしましょう。 
  
（５）写真やビデオ撮影をする場合は、被災された方や被災地の気
持ちを配慮して行うようにし、被災された方が特定できる写真は、そ
の方の了解を得てから撮影しましょう。 
  
（６）団体行動が原則となります。仲間とよく話し合い、一人で活動を
抱え込まないようにしましょう。また、単独での行動は避けましょう。 
  
（７）被災された方の立場をできるだけ理解し、自分の判断を押しつ
けるようなことは避けましょう。また、必要以上に自分の経験や考え
を振りかざすことは避けましょう。 
  
（８）ボランティア活動は、やってあげるのではありません。自分のや
りたいことをやるのではなく、できることをやらせてもらうと心得ましょ
う。 
  
  

【２日目】陸前高田市「学びの部屋」において学習支援活動 
         ～ 一ノ関から東京へ 
 ６：３０ 起床・朝食・片付け／帰り支度をする 
      ※片付け等を行ってください。 
 ７：３０ 送迎用車により遠野東大センターを出発（帰り荷物の積込） 
 （活動に持っていくもの） 
 □救急バッグ □腕章 □デジカメ □昼食 □飲み物 
 ８：４５ 陸前高田市「学びの部屋」活動場所に到着 
 ９：００～１５：００ 学習支援活動に従事（昼食：各自用意） 
１７：３０ 送迎用車によりＪＲ一ノ関駅へ到着、解散 
        
    
  
  
  
  
  
  
※１ 現地（遠野東大センター～陸前高田市活動場所～一ノ関駅）の
 ボランティア活動にかかる移動手段（送迎用車）は大学で手配
 します。 
※２ 今回のボランティア活動に従事した後、学習支援ボランティア
 活動報告書を提出願います。 
※３ 東京～遠野、一ノ関～東京の交通費については、活動終了後
 に「ボランテイア活動支援金」を請求することにより、２万円を上
 限とする実費額が補助されます。 （別紙参照） 

 [安全面] 
（９）活動するためには災害保険の加入が必須です。お住まいの地
域の社会福祉協議会で加入できますので、事前に各自で「災害ボ
ランティア保険(天災Ｂプラン)」（東京都の場合は1000円）に加入し
てください。（参考資料参照） 
  
（10）自分の体調を見極めよう。調子が悪い時は「活動しない」も選
択肢です。 
おかしいなと感じたら、活動をやめてリーダーに伝えましょう。 
  
[学習支援ボランティア] 
（11）公の活動であるため、本学の学生として言動や行動に注意し
ましょう。 
  
（12）今後の本学の学習支援ボランティアに生かすため、活動後に
ボランティア活動報告書を提出してください。 
  
（13）学習をサポートすることと同時に、児童・生徒たちに友達と集
まる場所を提供するという意味もあります。1日という短期間ではあ
りますが、児童・生徒たちと一緒に過ごす時間を楽しみましょう。 
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◎復路の例（新幹線の場合）※Ｐ４参照 
１８：０６ 一ノ関駅 出発（ＪＲ新幹線はやて112号） 
２０：２４ 東京駅 到着 
  
運賃：片道12,470円（乗車券7,140円 特別料金5,330円) 

地震発生時の注意事項 
  
（バス乗車時に地震が発生したら） 
• 走行中に地震が発生した場合、運転手の判断により車を路肩に
停車させますが、運転手の指示に従って車内で待機してください。 

地震が収まり、運転手の指示により車外へ待機する場合には、バス
の前方の路肩で待機してください。特に、高速道路では、むやみに
走行車線に出ると危険ですので、決して走行車線には出ないでく
ださい。  

（ボランティア活動中に地震が発生したら） 
• 活動場所に到着したら、直ちに避難経路、避難場所の確認を行っ
てください。 

• 屋外で活動中に地震が発生したら、頭上の落下物の危険のない
場所へ退避してください。 揺れが収まりましたら、地元の防災無線
による指示等に従ってください。 

• 沿岸地域で活動中の場合には、揺れが収まりましたら地元指定の
高台の避難所へ退避してください。 避難経路や避難場所が不明

の場合には、最寄りの裏山やコンクリート製の高層建物（できれば
４階以上が望ましい）に避難してください。 

• 体育館等の避難所で活動中に地震が発生したら、天井構築物や
照明器具等の落下に注意するとともに、避難所責任者の指示に
従ってください。 

• 余震が想定される場合には、揺れが収まってから屋外に退避して
ください。 

• 自身の安全確保と同時に、子供や高齢の避難者の誘導等にも心
がけてください。 

（遠野東大センターで地震が発生したら） 
• 遠野東大センターに到着したら、直ちに避難経路、避難場所の
確認を行ってください。 

• 台所でコンロを使用中の場合には、直ちに火を止めてください。
その際、やけどをすることのないよう、注意してください。 

• 万一、火災が発生してしまったら、直ちに備え付けの消火器を使
用して初期消火に努めてください。同時に、消防署（１１９番）へ
緊急連絡を行ってください。 

• 余震が想定されるようでしたら、揺れが収まった後、外へ退避し
てください。 

• 遠野市の防災無線による指示がありましたら、落ち着いてその
指示に従ってください。 

  
東北地方では、今も余震が度々発生していますので、地震や津波
に十分注意して行動してください。 

 



急病等発生時の注意事項 
  
• （出発前に）急病等の不測の事態が生じたときは、速やかにボラン
ティア支援班事務局までご連絡ください。 

≪連絡先≫ 東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班事務局 
（学生支援センター地下１階 学生支援課内） 
   E-mail volunteer-jimu@ml.adm.u-tokyo.ac.jp 
     直通電話 ０３－５８４１－２５２９（平日９時～１７時） 
     携帯電話 ０８０－２３７３－１８８１ 
  
• （活動中に）怪我や急病等の不測の事態が生じたときは、すみやか
に遠野分室までご連絡ください。 

 ≪連絡先≫ 東京大学救援・復興支援室遠野分室 
 E-mail tohno-kyuenfukkou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp 
 電話  ０８０－１０１２－９８２７ 
  
• 意識を失った者を発見した場合には、むやみに移動させず、安静な
体勢にしてください。 

少人数での行動時や保健師等の資格保持者が周りにいない場合に
は、応急措置を行うとともに、周りの人に声をかけ、直ちに救急通報
（１１９番）を行ってください。 
  
  
  遠野東大センターの利用について 
   
１．利用できるセンターの施設  
(1) 研究個室３部屋（各7.49㎡）  
(2) 研究オフィス３ブロック（17.34㎡、13.78㎡、13.95㎡）  
(3) その他（給湯室・冷蔵庫・洗面所・洗濯機・トイレ・ユニットバス等） 
  
２．利用上の注意事項  
(1) 遠野東大センターの出入口は「２階」を使用し、ナンバー錠で管
理しております。 
(2) 利用した設備、備品等は利用後、速やかに原状に戻して下さい。  
(3) 他の利用者に迷惑を及ぼすような行為はしないで下さい。  
(4) 遠野分室の職員から指示があった場合には、必ずその指示に
従って下さい。 
  
３．無線ＬＡＮ使用について 
(1) 学内ＬＡＮが使用可能です。 
(2) ２階電話機横の「無線ＬＡＮ使用簿」に記入の上、「無線ＡＰドキュ
メント」を参照し使用して下さい。 
(3) センター内のパソコン（3台）は利用可能ですので、共有して使用
して下さい。 
  
４．複合機（プリンター）の使用について 
(1) コピーは認証機能なく使用可能です。 
(2) プリンターとして使用する場合（WIN.Mac）、プリンタドライバーの

インストールが必要となりますので、インストールマニュアルを参照し
使用して下さい。 
  
５．掃除について 
東京大学の共同利用の施設ですので、必ず毎日掃除を行いきれい
に利用して下さい。 
ゴミは、センター内に設置されたゴミ箱に捨ててください。遠野市の
ごみの分別は東京と異なりますので、指示どおりに分別して捨てて
下さい。 
 
６．寝具について 
寝具（羊毛掛布団・毛布・羊毛敷布団・枕）を用意しております。朝晩
は冷え込む事がありますので、温かく睡眠できるよう各自準備してく
ださい。 （１階事務室左から、敷布団・掛布団・毛布・枕・リネンと並
んでいます。） 
なお、使用後は１階事務室まで返却し、使用後のリネン（枕カバー・
シーツ）は「２階洗濯機の上」に置いて下さい。（クリーニングします） 
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７．センターに宿泊する場合の注意事項 
センターは一般住宅地にありますので、騒音を発しないようお願いし
ます。 
また、未成年者は絶対に飲酒しないこと、成人であっても飲みすぎな
いよう注意して下さい。 
  
８．その他 
その他不明な点等ありましたら、ボランティア支援班員（080-2373-
1881、1882）または遠野分室職員（080-1012-9827）まで問合せ願い
ます。 
 

６．事前準備と持ち物 
  
１ ボランティア活動について 
1) 本ボランティア活動については、大学が募集して派遣することに

なりますが、基本的にはボランティアの理念に沿って自己責任、自
己完結を原則とします。 
2) 活動内容は、福島県大熊町教育委員会の要請に基づいていま

すので、担当者等の連絡事項や指示に従ってください。また、勝手
な行動は活動の混乱を招きますのでご遠慮ください。 
  
２ ボランティア保険への加入について 
ボランティア保険への加入が必須です。各自が事前に、住所地の社
会福祉協議会で「災害ボランティア保険（天災Ｂプラン）」（東京都の
場合は1,000円）に加入するようにしてください。 
  
３ 大学への届出 
参加に際し、学生は「ボランティア活動届」を所属部局の教務担当へ
提出してください。 
  
４ 持ち物 
〈必需品〉着替え、洗面用具、入浴用品、タオル、運動靴（室内レク
用）、ボランティア保険加入がわかるもの（加入カード又は加入証等）、
現金 
〈その他〉携帯電話（充電器含）、時計、学生証、健康保険証、各自
必要な薬品、他 
  
５ 食事・入浴について 
食事は、朝・夕は会津自然の家でのバイキング形式で、１日当たり
朝食４１０円、夕食５６０円の食費がかかります。 
活動日の昼食は、大熊中学校の生徒と一緒にとっていただきますが、
弁当等の調達方法は参加者相互で話し合って決めてください。近所
に配達可能な弁当屋も幾つかあるので、利用が可能です。 
入浴時間は、会津自然の家にて17：00～21：30の間ですが、他団体

の利用状況によっては、事前調整があります。ボディーソープ、シャ
ンプーはありますが、タオル等は各自準備してください。ドライヤー
は２台設置されておりますが、洗面所でご利用ください。（設置場所
以外で使用するとブレーカーが落ちるそうです。） 
   
  



Q-1 急に参加できなくなった時は？ 
A 遅くとも、出発日の前日（前日等が土・日曜日・休日の場合は
その前の平日）の17時までにボランティア支援班事務局までご連

絡ください。また、出発当日に参加できなくなった場合は、至急下
記の携帯電話までご連絡ください。 
（連絡先）東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班事務局 
（学生支援センター地下１階 学生支援課内） 
   E-mail volunteer-jimu@ml.adm.u-tokyo.ac.jp 
   直通電話 ０３－５８４１－２５２９（平日９時～１７時） 
   携帯電話 ０８０－２３７３－１８８１ 
 
Q-2 急に帰京しなければならなくなった時は？ 
A 何らかの緊急の事情により、急に帰京しなければならなくなっ
た場合には、遠野分室職員に連絡をしてからお帰りください。 
  
Q-3 活動場所に忘れ物をした時は？ 
A まずは、忘れ物をしないよう、各自注意してください。忘れ物を

してしまった場合には、遠野分室職員に相談してください。ひとり
で取りに行くようなことはしないでください。  
 
Q-4 活動中に地震が発生した時は？ 
A 作業場所へ到着したら、まずは現地の避難経路及び避難場所
を確認してください。 
  地震が発生したら、まずは家屋の倒壊、落下物等に注意し、
身を守ってください。揺れが収まってから、高台等の避難場所へ
速やかに移動してください。その際、決して単独行動はしないでく
ださい。 
   
Ｑ-5 活動中に負傷した時の補償は？ 
A 天災Ｂプランに加入している方で支給要件を満たす場合は、社
会福祉協議会のボランティア活動保険の補償が受けられます。 
 （例） 死亡保険金          2,000万円 
     後遺障害保険金       2,000万円（限度額） 
     入院保険金日額         11,000円 
     通院保険金日額           6,370円 
     賠償責任保険金（対人・対物共通） ５億円（限度額） 
  
Ｑ-６ パソコンを持参しても使用できますか？ 
A 遠野東大センターでは無線LAN（学内LAN）が使用可能です。
無線LAN対応のノートパソコン等を持参であれば、「無線LAN使用
簿」に記入の上、「無線APドキュメント」を参照し使用してください。 
  
Ｑ-７ 負傷して入院することになった場合はどうなりますか？ 
A ボランティア申込書に記載された緊急連絡先に連絡を取り、病

院の付き添いや迎えをお願いする予定です。それ以外にもその
方が不在の場合も想定して確実に連絡がとれる方のお名前と連
絡を複数把握しておくようにお願いします。 

   

  

  

  

Ｑ-８ 期間終了後に引き続き遠野市に滞在してボランティア活動
を行いたいのですが、一緒に帰京しなくてもよいですか？ 
A 本活動は、東京大学として活動をしておりますので、無理な計
画を立てずに団体行動をお願いします。 
  
Ｑ-９ ボランティア活動中に困ったことが起きた場合はどうすれば
良いですか？ 
A 参加者で協議して対応してください。対応困難な場合は、ボラ
ンティア支援班事務局または遠野分室へご相談ください。 
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７．こんな時はどうする（Q&A） 
［目次］ 
①急に参加できなくなった時は？ 
②急に帰京しなければならなくなった時は？ 
③活動場所に忘れ物をした時は？ 
④活動中に地震が発生した時は？  
⑤活動中に負傷した時の補償は？ 
⑥パソコンを持参しても使用できますか？ 
⑦負傷して入院することになった場合はどうなりますか？ 
⑧期間終了後に引き続き遠野市に滞在してボランティア活動を行
いたいのですが、一緒に帰京しなくてもよいですか？ 
⑨ボランティア活動中に困ったことが起きた場合はどうすれば良
いですか？ 
  



（４）活動報告 

平成２４年７月１９日 
  

「学びの部屋」学習支援ボランティアの活動報告 
  
 救援・復興支援室では、昨年度から引き続き、「陸前高田市教育委
員会」等が主催する被災生徒等を対象とする学習支援事業「学びの
部屋」に協力し、陸前高田市の中学校生徒等の学習を支援する学
生ボランティアを派遣している。今回、平成２４年５～７月の期間にＡ
班５名（５月２６日～２７日）、Ｂ班５名（６月９日～１０日）、Ｃ班５名（６
月２３日～２４日、Ｄ班５名（７月７日～８日）の全４班を派遣した。    

  

  

  

高田第一中学校での学習支援活動の様子 

【Ａ班】 参加学生：５名（学部学生１名、大学院学生４名） 
日程：平成２４年５月２６日(土)～５月２７日(日) ［１泊２日］ 
宿泊場所：遠野東大センター 
活動場所：陸前高田市内の小・中学校の教室を利用 
（１日目）５月２６日（土）移動日：遠野東大センターに集合、ミー
ティング等 
（２日目）５月２７日（日）活動９：００～１５：００  
個別学習サポート、地域イベント参加、市の学習支援員との情報
交換 
  
高田第一中学校（参加生徒６名）：東大学生３名 
横田中学校（参加生徒なし）：東大学生２名 
      ※ 活動終了後帰途へ（ＪＲ一ノ関駅にて解散） 
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【Ｂ班】 参加学生：５名（学部学生１名、大学院学生４名） 
日程：平成２４年６月９日(土)～６月１０日(日) ［１泊２日］ 
宿泊場所：遠野東大センター 
活動場所：陸前高田市内の小・中学校の教室を利用 
 
（１日目）６月９日（土）移動日： 
     遠野東大センターに集合、ミーティング等 
（２日目）６月１０日（日）活動９：００～１５：００  
      個別学習サポート、試験の準備学習サポート 
 
高田第一中学校（参加生徒１７名）：東大学生３名 
米崎小学校（参加生徒５名）：東大学生２名 
      ※ 活動終了後帰途へ（ＪＲ一ノ関駅にて解散） 

高田第一中学校での学習支援活動の様子 
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【Ｃ班】 参加学生：５名（学部学生２名、大学院学生３名） 
日程：平成２４年６月２３日(土)～６月２４日(日) ［１泊２日］ 
宿泊場所：遠野東大センター 
活動場所：陸前高田市内の小・中学校の教室を利用 
（１日目）６月２３日（土）移動日： 
      遠野東大センターに集合、ミーティング等 
（２日目）６月２４日（日）活動９：００～１５：００  
      個別学習サポート、試験の準備学習サポート、情報交換 
高田第一中学校（参加生徒２１名）：東大学生３名 
横田中学校（参加生徒１名）：東大学生２名 
      ※ 活動終了後帰途へ（ＪＲ一ノ関駅にて解散） 

【Ｄ班】 参加学生：５名（学部学生３名、大学院学生２名） 
日程：平成２４年７月７日(土)～７月８日(日) ［１泊２日］ 
宿泊場所：遠野東大センター 
活動場所：陸前高田市内の小・中学校の教室を利用 
（１日目）７月７日（土）移動日： 
遠野東大センターに集合、ミーティング等 
（２日目）７月８日（日）活動９：００～１５：００  
個別学習サポート、入試の準備学習サポート 
高田第一中学校（参加生徒８名）：東大学生３名 
米崎小学校（参加生徒１名）：東大学生２名 
      ※ 活動終了後帰途へ（ＪＲ一ノ関駅にて解散） 

高田第一中学校での学習支援活動の様子 高田第一中学校での学習支援活動の様子 



【10～12月学習支援ボランティア】 

（１）募集要項 

                         平成２４年４月１７日 

 学生の皆さんへ 

救援・復興支援室ボランティア支援班 

 学習支援ボランティアの募集について（１０～１２月） 

 
 本学は、社会的公共性を有する総合大学として、東日本大震災
被災者の救援・復興支援に当たることは責務であるとの認識のもと
に、「救援・復興支援室」を設置して様々な支援活動の取組みを進
めています。 
 それらの一環として、「陸前高田市教育委員会及び一般社団法人
子どものエンパワメントいわて」が主催する被災児童・生徒を対象と
した学習支援事業「学びの部屋」に協力し、主に小・中学生の学習
サポート活動等を行う、学生ボランティアを募集します。 
下記の内容をご覧いただき、積極的な応募をお願いします。 

（Ａ） 平成２４年 １０月２０日(土)～１０月２１日(日)  ＜１泊２日＞ 
（Ｂ） 平成２４年 １１月 ３日(土)～１１月 ４日(日)  ＜１泊２日＞ 
（Ｃ） 平成２４年 １１月１７日(土)～１１月１８日(日)  ＜１泊２日＞ 
（Ｄ） 平成２４年 １２月 １日(土)～１２月 ２日(日)  ＜１泊２日＞ 

１ 活動期間 

各班６名程度。 

２ 募集人員 

３ 応募資格 

 本学の学生（保護者の承諾が必要）で、本学の支援活動の理
念等に賛同する者。 
※ 中学生に対して５教科（国語、社会、数学、理科、英語）の学

習支援が可能な学生。 
※ 本学の支援活動の理念、ボランティア活動の基本方針につ

いては、本学ホームページを参照ください。 
http://www.u-tokyo.ac.jp/public/recovery/vol__01_policy_j.html 

４ 活動場所・内容 

 岩手県陸前高田市内３箇所の小・中学校の教室を利用し、自習を
基本とする児童・生徒の学習をサポートする。 
 なお、具体的な活動内容は、「陸前高田市教育委員会及び一般社
団法人子どものエンパワメントいわて」に委ねていますので、原則とし
てその指示に従ってください。 
※ 市職員の学習支援員（専任講師）並びに岩手県立大学等の学

生ボランティアと共に、サポート活動をする。 

５ 宿泊場所 

 東京大学救援・復興支援室遠野センター（遠野東大センター） 
※ 寝具は、大学で用意しますので、参加者の負担はありません。 

東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班 
  （学生支援センター地下１階 学生支援課内） 
   E-mail volunteer-jimu@ml.adm.u-tokyo.ac.jp 
   FAX ０３－５８４１－２５１９ 
   TEL ０３－５８４１－２５２９（内線２２５２９） 
 

第１日目   
１６：００ 各自で遠野東大センター（宿泊場所）に集合 
     伝達事項、夕食、入浴、ミーティング等 
２２：００ 就寝 
第２日目    
 ６：００ 起床、朝食、清掃等 
 ７：３０ 送迎用バスにより遠野東大センターを出発 
 ９：００～１５：００ 活動（昼食持参） 
１７：３０ 送迎用バスによりＪＲ一ノ関駅に到着・解散 

６ 活動日程（内容は変更になる場合があります。） 

第１日目   
東京～遠野市／各自、ＪＲあるいは長距離バス等を利用（現地集合） 
第２日目 
遠野市～陸前高田市／ 送迎用バス 
陸前高田市～ＪＲ一ノ関駅／ 送迎用バス（一ノ関駅解散） 
ＪＲ一ノ関駅～ＪＲ東京駅／ 各自、ＪＲ等を利用 
※ 遠野市～陸前高田市～一ノ関の送迎用バスは、大学で用意しま

すので、参加者の負担はありません。 
※ 東京～遠野、一ノ関～東京の交通費については、活動終了後に

「ボランテイア活動支援金」を請求することにより、２万円を上限と
する実費額が補助されます。（詳細は本学ボランティア情報ＨＰ
をご覧ください。 

http://www.u-tokyo.ac.jp/public/recovery/vol_02_shienkin_j.html） 

７ 現地等への移動手段 

８ 生活環境 

・宿泊 遠野東大センター（小部屋又は大部屋）。 
     寝具は用意されています。 
・入浴 宿泊場所にユニットバスがありますが、 
     多人数に対応するには不便です。 
     遠野市内に銭湯（有料）があります。 
・食事 各自準備してください 
     （遠野市内にスーパー、食堂、コンビニ等あり）。 
     宿泊場所に給湯設備がありますが、料理はできません。 

９ 持ち物  

〈必需品〉着替え、洗面用具、入浴セット、タオル、ボランティア保険加
入が分かるもの（加入カード、加入証等）、現金（食事・飲み物、入浴、
交通費、他） 
〈その他〉携帯電話（充電器含）、時計、学生証、健康保険証、各自必
要な薬品、他 
※ 寝具、腕章、救急箱、トイレットペーパー・石鹸等の生活消耗品は、

大学で用意しています。 

１０ 注意事項等  

(1)  活動に当たっては、ボランティアの理念に沿って自己責任・自己
完結が原則となります。 
(2)  ボランティア保険への加入が必須です。各自が事前に、住所地
の社会福祉協議会で「災害ボランティア保険（天災Ｂプラン）」に加入
するようにしてください。 
(3) 参加に際し、「ボランティア活動届」を所属部局の教務担当へ提出
してください。 
なお、三陸沿岸周辺地域及び遠野市においてボランティア活動を行う
際に提出することとなっている「立ち入りの届出様式」については、本
件参加者は不要です。 
※ 以上の他、ボランティア活動に伴う注意事項等は、本学ボランティ

ア情報ＨＰの「災害ボランティアＱ＆Ａ」を参照ください。
http://www.u-tokyo.ac.jp/public/recovery/vol_04_QA_j.html 

１１ 応募方法等  

 別紙の「ボランティア活動申込書」に必要事項を記入の上、締切日９
月２８日（金）までに下記「東京大学救援・復興支援室ボランティア支援
班」あて、E-mail又はFAXによりお送りください。 
 参加の可否及び活動の詳細の説明については、追って申込書記載
の連絡先あてに連絡します。なお、募集人員に達し次第、募集を終了
いたします。 

１２ お問い合わせ  
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（お知らせ） 

～オリエンテーション次第 
 
日時 平成２４年１０月１１日（木） 
          １６：３０～１７：３０ 
 
場所 学生支援センター３Ｆ ディスカッションルーム 
    （本郷キャンパス 学生支援センター本部学生支援課） 
  
次第 16:30～17:00 ボランティア支援班 
          土井達雄班員からの説明 
                 「日程説明、連絡・注意事項等」 
 
   17:00～17:10  学習支援ボランティア参加者 経験談 
          新領域創成科学研究科博士課程１年  
                  河底秀幸さんより 
    
   17:10～    参加学生の顔合わせなど 
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（２）申込書・お知らせ・オリエンテーション 



２．活動期間 
A班 平成24年 10月20日(土) ～ 10月21日(日)<1泊2日> 
B班 平成24年 11月 3日(土) ～ 10月 4日(日)<1泊2日> 
C班 平成24年 11月17日(土) ～ 11月18日(日) <1泊2日> 
D班 平成24年 12月 1日(土) ～ 12月 2日(日)<1泊2日> 

１．学習支援ボランティアの参加にあたって 
 
○学習支援ボランティアの活動 
 「学びの部屋」は、「陸前高田市教育委員会」及び「一般社団法人
子どものエンパワメントいわて」が主催する事業で、東日本大震災
によって、学習環境を失った子どもたちが安心して過ごせる空間を
提供する場所です。今回の学習支援ボランティア活動は、その学び
の部屋において、自習を基本とする小・中学生の学習サポートをす
るというもので、市職員の学習支援員並びに岩手県立大学等の学
生ボランティアと共に活動していただきます。 
 活動に当たっては、ボランティアの理念に沿って自己責任・自己
完結が原則となります。また、活動内容については、陸前高田市教
育委員会及び一般社団法人子どものエンパワメントいわてに委ね
ています。  

３． 活動日程 
【１日目】東京から遠野市へ 
  
16:00頃 宿泊場所 (遠野東大センター) 集合 
      適宜、ミーティング等  
      夕食(各自用意) 
※ 必ず集合時間 (16:00) に遠野東大センターに集合してください。 
※ 宿泊場所である遠野東大センターの利用についての説明書が

置いてありますので、必ずお読みください。 
※ 特に施錠・火の用心についてはご注意ください。 
※ 翌日の朝食及び昼食を各自用意してください。 
 (センターの近くに三丸屋、遠野駅の近くにとぴあというスーパー

があります。コンビニは徒歩20分ほどです。) 
※ 入浴は、センター内の浴室を交代で使用してください。なお、遠

野駅の近くに「亀の湯：390円」という銭湯もあります。 
 
22:00 就寝 
  

（３）参加者のしおり（抜粋） 

 
  
  

「学びの部屋」 
学習支援ボランティア 

参加者のしおり 
  
  
  
  
 

平成２４年１０月１１日 
東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班 
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◎往路の例（新幹線の場合）※Ｐ４参照 
11:56  東京駅 出発 （はやて25号新青森行） 
     新幹線内で昼食 
13:37  仙台到着、乗換 (やまびこ59号盛岡行) 
14:40  新花巻到着、乗換 
14:49  新花巻 出発 （JR釜石線・釜石行） 
15:42  遠野駅着 遠野東大センターへ 
     ：徒歩15分程度（別紙遠野市周辺MAP参照） 
運賃：片道13,840円（乗車券8,510円 特別料金5,330円) 
 

【２日目】陸前高田市「学びの部屋」において学習支援活動  
                            ～ 一ノ関から東京へ 
 6:30 起床・朝食・片付け/帰り支度 
※ 現地 (遠野東大センター～陸前高田市活動場所～一ノ関駅) の

ボランティア活動にかかる移動手段 (送迎用車) は大学で手配し
ます。帰りは遠野東大センターには戻りませんので、朝の出発前
に清掃、ゴミの分別の再確認をしてください。 

 7:30 送迎用車により遠野東大センターを出発 (帰り荷物の積込) 
  帰りは一ノ関駅から東京へ帰るため、帰り支度をして車に乗
  り込んでください。活動場所へは以下の物を持っていってくだ
  さい。□救急バッグ □腕章 □デジカメ □昼食 □飲み物 
 8:45 陸前高田市「学びの部屋」活動場所に到着 
※ 送迎用バスの運転手に帰りの集合時間、集合場所を必ず確認し

てください。 
 9:00～ 学習支援活動に従事 (昼食: 各自用意) 
※ 活動内容については現地の学習支援員（陸前高田市職員）の指

示に従ってください。 
※ 活動中は東京大学の腕章（水色）をつけてください 
 （腕章の番号を確認します）。 
15:00  学習支援活動終了 
17:30 送迎用車によりＪＲ一ノ関駅へ到着、解散 
  救急バッグ・腕章・デジカメは帰りの車の中に置いておいてく
  ださい。（別紙参照） 

◎復路の例（新幹線の場合）※Ｐ４参照 
１８：０６ 一ノ関駅 出発（ＪＲ新幹線はやて112号） 
２０：２４ 東京駅 到着 
  
運賃：片道12,470円（乗車券7,140円 特別料金5,330円) 
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５．事前準備と持ち物 
  
  
 １ ボランティア保険への加入 
 ボランティア保険への加入が必須です。各自が事前に、自治体の
社会福祉協議会で「災害ボランティア保険（天災Ｂプラン）」 (東京都：
1000円） に加入するようにしてください。 
 
 ２ 大学への届出 
 参加に際し、学生は「ボランティア活動届」を所属部局の教務担当
へ提出してください。 
 なお、岩手県の対象地域 (三陸沿岸周辺地域及び遠野市) にてボ

ランティア活動を行う際に救援・復興支援室に提出をお願いしている
「立ち入りの届出様式」については、本件参加者は不要です。 
  
 ３ 持ち物 
【必需品】 着替え、洗面用具、入浴セット、タオル、 
ボランティア保険加入がわかるもの (加入カード又は加入証等) 、現
金 
【その他】 携帯電話 (充電器含)、時計、学生証、健康保険証、各自
必要な薬品、他 
※自分の持ち物は、責任を持って管理しましょう。 
  
 ４ 食事・入浴 
 原則として、食事・入浴の費用は各自で用意してください。活動日
の昼食は周辺のスーパーなどで事前に用意してください (参考資料：
関係機関・施設の連絡先、及び遠野市周辺MAP)。 
 遠野東大センター付近の三丸屋ではお弁当(500円)の注文が可能
です(前日までに)。 
お風呂については、遠野東大センターにシャワー設備が1つありま
す。または駅前に亀の湯 （390円） という銭湯があります。 
 

※ 本ボランティア活動については、大学が募集して派遣
することになりますが、基本的にはボランティアの理
念に沿って自己責任、自己完結を原則とします。 

※ 活動内容は、連携する「陸前高田市教育委員会及び
一般社団法人子どものエンパワメントいわて」に委ね
ることになりますので、担当の方及び遠野分室職員
からの連絡事項や指示に従ってください。勝手な行
動は活動の混乱を招きますのでご遠慮ください 

６．活動から帰ったら 
 １ ボランティア活動報告書 
 活動後、ボランティア活動報告書を必ずご提出ください (別紙参
照)。今後の本学の学習支援ボランティアの参考資料とさせていただ
きます。 
 
 ２ 写真 
 ボランティア支援班のデジタルカメラをお渡ししますので、活動の
様子を複数枚は撮影してください。活動中、デジタルカメラを放置せ
ずに大切に扱ってください。 
 ボランティア支援班で用意したデジタルカメラ以外で写真を撮影し
た場合は、差支えない範囲で写真を提供願えると幸いです。写真も
ボランティア活動報告書と同様に今後の参考資料とするほか、大学
の活動報告として本学ホームページ等に掲載することがありますの
でご了承ください。具体的な受け渡し方法は、後日連絡いたします。 
 
  ３ ボランティア活動支援金 
 東京～遠野、一ノ関～東京の交通費については、活動終了後に
「ボランティア活動支援金」を申請することにより、2万円を上限とす
る実費額が補助されます (別紙参照)。 
 申請のためには交通費の領収書等が必要になりますので、往路・
復路ともに紛失しないようにご注意ください。ただし、迂回などをした
場合は減額される可能性があります。 

７．注意事項等 
            活動するにあたっての心構え 
  
  
【全般】 
（１）ボランティア活動は自己責任・自己完結が原則です。 
事前に自分自身でも十分な情報収集・確認を行い、活動場所での
飲み物、食べ物・常備薬・適切な服装・保険等、必要な備えをして被
災地に入りましょう。 
  
（２）復旧や復興の主役は被災された方です。 
ボランティアはそれをサポートする存在であるという原則を忘れない
ように心がけましょう。 
  
（３）被災された方と話をする際は、相手と同じ目の高さに自分の姿
勢を合わせて、自然に接することを心がけましょう。 
  
（４）仲間内の話での笑い声が、被災された方の誤解を招くこともあり
ます。言動などへの気配りを忘れないようにしましょう。 
  
（５）写真やビデオ撮影をする場合は、被災された方や被災地の気
持ちを配慮して行うようにし、被災された方が特定できる写真は、そ
の方の了解を得てから撮影しましょう。 
  
（６）団体行動が原則となります。仲間とよく話し合い、一人で活動を
抱え込まないようにしましょう。また、単独での行動は避けましょう。 
  
（７）被災された方の立場をできるだけ理解し、自分の判断を押しつ
けるようなことは避けましょう。また、必要以上に自分の経験や考え
を振りかざすことは避けましょう。 
  
（８）ボランティア活動は、やってあげるのではありません。 
自分のやりたいことをやるのではなく、できることをやらせてもらうと
心得ましょう。 
  
 
  
【安全面】 
（９）活動するためには災害保険の加入が必須です。 
お住まいの地域の社会福祉協議会で加入できますので、事前に各
自で「災害ボランティア保険 (天災Bプラン)」 （東京都の場合は1000
円）に加入してください (参考資料参照)。 
  
（１０）自分の体調を見極めましょう。調子が悪い時は「活動しない」も
選択肢です。 
おかしいなと感じたら、活動をやめてリーダーに伝えましょう。 
  
  
【学習支援ボランティア】 
（１１）公の活動であるため、本学の学生として言動や行動に注意し
ましょう。 
  
（１２）今後の本学の学習支援ボランティアに生かすため、活動後に
ボランティア活動報告書を提出してください。 
  
（１３）学習をサポートすることと同時に、児童・生徒たちに友達と集
まる場所を提供するという意味もあります。1日という短期間ではあり
ますが、児童・生徒たちと一緒に過ごす時間を楽しみましょう。 
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地震発生時の注意事項 
  
（バス乗車時に地震が発生したら） 
（１）走行中に地震が発生した場合、運転手の判断により車を路肩に
停車させますが、運転手の指示に従って車内で待機してください。 
（２）地震が収まり、運転手の指示により車外へ待機する場合には、
バスの前方の路肩で待機してください。特に、高速道路では、むや
みに走行車線に出ると危険ですので、決して走行車線には出ないで
ください。 
  
（ボランティア活動中に地震が発生したら） 
（３）活動場所に到着したら、直ちに避難経路、避難場所の確認を
行ってください。 
（４）屋外で活動中に地震が発生したら、頭上の落下物の危険のな
い場所へ退避してください。 揺れが収まりましたら、地元の防災無線
による指示等に従ってください。 
（５）沿岸地域で活動中の場合には、揺れが収まりましたら地元指定
の高台の避難所へ退避してください。 避難経路や避難場所が不明

の場合には、最寄りの裏山やコンクリート製の高層建物（できれば４
階以上が望ましい）に避難してください。 
（６）体育館等の避難所で活動中に地震が発生したら、天井構築物
や照明器具等の落下に注意するとともに、避難所責任者の指示に
従ってください。 
（７）余震が想定される場合には、揺れが収まってから屋外に退避し
てください。 
（８）自身の安全確保と同時に、子供や高齢の避難者の誘導等にも
心がけてください。 

（遠野東大センターで地震が発生したら） 
（９）遠野東大センターに到着したら、直ちに避難経路、避難場所の
確認を行ってください。 
（１０）台所でコンロを使用中の場合には、直ちに火を止めてくださ
い。その際、やけどをすることのないよう、注意してください。 
（１１）万一、火災が発生してしまったら、直ちに備え付けの消火器
を使用して初期消火に努めてください。同時に、消防署（１１９番）
へ緊急連絡を行ってください。 
（１２）余震が想定されるようでしたら、揺れが収まった後、外へ退
避してください。 
（１３）遠野市の防災無線による指示がありましたら、落ち着いてそ
の指示に従ってください。 
  
東北地方では、今も余震が度々発生していますので、地震や津波
に十分注意して行動してください。 
 



（４）活動報告 

平成２４年１２月３日 
  

陸前高田市「学びの部屋」学習支援ボランティア（10～12月）の活動
報告 

  
 救援・復興支援室では、昨年度から引き続き、陸前高田市教育委
員会及び一般社団法人子どものエンパワメントいわてが主催する学
習支援事業「学びの部屋」に協力し、被災した中学校生徒等を対象
とした学習支援活動を実施している。今回は、平成２４年１０～１２月
の期間に全４班２２名の学生ボランティアを派遣した。    

  

  

  

米崎小学校での学習支援活動の様子 

【Ａ班】 参加学生：６名（学部学生３名、大学院学生３名） 
日程：平成２４年１０月２０日(土)～１０月２１日(日)  
宿泊場所：遠野東大センター 
活動場所：陸前高田市内の小・中学校の教室を利用 
 
（１日目）１０月２０日（土）移動日： 
      遠野東大センターに集合、ミーティング等 
（２日目）１０月２１日（日）活動９：００～１５：００  
中学生への個別学習サポート、学習支援員等との情報交換 
 
高田第一中学校（参加生徒１０名） 
米崎小学校（参加生徒２名） 
      ※ 活動終了後、ＪＲ一ノ関駅にて解散 
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【Ｂ班】 参加学生：６名（学部学生１名、大学院学生５名） 
日程：平成２４年１１月３日(土)～１１月４日(日)  
宿泊場所：遠野東大センター 
活動場所：陸前高田市内の小・中学校の教室を利用 
 
（１日目）１１月３日（土）移動日： 
     遠野東大センターに集合、ミーティング等 
（２日目）１１月４日（日）活動９：００～１５：００  
  中学生への個別学習サポート、学習支援員等との情報交換 
 
高田第一中学校（参加生徒６名） 
横田中学校（参加生徒１名） 
米崎小学校（参加生徒２名） 
      ※ 活動終了後、ＪＲ一ノ関駅にて解散 

高田第一中学校での学習支援活動の様子 

高田第一中学校での学習支援活動の様子 

米崎小学校での学習支援活動の様子 
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【第Ｃ班】 参加学生：６名（学部学生２名、大学院学生４名） 
日程：平成２４年１１月１７日(土)～１１月１８日(日)  
宿泊場所：遠野東大センター 
活動場所：陸前高田市内の小・中学校の教室を利用 
 
（１日目）１１月１７日（土）移動日： 
      遠野東大センターに集合、ミーティング等 
（２日目）１１月１８日（日）活動９：００～１５：００  
      中学生への個別学習サポート、情報交換 
 
高田第一中学校（参加生徒１０名） 
横田中学校（参加生徒０名） 
米崎小学校（参加生徒２名） 
      ※ 活動終了後、ＪＲ一ノ関駅にて解散 

【第Ｄ班】 参加学生：４名（学部学生２名、大学院学生２名） 
日程：平成２４年１２月１日(土)～１２月２日(日)  
宿泊場所：遠野東大センター 
活動場所：陸前高田市内の小・中学校の教室を利用 
 
（１日目）１２月１日（土）移動日： 
      遠野東大センターに集合、ミーティング等 
（２日目）１２月２日（日）活動９：００～１５：００  
      中学生への個別学習サポート、情報交換 
 
高田第一中学校（参加生徒７名） 
横田中学校（参加生徒０名） 
          米崎小学校（参加生徒２名） 
      ※ 活動終了後、ＪＲ一ノ関駅にて解散 

高田第一中学校での学習支援活動の様子 

横田中学校での学習支援活動の様子 



【年末年始学習支援ボランティア】 

（１）募集要項 

                         平成２４年１１月１５日  

学生の皆さんへ 

救援・復興支援室ボランティア支援班 

 

「学びの部屋」学習支援ボランティア（年末年始）の募集について 

 
 東京大学では、東日本大震災による災害からの復興・再生に向け
て、大学全体で支援活動の取り組みを進めているとともに、学生や
教職員が自主的・自発的な支援活動を展開しています。 
 このたび昨年からの活動に引き続き、岩手県陸前高田市教育委
員会及び一般社団法人子どものエンパワメントいわてが主催する学
習支援事業「学びの部屋」に協力し、被災児童・生徒を対象とした
学習支援活動等を行う、学生ボランティアを募集します。 
下記の内容をご覧いただき、積極的な応募をお願いします。 

（Ａ） 平成２４年 １２月２５日(火)～１２月２８日(金)  ＜３泊４日＞ 
（Ｂ） 平成２５年  １月 ５日(土)～ １月 ８日(火)  ＜３泊４日＞ 
（Ｃ） 平成２５年  １月 ８日(火)～ １月１１日(金)  ＜３泊４日＞ 
  ※各日程、１日目は移動日で、学習支援活動は３日間行う 

１ 活動期間 

各班６名程度。 

２ 募集人員 

３ 応募資格 

 本学の学生（保護者の承諾が必要）で、本学の支援活動の理
念等に賛同する者。 
※ 中学生に対して５教科（国語、社会、数学、理科、英語）の学

習支援が可能な学生。 
※ 本学の支援活動の理念、ボランティア活動の基本方針につ

いては、本学ホームページを参照ください。 
http://www.u-tokyo.ac.jp/public/recovery/vol__01_policy_j.html 

４ 活動場所・内容 

 岩手県陸前高田市内３箇所の小・中学校の教室を利用し、自習を
基本とする児童・生徒の学習をサポートする。 
 なお、具体的な活動内容は、「陸前高田市教育委員会及び一般社
団法人子どものエンパワメントいわて」に委ねていますので、原則とし
てその指示に従ってください。 
※ 市職員の学習支援員（専任講師）並びに岩手県立大学等の学

生ボランティアと共に、サポート活動をする。 

５ 宿泊場所 

 東京大学救援・復興支援室遠野センター（遠野東大センター） 
※ 寝具は、大学で用意しますので、参加者の負担はありません。 

東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班 
  （学生支援センター地下１階 学生支援課内） 
   E-mail volunteer-jimu@ml.adm.u-tokyo.ac.jp 
   FAX ０３－５８４１－２５１９ 
   TEL ０３－５８４１－２５２９（内線２２５２９） 
 

第１日目  
１６：００ 各自で遠野東大センター（宿泊場所）に集合 
     伝達事項、夕食、入浴、ミーティング等 
２２：００ 就寝 
第２～３日目 
 ６：３０  起床、朝食、清掃等 
 ７：３０  送迎車により遠野東大センターを出発 
９：００～１５：００ 学習支援活動（昼食持参） 
１６：３０  遠野東大センターへ 
      夕食、入浴、ミーティング等 
第４日目    
 ６：３０  起床、朝食、清掃等 
 ７：３０  送迎車により遠野東大センターを出発 
 ９：００～１５：００ 学習支援活動（昼食持参） 
１７：３０  送迎車によりＪＲ一ノ関駅に到着・解散 

６ 活動日程（内容は変更になる場合があります。） 

第１日目 東京～遠野市／ 各自、ＪＲあるいは長距離バス等を利用（現
地集合） 
第２・３日目 遠野市～陸前高田市／ 送迎車 
第４日目   遠野市～陸前高田市／ 送迎車 
      陸前高田市～ＪＲ一ノ関駅／ 送迎車（一ノ関駅解散） 
        ＪＲ一ノ関駅～ＪＲ東京駅／ 各自、ＪＲ等を利用 
※ 遠野市～陸前高田市～一ノ関の送迎車は、大学で用意しますので、

参加者の負担はありません。 
※ 東京～遠野、一ノ関～東京の交通費については、活動終了後に

「ボランテイア活動支援金」を請求することにより、２万円を上限とす
る実費額が補助されます。（詳細は本学ボランティア情報ＨＰをご覧
ください。 

 http://www.u-tokyo.ac.jp/public/recovery/vol_02_shienkin_j.html） 

７ 現地等への移動手段 

８ 生活環境 

・宿泊 遠野東大センター（小部屋又は大部屋）。 
     寝具は用意されています。 
・入浴 宿泊場所にユニットバスがありますが、 
     多人数に対応するには不便です。 
     遠野市内に銭湯（有料）があります。 
・食事 各自準備してください 
     （遠野市内にスーパー、食堂、コンビニ等あり）。 
     宿泊場所に給湯設備がありますが、料理はできません。 

９ 持ち物  

〈必需品〉着替え、洗面用具、入浴セット、タオル、ボランティア保険加
入が分かるもの（加入カード、加入証等）、現金（食事・飲み物、入浴、
交通費、他） 
〈その他〉携帯電話（充電器含）、時計、学生証、健康保険証、各自必
要な薬品、他 
※ 寝具、腕章、救急箱、トイレットペーパー・石鹸等の生活消耗品は、

大学で用意しています。 

１０ 注意事項等  

(1)  活動に当たっては、ボランティアの理念に沿って自己責任・自己
完結が原則となります。 
 (2)  ボランティア保険への加入が必須です。各自が事前に、住所地
の社会福祉協議会で「災害ボランティア保険（天災Ｂプラン）」に加入
するようにしてください。 
(3) 参加に際し、「ボランティア活動届」を所属部局の教務担当へ提出
してください。 
なお、三陸沿岸周辺地域及び遠野市においてボランティア活動を行う
際に提出することとなっている「立ち入りの届出様式」については、本
件参加者は不要です。 
※ 以上の他、ボランティア活動に伴う注意事項等は、本学ボランティ

ア情報ＨＰの「災害ボランティアＱ＆Ａ」を参照ください。
http://www.u-tokyo.ac.jp/public/recovery/vol_04_QA_j.html 

１１ 応募方法等  

 別紙の「ボランティア活動申込書」に必要事項を記入の上、締切日１
１月３０日（金）までに下記「東京大学救援・復興支援室ボランティア支
援班」あて、E-mail又はFAXによりお送りください。 
参加の可否及び活動の詳細の説明については、追って申込書記載の
連絡先あてに連絡します。なお、募集人員に達し次第、募集を終了い
たします。  

１２ お問い合わせ  
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（お知らせ） 

～ オリエンテーション次第 
   
日時 平成２４年１２月１０日（月）１７：００～１８：００ 
  
場所 学生支援センター3階  
    本部学生支援課ディスカッションルーム 
  
次第 17:00～17:30  ボランティア支援班 土井班員からの説明 
              「日程説明、連絡・注意事項等」 
 
    17:30～17:40  学習支援ボランティア参加者 経験談 
            総合文化研究科博士課程 １年  
                          若杉 誠さんより 
 
    17:40～    参加学生の顔合わせなど 
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（２）申込書・お知らせ・オリエンテーション 



２．活動期間 
A班 平成24年 12月25日(火) ～ 12月28日(金) <3泊4日> 
B班 平成25年  1月 5日(土) ～  1月 8 日(火)   <3泊4日> 
C班 平成25年  1月 8日(火) ～  1月11日(日)   <3泊4日> 

１．学習支援ボランティアの参加にあたって 
 
○学習支援ボランティアの活動について 
 「学びの部屋」は、「陸前高田市教育委員会」及び「一般社団法人
子どものエンパワメントいわて」が主催する事業で、東日本大震災
によって、学習環境を失った子どもたちが安心して過ごせる空間を
提供する場所です。今回の学習支援ボランティア活動は、その学び
の部屋において、自習を基本とする小・中学生の学習サポートをす
るというもので、市職員の学習支援員並びに岩手県立大学等の学
生ボランティアと共に活動していただきます。 
 活動に当たっては、ボランティアの理念に沿って自己責任・自己
完結が原則となります。また、活動内容については、陸前高田市教
育委員会及び一般社団法人子どものエンパワメントいわてに委ね
ています。  

３． 活動日程 
【１日目】東京から遠野市へ 
16:00頃 宿泊場所 (遠野東大センター) 集合 
      適宜、ミーティング等  
      夕食(各自用意) 
※ 必ず集合時間 (16:00) に遠野東大センターに集合してください。 
※ 宿泊場所である遠野東大センターの利用についての説明書が

置いてありますので、必ずお読みください。 
※ 特に施錠・火の用心についてはご注意ください。 
※ 翌日の朝食及び昼食を各自用意してください。(センターの近くに

三丸屋、遠野駅の近くにとぴあというスーパーがあります。コン
ビニは徒歩20分ほどです。) 

※ 入浴は、センター内の浴室を交代で使用してください。なお、遠
野駅の近くに「亀の湯：390円」という銭湯もあります。 

 
22:00 就寝 

（３）参加者のしおり（抜粋） 

 
  
  

「学びの部屋」 
学習支援ボランティア 

参加者のしおり 
  
  
  
  
 

平成２４年１２月１０日 
東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班 
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【２～３日目】陸前高田市「学びの部屋」において学習支援活動  
                             
 6:30 起床・朝食・片付け/帰り支度 
※ 現地 (遠野東大センター～陸前高田市活動場所～一ノ関駅) の

ボランティア活動にかかる移動手段 (送迎用車) は大学で手配し
ます。 

 7:30  送迎用車により遠野東大センターを出発  
※ 活動場所へは以下の物を持っていってください。 
 □救急バッグ □腕章 □デジカメ □昼食 □飲み物 
 8:45  陸前高田市「学びの部屋」活動場所に到着 
※ 送迎用バスの運転手に帰りの集合時間、集合場所を必ず確認し

てください。 
 9:00～ 学習支援活動に従事 (昼食: 各自用意) 
※ 活動内容については現地の学習支援員（陸前高田市職員）の指

示に従ってください。 
※ 活動中は東京大学の腕章（水色）をつけてください 
 （腕章の番号を確認します）。 
15:00 学習支援活動終了 
  
16:30 送迎用車により遠野東大センターへ帰着 
 夕食・入浴・ミーティング等 
22:00 就寝 

【４日目】陸前高田市「学びの部屋」において学習支援活動  
                            ～ 一ノ関から東京へ 
 6:30  起床・朝食・片付け/帰り支度 
※ 帰りは遠野東大センターには戻りませんので、朝の出発前に清

掃、ゴミの分別の再確認をしてください。 
 
 7:30  送迎用車により遠野東大センターを出発 (帰り荷物の積込) 
※ 帰りは一ノ関駅から東京へ帰るため、帰り支度をして車に乗り込

んでください。 
※ 活動場所へは以下の物を持っていってください。 
 □救急バッグ □腕章 □デジカメ □昼食 □飲み物 
 8:45 陸前高田市「学びの部屋」活動場所に到着 
※ 送迎用バスの運転手に帰りの集合時間、集合場所を必ず確認し

てください。 
 9:00～ 学習支援活動に従事 (昼食: 各自用意) 
※ 活動内容については現地の学習支援員（陸前高田市職員）の指

示に従ってください。 
※ 活動中は東京大学の腕章（水色）をつけてください 
 （腕章の番号を確認します）。 
15:00 学習支援活動終了 
    
17:30 送迎用車によりＪＲ一ノ関駅へ到着、解散 
※ 救急バッグ・腕章・デジカメ・名札ケース等は帰りの車の中に 

置いておいてください。 



７．注意事項等 
            活動するにあたっての心構え 
  
  
【全般】 
（１）ボランティア活動は自己責任・自己完結が原則です。 
事前に自分自身でも十分な情報収集・確認を行い、活動場所での
飲み物、食べ物・常備薬・適切な服装・保険等、必要な備えをして被
災地に入りましょう。 
  
（２）復旧や復興の主役は被災された方です。 
ボランティアはそれをサポートする存在であるという原則を忘れない
ように心がけましょう。 
  
（３）被災された方と話をする際は、相手と同じ目の高さに自分の姿
勢を合わせて、自然に接することを心がけましょう。 
  
（４）仲間内の話での笑い声が、被災された方の誤解を招くこともあり
ます。言動などへの気配りを忘れないようにしましょう。 
  
（５）写真やビデオ撮影をする場合は、被災された方や被災地の気
持ちを配慮して行うようにし、被災された方が特定できる写真は、そ
の方の了解を得てから撮影しましょう。 
  
（６）団体行動が原則となります。仲間とよく話し合い、一人で活動を
抱え込まないようにしましょう。また、単独での行動は避けましょう。 
  
（７）被災された方の立場をできるだけ理解し、自分の判断を押しつ
けるようなことは避けましょう。また、必要以上に自分の経験や考え
を振りかざすことは避けましょう。 
  
（８）ボランティア活動は、やってあげるのではありません。 
自分のやりたいことをやるのではなく、できることをやらせてもらうと
心得ましょう。 
  
 
  
【安全面】 
（９）活動するためには災害保険の加入が必須です。 
お住まいの地域の社会福祉協議会で加入できますので、事前に各
自で「災害ボランティア保険 (天災Bプラン)」 （東京都の場合は1000
円）に加入してください (参考資料参照)。 
  
（１０）自分の体調を見極めましょう。調子が悪い時は「活動しない」も
選択肢です。 
おかしいなと感じたら、活動をやめてリーダーに伝えましょう。 
  
  
【学習支援ボランティア】 
（１１）公の活動であるため、本学の学生として言動や行動に注意し
ましょう。 
  
（１２）学習をサポートすることと同時に、児童・生徒たちに友達と集
まる場所を提供するという意味もあります。レクリェーション企画等を
通じて生徒たちと一緒に過ごす時間を楽しみましょう。 
  
（１３）問題の正誤だけではなく、学習の方法についても注意し、自立
した学習の形成を促すようにしましょう。 
  
（１４）家庭での学習方法に配慮し、日頃の生活も含めた心のケアを
行うよう努めましょう。 
  
（１５）活動後は、今後の本学の学習支援ボランティアに活かすため、
ボランティア活動報告書を提出してください。 
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５．事前準備と持ち物 
  
  
 １ ボランティア保険への加入 
 ボランティア保険への加入が必須です。各自が事前に、自治体の
社会福祉協議会で「災害ボランティア保険（天災Ｂプラン）」 (東京都：
1000円） に加入するようにしてください。 
 
 ２ 大学への届出 
 参加に際し、学生は「ボランティア活動届」を所属部局の教務担当
へ提出してください。 
 なお、岩手県の対象地域 (三陸沿岸周辺地域及び遠野市) にてボ

ランティア活動を行う際に救援・復興支援室に提出をお願いしている
「立ち入りの届出様式」については、本件参加者は不要です。 
  
 ３ 持ち物 
【必需品】 着替え、洗面用具、入浴セット、タオル、 
ボランティア保険加入がわかるもの (加入カード又は加入証等) 、現
金 
【その他】 携帯電話 (充電器含)、時計、学生証、健康保険証、各自
必要な薬品、他 
※自分の持ち物は、責任を持って管理しましょう。 
  
 ４ 食事・入浴 
 原則として、食事・入浴の費用は各自で用意してください。活動日
の昼食は周辺のスーパーなどで事前に用意してください (参考資料：
関係機関・施設の連絡先、及び遠野市周辺MAP)。 
 遠野東大センター付近の三丸屋ではお弁当(500円)の注文が可能
です(前日までに)。 
お風呂については、遠野東大センターにシャワー設備が1つありま
す。または駅前に亀の湯 （390円） という銭湯があります。 
 

※ 本ボランティア活動については、大学が募集して派遣
することになりますが、基本的にはボランティアの理
念に沿って自己責任、自己完結を原則とします。 

※ 活動内容は、連携する「陸前高田市教育委員会及び
一般社団法人子どものエンパワメントいわて」に委ね
ることになりますので、担当の方及び遠野分室職員
からの連絡事項や指示に従ってください。勝手な行
動は活動の混乱を招きますのでご遠慮ください 

６．活動から帰ったら 
 １ ボランティア活動報告書 
  活動後、ボランティア活動報告書を必ずご提出ください (別紙参
照)。今後の本学の学習支援ボランティアの参考資料とさせていただ
きます。 
 
 ２ 写真 
 ボランティア支援班のデジタルカメラをお渡ししますので、活動の
様子を複数枚は撮影してください。活動中、デジタルカメラを放置せ
ずに大切に扱ってください。 
 ボランティア支援班で用意したデジタルカメラ以外で写真を撮影し
た場合は、差支えない範囲で写真を提供願えると幸いです。写真も
ボランティア活動報告書と同様に今後の参考資料とするほか、大学
の活動報告として本学ホームページ等に掲載することがありますの
でご了承ください。具体的な受け渡し方法は、後日連絡いたします。 
 
  ３ ボランティア活動支援金 
 東京～遠野、一ノ関～東京の交通費については、活動終了後に
「ボランティア活動支援金」を申請することにより、2万円を上限とす
る実費額が補助されます (別紙参照)。 
 申請のためには交通費の領収書等が必要になりますので、往路・
復路ともに紛失しないようにご注意ください。ただし、迂回などをした
場合は減額される可能性があります。 



Q-1. 急に参加できなくなった時は？ 
遅くとも、出発日の前日 (前日が土・日曜日・休日の場合はその前
の平日) の17時までにボランティア支援班事務局までご連絡くださ
い。 
また、出発当日に参加できなくなった場合は、至急下記の携帯電
話までご連絡ください。 
≪連絡先≫ 東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班事務
局 
(学生支援センター地下1階 学生支援課内) 
  
E-mail volunteer-jimu@ml.adm.u-tokyo.ac.jp 
直通電話  03-5841-2529 (平日9時～17時) 
携帯電話  080-2373-1881、1882 
携帯アドレス  volunteer1881@docomo.ne.jp 
       volunteer1882@docomo.ne.jp 
    
 Q-2. 急に帰京しなければならなくなった時は？ 
何らかの緊急の事情により、急に帰京しなければならなくなった
場合には、 
ボランティア支援班職員 (080-2373-1881) に連絡をしてからお帰り
ください。 
 
Q-3. 活動場所に忘れ物をした時は？ 
まずは、忘れ物をしないよう、各自注意してください。忘れ物をして
しまった場合には、 
遠野分室職員に相談してください。ひとりで取りに行くようなことは
しないでください。 
  
Q-4. 活動中に地震が発生した時は？ 
作業場所へ到着したら、まずは現地の避難経路及び避難場所を
確認してください。 
地震が発生したら、まずは家屋の倒壊、落下物等に注意し、身を
守ってください。 
揺れが収まってから、高台等の避難場所へ速やかに移動してくだ
さい。 
その際、決して単独行動はしないでください。 
  
Ｑ-5. 活動中に負傷した時の補償は？ 
天災Ｂプランに加入している方で支給要件を満たす場合は、 
社会福祉協議会のボランティア活動保険の補償が受けられます。 
 (例) 死亡保険金 2,000万円 
            後遺障害保険金 2,000万円 (限度額) 
            入院保険金日額 11,000円 
            通院保険金日額 6,370円 
  賠償責任保険金（対人・対物共通）  5億円（限度額） 
  

   

  

  

  

Ｑ-６：活動中、自分の持ち物が第三者に壊されてしまった場合に
補償は受けられますか？ 
ボランティア保険は、活動中に自分がけがなどをした場合や、第
三者の身体・財物に損害を与えた場合などに補償を受けられるも
のですが、自分の持ち物が破損等の損害を被った際には補償の
対象とはなりません。活動場所に持ち込むカメラ・携帯電話等の
持ち物については責任を持って管理してください。 
  
Ｑ-７. パソコンを持参しても使用できますか？ 
宿泊場所及び活動場所にはネットワーク環境が整備されていま
せんので、パソコンをお持ちいただいてもインターネットへの接続
は行えません。また、WiMAXやE-mobile等の無線モバイルイン

ターネット接続サービスに関しても、サービス提供エリア外の可能
性があるため、事前に各自で確認をお願いします。 
  
Ｑ-８. 負傷して入院することになった場合はどうなりますか？ 
ボランティア申込書に記載された緊急連絡先に連絡を取り、病院
の付き添いや迎えを 
お願いする予定です。それ以外にもその方が不在の場合も想定
して確実に連絡がとれる方のお名前と連絡を複数把握しておくよ
うにお願いします。 
  
Ｑ-９. 期間終了後に引き続き遠野市に滞在してボランティア活動
を行いたいのですが、一緒に帰京しなくてもよいですか？ 
土曜日の集合時間・場所から日曜日の解散場所まで団体行動を
守っていただければ、 
一緒に帰京しなくてもかまいません。 
  
Ｑ-１０. ボランティア活動中に困ったことが起きた場合はどうすれ
ば良いですか？ 
参加者で協議して対応してください。 
対応困難な場合は、ボランティア支援班事務局または遠野分室
へご相談ください。 
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８．こんな時はどうする（Q&A） 
［目次］ 
Q-1. 急に参加できなくなった時は？ 
Q-2. 急に帰京しなければならなくなった時は？ 
Q-3. 活動場所に忘れ物をした時は？ 
Q-4. 活動中に地震が発生した時は？  
Q-5. 活動中に負傷した時の補償は？ 
Q-6. 活動中、自分の持ち物が第三者に壊されてしまった場合に 
補償は受けられますか？ 
Q-7. パソコンを持参しても使用できますか？ 
Q-8. 負傷して入院することになった場合はどうなりますか？ 
Q-9. 期間終了後に引き続き現地に滞在してボランティア活動を
行いたいのですが、一緒に帰京しなくてもよいですか？ 
Q-10. ボランティア活動中に困ったことが起きた場合はどうすれ
ば良いですか？ 



（４）活動報告 

平成２５年１月１５日 
  

陸前高田市「学びの部屋」学習支援ボランティア 
（H24年末～H25年始）の活動報告 

  
 救援・復興支援室では、昨年度から引き続き、陸前高田市教育委
員会及び一般社団法人子どものエンパワメントいわてが主催する学
習支援事業「学びの部屋」に協力し、被災した中学校生徒等を対象
とした学習支援活動を実施している。今回は、平成２４年末～平成２
５年始の期間に全３班１７名の学生ボランティアを派遣した。    

  

  

  

横田中学校での学習支援活動の様子 

【Ａ班】 参加学生：５名（学部学生３名、大学院学生２名） 
日程：平成２４年１２月２５日(火)～１２月２８日(金)  
宿泊場所：遠野東大センター 
活動場所：陸前高田市内の小・中学校の教室を利用 
活動内容： 
中学生への個別学習サポート、学習支援員等との情報交換 
 
（１日目）１２月２５日（火）移動日： 
      遠野東大センターに集合、ミーティング等 
（２日目）１２月２６日（水）活動９：００～１５：００  
      高田第一中学校（参加生徒２５名） 
      広田中学校（参加生徒１２名） 
（３日目）１２月２７日（木）活動９：００～１５：００  
      高田第一中学校（参加生徒１４名）  
      横田中学校（参加生徒６名） 
（４日目）１２月２８日（金）活動９：００～１５：００  
  高田第一中学校（参加生徒１５名） 
広田中学校（参加生徒１０名） 
      ※ 活動終了後、ＪＲ一ノ関駅にて解散 
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【Ｂ班】 参加学生：６名（学部学生５名、大学院学生１名） 
日程：平成２５年１月５日(土)～１月８日(火)  
宿泊場所：遠野東大センター 
活動場所：陸前高田市内の小・中学校の教室を利用 
活動内容：中学生への個別学習サポート、情報交換 
 
（１日目）１月５日（土）移動日： 
      遠野東大センターに集合、ミーティング等 
（２日目）１月６日（日）活動９：００～１５：００  
      高田第一中学校（参加生徒６名） 
      米崎小学校（参加生徒１名） 
      広田中学校（参加生徒３名） 
（３日目）１月７日（月）活動９：００～１５：００  
      高田第一中学校（参加生徒２０名） 
（４日目）１月８日（火）活動９：００～１５：００  
      高田第一中学校（参加生徒１０名） 
      米崎小学校（参加生徒２名） 
      横田中学校（参加生徒４名） 
      ※ 活動終了後、ＪＲ一ノ関駅にて解散 

高田第一中学校での学習支援活動の様子 

広田小学校での学習支援活動の様子 

高田第一中学校での学習支援活動の様子 
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【Ｃ班】 参加学生：６名（学部学生１名、大学院学生５名） 
日程：平成２５年１月８日(火)～１月１１日(金)  
宿泊場所：遠野東大センター 
活動場所：陸前高田市内の小・中学校の教室を利用 
活動内容：中学生への個別学習サポート、情報交換 
 
（１日目）１月 ８日（火）移動日： 
      遠野東大センターに集合、ミーティング等 
（２日目）１月 ９日（水）活動９：００～１５：００  
      高田第一中学校（参加生徒１３名） 
      広田中学校（参加生徒９名） 
（３日目）１月１０日（木）活動９：００～１５：００  
      高田第一中学校（参加生徒１２名） 
      米崎小学校（参加生徒４名） 
      横田中学校（参加生徒１６名） 
（４日目）１月１１日（金）活動９：００～１５：００  
      高田第一中学校（参加生徒２０名） 
      広田中学校（参加生徒９名） 
      ※ 活動終了後、ＪＲ一ノ関駅にて解散 

広田小学校での学習支援活動の様子 

高田第一中学校での学習支援活動の様子 

広田小学校での学習支援活動の様子 



【２～３月学習支援ボランティア】 

（１）募集要項 
                         平成２４年１２月２７日 

    学生の皆さんへ 

救援・復興支援室ボランティア支援班 

「学びの部屋」学習支援ボランティア（２～３月）の募集について 

 東京大学では、東日本大震災による災害からの復興・再生に向け
て、大学全体で支援活動の取り組みを進めているとともに、学生や
教職員が自主的・自発的な支援活動を展開しています。 
 このたび昨年からの活動に引き続き、岩手県陸前高田市教育委
員会及び一般社団法人子どものエンパワメントいわてが主催する学
習支援事業「学びの部屋」に協力し、被災児童生徒を対象とした学
習支援活動等を行う、学生ボランティアを募集します。 
 下記の内容をご覧いただき、積極的な応募をお願いします。 

（Ａ） 平成２５年 ２月１２日(火)～ ２月１５日(金)  ＜３泊４日＞ 
（Ｂ） 平成２５年 ２月１９日(火)～ ２月２２日(金)  ＜３泊４日＞ 
（Ｃ） 平成２５年 ２月２６日(火)～ ３月 １日(金)  ＜３泊４日＞ 
※ 各日程とも、学習支援活動は３日間で、最終日は移動日。 
※ 活動時間は、各日１８：３０～２０：３０。（現地での都合により活

動時間帯や内容が変更になる場合もあります。） 

１ 活動期間 

各班８名程度。 
２ 募集人員 

３ 応募資格 

 本学の学生（保護者の承諾が必要）で、本学の支援活動の理
念等に賛同する者。 
※ 中学生に対して５教科（国語、社会、数学、理科、英語）の学

習支援が可能な学生。 
※ 本学の支援活動の理念、ボランティア活動の基本方針につ

いては、本学ホームページを参照ください。 
http://www.u-tokyo.ac.jp/public/recovery/vol__01_policy_j.html 

４ 活動場所・内容 

 岩手県陸前高田市内の小・中学校の教室を利用し、自習を基本と
する児童生徒の学習をサポートする。 
 なお、活動内容は「陸前高田市教育委員会及び一般社団法人子
どものエンパワメントいわて」に委ねていますが、具体的内容の一部
を任される場合があります。 
※ 市職員の学習支援員等と協力し、学習サポート活動をする。 
※ 活動時間中に、生徒と交流ができるようなレクリエーション等の時

間を含みます。 

５ 宿泊場所 

 東京大学救援・復興支援室遠野センター（遠野東大センター） 
※ 寝具は、大学で用意しますので、参加者の負担はありません。 

東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班 
  （学生支援センター地下１階 学生支援課内） 
   E-mail volunteer-jimu@ml.adm.u-tokyo.ac.jp 
   FAX ０３－５８４１－２５１９ 
   TEL ０３－５８４１－２５２９（内線２２５２９） 
 

第１日目  
１３：３０ 各自で遠野東大センター（宿泊場所）に集合 
     伝達事項、ミーティング、食事準備等 
１７：００ 送迎車により遠野東大センターを出発 
１８：３０～２０：３０ 学習支援活動 
２２：００ 遠野東大センターへ 
      入浴、ミーティング等 
２３：００  就寝 
第２～３日目  
７：００  起床、清掃等 
     活動準備、ミーティング、食事準備等 
１７：００  送迎車により遠野東大センターを出発 
１８：３０～２０：３０ 学習支援活動 
２２：００  遠野東大センターへ 
      入浴、ミーティング等 
２３：００  就寝 
第４日目  
７：００ 起床、清掃等 
 現地にて解散（移動日） 

６ 活動日程（内容は変更になる場合があります。） 

第１日目   東京～遠野市／ 各自、ＪＲあるいは長距離バス等を利用 
         （現地集合） 
         遠野市～陸前高田市／ 送迎車 
第２・３日目 遠野市～陸前高田市／ 送迎車 
第４日目   遠野市～東京／ 各自、ＪＲ等を利用 
※ 遠野市～陸前高田市の送迎車は、大学で用意しますので、参加者

の負担はありません。 
※ 東京～遠野市の交通費については、活動終了後に「ボランテイア活

動支援金」を請求することにより、２万円を上限とする実費額が補助
されます。（詳細は本学ボランティア情報ＨＰをご覧ください。
http://www.u-tokyo.ac.jp/public/recovery/vol_02_shienkin_j.html） 

７ 現地等への移動手段 

８ 生活環境 

・宿泊 遠野東大センター（小部屋又は大部屋）。 
     寝具は用意されています。 
・入浴 宿泊場所にユニットバスがありますが、 
     多人数に対応するには不便です。 
     遠野市内に銭湯（有料）があります。 
・食事 各自準備してください 
     （遠野市内にスーパー、食堂、コンビニ等あり）。 
     特に、夕食の時間・場所は、各自で工夫してください。 
     宿泊場所に給湯設備がありますが、料理はできません。 

９ 持ち物  

〈必需品〉着替え、洗面用具、入浴セット、タオル、ボランティア保険加
入が分かるもの（加入カード、加入証等）、現金（食事・飲み物、入浴、
交通費、他） 
〈その他〉携帯電話（充電器含）、時計、学生証、健康保険証、各自必
要な薬品、他 
※ 寝具、腕章、救急箱、トイレットペーパー・石鹸等の生活消耗品は、

大学で用意しています。 

１０ 注意事項等  

(1)  活動に当たっては、ボランティアの理念に沿って自己責任・自己
完結が原則となります。 
(2)  ボランティア保険への加入が必須です。各自が事前に、住所地
の社会福祉協議会で「災害ボランティア保険（天災Ｂプラン）」に加入
するようにしてください。 
(3) 参加に際し、「ボランティア活動届」を所属部局の教務担当へ提出
してください。 
なお、三陸沿岸周辺地域及び遠野市においてボランティア活動を行う
際に提出することとなっている「立ち入りの届出様式」については、本
件参加者は不要です。 
※ 以上の他、ボランティア活動に伴う注意事項等は、本学ボランティ

ア情報ＨＰの「災害ボランティアＱ＆Ａ」を参照ください。
http://www.u-tokyo.ac.jp/public/recovery/vol_04_QA_j.html 

１１ 応募方法等  

 別紙の「ボランティア活動申込書」に必要事項を記入の上、締切日１
月２１日（月）までに下記「東京大学救援・復興支援室ボランティア支援
班」あて、E-mail又はFAXによりお送りください。 
 参加の可否及び活動の詳細の説明については、追って申込書記載
の連絡先あてに連絡します。なお、募集人員に達し次第、募集を終了
します。  

１２ お問い合わせ  
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（お知らせ） 

～オリエンテーション次第 
  
  
日時 平成２５年１月３１日（木）１８：００～１９：００（予定） 
  
場所 学生支援センター3階  
    本部学生支援課ディスカッションルーム 
  
次第 18:00～18:30  ボランティア支援班 土井班員からの説明 
              「日程説明、連絡・注意事項等」 
    18:40～18:45   学習支援ボランティア参加者 経験談 
              工学部建築学科 ４年 福田 佳彰さんより 
    
    18:45～    参加学生の顔合わせなど 

42 

（２）申込書・お知らせ・オリエンテーション次第 



２．活動期間 
A班 平成25年  2月12日(火) ～ 2月15日(金) <3泊4日> 
B班 平成25年  2月19日(火) ～ 2月22日(金)   <3泊4日> 
C班 平成25年  2月26日(火) ～ 3月 1日(金)   <3泊4日> 

１．学習支援ボランティアの参加にあたって 
 
○学習支援ボランティアの活動について 
 「学びの部屋」は、「陸前高田市教育委員会」及び「一般社団法人
子どものエンパワメントいわて」が主催する事業で、東日本大震災
によって、学習環境を失った子どもたちが安心して過ごせる空間を
提供する場所です。今回の学習支援ボランティア活動は、その学び
の部屋において、自習を基本とする小・中学生の学習サポートをす
るというもので、市職員の学習支援員並びに岩手県立大学等の学
生ボランティアと共に活動していただきます。 
 活動に当たっては、ボランティアの理念に沿って自己責任・自己
完結が原則となります。また、活動内容については、陸前高田市教
育委員会及び一般社団法人子どものエンパワメントいわてに委ね
ています。  

３． 活動日程 
【１日目】 
○東京から遠野へ ○初日オリエンテーション ○学習支援活動 
※ 各自で行きの電車内または到着後に昼食をとってください。 
 
13:00頃 宿泊場所 (遠野東大センター) 集合 
      適宜、ミーティング等  
※ 必ず集合時間 (13:00) に遠野東大センターに集合してください。 
※ 宿泊場所である遠野東大センターの利用について、職員から説

明いたします。なお、利用についての説明書も置いてありますの
で、併せてお読みください。 

※ 特に施錠・火の用心についてはご注意ください。 
※ 翌日の朝食及び昼食を各自用意してください。 
 (センターの近くに三丸屋、遠野駅の近くにとぴあというスーパー

があります。コンビニは徒歩20分ほどです。) 
 

14:30  送迎用車により遠野東大センターを出発 
※ 現地 (遠野東大センター～陸前高田市内活動場所) のボランティ

ア活動にかかる移動手段 (送迎用車) は大学で手配します。 
※ 活動場所へは以下の物を持っていってください。 
 □救急バッグ □腕章 □デジカメ □飲み物 □名札ケース 
 
15:45  陸前高田市「陸前高田まちづくり協働センター」に到着 
※ 「陸前高田まちづくり協働センター」とは、復興に向けて、地域の

活性化・より良い町づくりのための支援活動（地域の情報収集・
発信、講座の開催など）を行っているセンターです。詳しくはセン
ターのHP （http://rtmachikyodo.jimdo.com/）などをご覧ください。 

  
16:00～ 初日オリエンテーション（１時間程度を予定）に参加 
      終了後、夕食 
※ 一般社団法人「子どものエンパワメントいわて」の担当者から 

オリエンテーションがあります。当日は他大学の学生も参加する
予定です。 

※ 夕食は会場近くの「高田大隅つどいの丘商店街」でとる予定です。
この商店街は１４の店舗・事務局の入居する市内最大の仮設商
店街で、「まちづくり協働センター」もそのうちの１つです。巻末に
店舗の紹介を含むマップがありますので参考にしてください。 

        
     送迎用車により各活動場所へ移動 
  
18:30  「学びの部屋」活動場所に到着、活動開始 
※ 送迎用バスの運転手に帰りの集合時間、集合場所を必ず確認

してください。 
  
20:30  学習支援活動終了 
  
22:00  送迎用車により遠野東大センターへ帰着 
      入浴・ミーティング等 
※ 入浴は、センター内のユニットバスを交代で使用してください。 
  
23:00  就寝 
  

（３）参加者のしおり（抜粋） 

 
  
  

「学びの部屋」 
学習支援ボランティア 

参加者のしおり 
  
  
  
  
  
 

平成25年1月31日 
東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班 
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※ 本ボランティア活動については、大学が募集して派遣することになりま
すが、基本的にはボランティアの理念に沿って自己責任、自己完結を
原則とします。 

※ 活動内容は、連携する「陸前高田市教育委員会」及び「一般社団法人
子どものエンパワメントいわて」に委ねることになりますので、担当の
方及び遠野分室職員からの連絡事項や指示に従ってください。勝手
な行動は活動の混乱を招きますのでご遠慮ください。 

※ 一般社団法人「子どものエンパワメントいわて」については、HP
（http://www.epatch.jp/）や、巻末の「学びの部屋新聞」等を参照くださ
い。 

http://rtmachikyodo.jimdo.com/�
http://www.epatch.jp/�
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６．活動から帰ったら 
 １ ボランティア活動報告書 
 活動後、ボランティア活動報告書を必ずご提出ください (別紙参
照)。今後の本学の学習支援ボランティアの参考資料とさせていただ
きます。 
 
 ２ 写真 
 ボランティア支援班のデジタルカメラをお渡ししますので、活動の
様子を複数枚は撮影してください。活動中、デジタルカメラを放置せ
ずに大切に扱ってください。 
 ボランティア支援班で用意したデジタルカメラ以外で写真を撮影し
た場合は、差支えない範囲で写真を提供願えると幸いです。写真も
ボランティア活動報告書と同様に今後の参考資料とするほか、大学
の活動報告として本学ホームページ等に掲載することがありますの
でご了承ください。具体的な受け渡し方法は、後日連絡いたします。 
 
  ３ ボランティア活動支援金 
  東京～遠野の交通費については、活動終了後に「ボランティア活
動支援金」を申請することにより、2万円を上限とする実費額が補助
されます (別紙参照)。 
申請のためには交通費の領収書等が必要になりますので、往路・復
路ともに紛失しないようにご注意ください。ただし、迂回や本活動以
外の目的による寄り道などをした場合は減額される可能性がありま
す。 
  

【２～３日目】○振り返り・情報交換会 ○学習支援活動 
  
8:00  起床・朝食 
     活動のための準備、買い出し等 
※ 午後からはずっと活動なので、食事などの買い出しは午前中に

すませましょう。 
     
     適宜昼食 
  
12:30  送迎用車により遠野東大センターを出発 
  
13:45  陸前高田市「陸前高田まちづくり協働センター」に到着 
  
14:00  振り返り・情報交換会（２時間程度を予定）に参加 
     終了後、休憩・夕食 
※ 振り返り・情報交換会では一般社団法人「子どものエンパワメント

いわて」の担当者の指示に従ってください。 
※ 夕食は会場近くの「高田大隅つどいの丘商店街」でとる予定です。 
  
18:00  送迎用車により移動 
  
18:30  陸前高田市「学びの部屋」活動場所に到着 
     学習支援活動に従事 
  
20:30  学習支援活動終了 
  
22:00  送迎用車により遠野東大センターへ帰着 
     入浴・ミーティング等 
  
23:00  就寝 

【４日目】 ○遠野から東京へ 
  
 8:00  起床・朝食・片付け/帰り支度 
※ 朝の出発前に清掃、ゴミの分別の再確認をしてください。 
※ 救急バッグ・腕章・デジカメ・名札ケース等がそろっているか確認

してください。 
    適宜解散 
  



（４）活動報告 

平成２５年３月４日 
  

陸前高田市「学びの部屋」学習支援ボランティア 
（平成25年２～３月）の活動報告 

  
 救援・復興支援室では、昨年度から引き続き、陸前高田市教育委
員会及び一般社団法人子どものエンパワメントいわてが主催する学
習支援事業「学びの部屋」に協力し、被災した中学校生徒等を対象
とした学習支援活動を実施している。 
 今回は、平成２５年２～３月の期間に、１回当たり３泊４日の日程で
他大学の学生と共同で行う学習支援事業（スリーデイズプログラム）
に対し、全３班２３名の学生ボランティアを派遣した。 

   

  

  

  

【Ａ班】 参加学生：８名（学部学生４名、大学院学生４名） 
日程：平成２５年２月１２日(火)～２月１５日(金)  
宿泊場所： 遠野東大センター 
活動場所： 陸前高田市内の小・中学校の教室を利用 
活動内容： 中学生への個別学習サポート、 
 学習支援員等との情報交換 
※ 各日の活動前に、市内「陸前高田まちづくり協働センター」に

おいて情報交換会。 
（１日目）２月１２日（火）活動１８：３０～２０：３０ 
 高田第一中学校（参加生徒２３名） 
 米崎小学校（参加生徒１８名） 
（２日目）２月１３日（水）活動 １８：３０～２０：３０ 
  高田第一中学校（参加生徒２５名） 
 米崎小学校（参加生徒４名） 
（３日目）２月１４日（木）活動１８：３０～２０：３０  
  高田第一中学校（参加生徒３３名） 
 米崎小学校（参加生徒１０名） 
（４日目）２月１５日（金）移動日（活動なし）  
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【Ｂ班】 参加学生：８名（学部学生７名、大学院学生１名） 
日程：平成２５年２月１９日(火)～２月２２日(金)  
宿泊場所： 遠野東大センター 
活動場所： 陸前高田市内の小・中学校の教室を利用 
活動内容： 中学生への個別学習サポート、 
 学習支援員等との情報交換 
※ 各日の活動前に、市内「陸前高田まちづくり協働センター」にお

いて情報交換会。 
（１日目）２月１９日（火）活動１８：３０～２０：３０ 
   高田第一中学校（参加生徒３６名） 
   米崎小学校（参加生徒１０名） 
（２日目）２月２０日（水）活動 １８：３０～２０：３０ 
   高田第一中学校（参加生徒２５名） 
 米崎小学校（参加生徒３名） 
（３日目）２月２１日（木）活動１８：３０～２０：３０  
   高田第一中学校（参加生徒２５名） 
 米崎小学校（参加生徒１１名） 
（４日目）２月２２日（金）移動日（活動なし）  



46 

【Ｃ班】 参加学生：７名（学部学生６名、大学院学生２名） 
日程：平成２５年２月２６日(火)～３月１日(金)  
宿泊場所： 遠野東大センター 
活動場所： 陸前高田市内の小・中学校の教室を利用 
活動内容： 中学生への個別学習サポート、 
 学習支援員等との情報交換 
※ 各日の活動前に、市内「陸前高田まちづくり協働センター」にお

いて情報交換会。 
（１日目）２月２６日（火）活動１８：３０～２０：３０ 
   高田第一中学校（参加生徒11名） 
   米崎小学校（参加生徒 名） 
（２日目）２月２７日（水）活動 １８：３０～２０：３０ 
   高田第一中学校（参加生徒4名） 
 米崎小学校（参加生徒 名） 
（３日目）２月２８日（木）活動１８：３０～２０：３０  
   高田第一中学校（参加生徒8名） 
 米崎小学校（参加生徒 名） 
（４日目）３月 １日（金）移動日（活動なし） 
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○学習支援の面からも、今後長期間にわたる被災生徒の学力低
下が懸念されるとのことなので、精神的サポートも含めた、数年単
位での活動が必要だと思われる。 (大学院修士課程1年生) 
  
○１日（実質の活動は3時間に満たない）では現地の雰囲気はつ
かむことはできても、具体的に何か活動ができる、というわけでは
ないと感じました。長期休暇などにもっと長い期間まとまった支援
ができればよりよい形になるのではないかと思います。(学部2年
生) 
  
○勉強の合間に話をしたときに、自分の夢を語ってくれた生徒が
印象的です。ただ勉強を教えに行っただけでなく、このように生徒
と普通の交流ができたことが私にとって大きな収穫であったと思っ
ています。今後も継続して活動していくことを生徒も欲していると
感じました。(学部4年生) 
  
○学習面はもちろんのこと、大学生活の話とか、自分の研究の話
とか、中学生が今後の進路を考えることの一助となれるような話が
できたらよりよいように感じました。「学習相談会」だと構えてしまう
生徒さんも、「大学生との交流会」という名前なら気軽に来てくれる
のではと思います。今回は自分があまり役立てなかった印象を
持ったのですが、ボランティアを押し付けるのではなく、単にそこ
でじっと待ってボランティアをしてほしい人のことを待つこともまた
ボランティアだということを教えていただいて、目から鱗が落ちる
思いでした。(学部4年生) 
  
○中学生らしい素朴な質問も投げかけられて、こちらも勉強に
なった。具体的には算数と数学のギャップだ。実学に沿った数字
の扱いが算数である。数学ではそこに負の概念や方程式を持ち
込むことにより、「数学」の土俵だけで問題を解決していくようにな
る。担当した中学生はそのような疑問を持っていた。そんな生徒
に対して、常駐のボランティアの方が鶴亀算と方程式の例を使っ
てわかりやすく説明していたことに感銘を受けた。このように、意
識の高い生徒が多かったので、教える方も教え甲斐があった。こ
の地域の実情は高校全入のようだが、それでも高めに目標を設
定して教育している点が素晴らしかった。(大学院修士課程1年
生) 
  
○東大生に勉強の方法を聞いたり、大学生活や授業について聞
いたりする機会にしてもよいかなと思います。様々なバックグラウ
ンドの理系学生などは東大の強みかなとも思います。長期的なつ
ながりや、参加した学生がまた参加して再び指導・交流できる機
会にできるとより良くなるのではないかと思いました。(大学院修士
課程1年生) 
  
○「問題を解ける」という自信を持たすなどして、1つの問題に時
間をかけて考えることができるようになるとのびていくのではない
かと思いました。(大学院修士課程2年生) 
  
○中三の学生が多かったです。独学で勉強できるので、勉強を
教えることはあまりなく、将来の夢などについて話し合いました。
一人の中三の男子は、薬剤師になりたくて、東北大学薬学部を目
指しているそうです。中三の頃でも、それほどはっきりした夢を
持っていて驚きました。中国語も少し教えました。集まった生徒た
ちは自分の名前の中国語の発音に興味があるらしく、楽しんでも
らえたようです。(大学院修士課程1年、留学生) 
  

【ボランティア参加者の活動報告（抜粋）】 

○冬の遠野は非常に寒いです。風邪を引いてしまっては、ボラン
ティアに来た意味がなくなってしまうので、防寒対策には十分気
をつけたいところ。また近くのスーパーは夜９時に閉まってしまい
ますし、食料の調達などにも気をつけた方がいいかなと思いまし
た。(大学院博士課程2年生) 
  
○学習支援ボランティアの後、送迎の方が陸前高田市や気仙沼
市の津波被害の傷跡を回ってくださいました。テレビなどで被災
地の様子はたくさん見てきたはずでしたが、実際に目にすると想
像していたよりはるかにすさまじいもので、背筋が寒くなる思いで
した。テレビと違い、ここに現実として起こったことなのだと実感し
ました。年内にすべての建物が処理されてしまう前に、その現実
を見させていただき、よい経験になりました。(学部3年生) 
  
○子どもは多かれ少なかれ学習内容について疑問を抱えている
はずで、個別の相談はぜひとも必要です。生徒が質問しないとき
でも、他の子どもや忙しい指導員を気遣って質問をしないだけと
いうことが多々あります。被災地では継続的に人手を増やしていく
ことが必要だと感じました。(大学院博士課程2年生) 
  
○現地の支援員の方によれば、支援が受験指導に偏りがちなの
が気がかりとのことで、天体観測など学問への興味を促すような
企画もあればと思います。生徒さんたちも長い仮設住宅暮らしで
運動不足や不規則な生活になっており、非常に気になりました。
(学部4年生) 
  
○ノートの取り方や答え合わせのやり方など私たちが暗黙知的に
抱いている知識は意外と一人では気づけない。継続した学びの
ためにも”勉強の仕方”を教えることが重要であろう。(学部3年生) 
  
○東大生が定期的に被災地を訪れるということは、学習支援を行
うとともに、東大が被災地を長期的にバックアップしたいという意
思を示すという意味もあると思いましたので、長期的に継続してい
くことが重要だと思いました。(大学院修士課程2年生) 
 
○中３受験生を中心に学習支援活動を行った。最初は緊張して
いる様子で生徒からあまり質問をしてくることはほとんどなかった
が日を重ねるにつれてお互い打ち解け合い、生徒の方から質問
も数多く出るようになった。内容としては生徒が持参の高校入試
対策問題集を解いていき、分からない問題を解説していった。答
えをすぐ見てしまう癖があったので数学などではヒントを少しずつ
だしてなるべく自分で考えさせるように努めた。（学部4年生） 
 
○今回は「スリーデイズ・プログラム」としてこれまでの単発的な大
学生の参加ではなく、３日間にわたって、しかもほぼマンツーマン
に近い人数規模で学習サポートしたため、これ以前の「学びの部
屋」の参加者に聞いていた内容よりも生徒との関係が密となり、生
徒側、学生双方にとって良い効果をもたらしたように思う。（修士
課程1年） 
 
 



【６～７月学習支援ボランティア】 

（１）募集要項 

                         平成２４年５月２１日 

 学生の皆さんへ 

救援・復興支援室ボランティア支援班 

 

福島県相馬市学習支援ボランティア（６～７月）の募集について 

 

 本学は、社会的公共性を有する総合大学として、東日本大震災
被災地の救援・復興支援に当たることは責務であるとの認識のもと
に、様々な支援活動の取組みを進めています。 
 このたびそれらの一環として、福島県相馬市及び相馬市教育委員
会からの要請により、相馬市の応急仮設住宅に入居している小中
学生を対象として、学習支援活動を行う学生ボランティアを募集しま
す。 
 下記の内容をご覧いただき、積極的な応募をお願いします。 
  

（Ａ） 平成２４年６月１６日（土）～６月１７日（日） 
（Ｂ） 平成２４年６月３０日（土）～７月 １日（日） 
（Ｃ） 平成２４年７月 ７日（土）～７月 ８日（日） 
（Ｄ） 平成２４年７月２１日（土）～７月２２日（日） 
  
各日の活動時間： 
 土曜日１５：００～１９：００（間に適宜の休憩を含む。） 
 日曜日１０：００～１２：００ 

１ 活動期間 

各班６名。 

２ 募集人員 

３ 応募資格 

 本学の学生（保護者の承諾が必要）で、本学の支援活動の理念等
に賛同する者。 
※ 本学の支援活動の理念、ボランティア活動の基本方針について

は、本学ホームページを参照ください。 
http://www.u-tokyo.ac.jp/public/recovery/vol__01_policy_j.html 

４ 活動場所・内容 

 福島県相馬市内の応急仮設住宅の集会所を利用し、自習を基本
とする小中学生の学習支援を行う。 
 なお、具体的な活動内容は、相馬市教育委員会等と協議して決定
する。 

５ 宿泊場所 

 相馬市内の賃貸アパート 
※ 相馬市が用意する宿泊施設で、原則参加者の負担はありません。 

東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班 
  （学生支援センター地下１階 学生支援課内） 
   E-mail volunteer-jimu@ml.adm.u-tokyo.ac.jp 
   FAX  ０３－５８４１－２５１９ 
   TEL  ０３－５８４１－２５２９（内線２２５２９） 
 

東京～ＪＲ福島駅： 各自、ＪＲ等を利用（ＪＲ福島駅集合・解散） 
ＪＲ福島駅～相馬市内： 定期バス（福島交通）により移動 
相馬市内の移動（宿泊場所～活動場所）： タクシーを利用 
※ ＪＲ福島駅～相馬市内及び相馬市内の移動費用は、相馬市が負

担します。 
※ 東京～ＪＲ福島駅の交通費については、活動終了後に「ボランテ

イア活動支援金」を請求することにより、２万円を上限とする実費
額が大学から補助されます。（詳細は本学ボランティア情報ＨＰを
ご覧ください。 

http://www.u-tokyo.ac.jp/public/recovery/vol_02_shienkin_j.html） 

６ 現地等への移動手段 

７ 生活環境 

• 宿泊 相馬市が用意する宿泊場所（寝具等あり）に宿泊します。 
• 入浴 宿泊場所に設備があります。 
• 食事 食事代を相馬市が負担。近隣に食堂、コンビニ等があります。 

８ 持ち物  

〈必需品〉着替え、洗面用具、入浴用品、タオル、ボランティア保険加入
が分かるもの（加入カード、加入証等）、現金（食事・飲み物、交通費、
他） 
〈その他〉携帯電話（充電器含）、時計、学生証、健康保険証、各自必要
な薬品、他 
※ 腕章、名札ケースを、大学で用意します。 

９ 注意事項等  

(1)  活動に当たっては、ボランティアの理念に沿って自己責任・自己
完結が原則となります。 
(2)  ボランティア保険への加入が必須です。各自が事前に、住所地
の社会福祉協議会で「災害ボランティア保険（天災Ｂプラン）」に加入
するようにしてください。 
(3) 参加に際し、「ボランティア活動届」を所属部局の教務担当へ提出
してください。 
なお、三陸沿岸周辺地域及び遠野市においてボランティア活動を行う
際に提出することとなっている「立ち入りの届出様式」については、本
件参加者は不要です。 
※ 以上の他、ボランティア活動に伴う注意事項等は、本学ボランティ
ア情報ＨＰの「災害ボランティアＱ＆Ａ」を参照ください。http://www.u-
tokyo.ac.jp/public/recovery/vol_04_QA_j.html 

１０ 応募方法等  

 別紙の「ボランティア活動申込書」に必要事項を記入の上、締切【６
月４日（月）】までに、下記「東京大学救援・復興支援室ボランティア支
援班」あて、E-mail添付又はFAXによりお送りください。参加の可否・方
法及び活動の詳細等については、追って申込書記載の連絡先あてに
連絡します。 
 なお、募集人員に達した時点で募集を終了しますので、ご承知置き
ください。 

１１ お問い合わせ  

48 

３、福島県相馬市「寺子屋事業」 
学習支援ボランティアの派遣 

平成２４年６月～７月、９月～１０月、１１月～１２月、平成２５年
１月～３月にかけて、学生による学習支援ボランティアを、福
島県相馬市の応急仮設住宅へ派遣しました。 



（お知らせ） 

～オリエンテーション次第 
  
  
日時 平成２４年６月８日（金）１６：００～１７：００ 
  
場所 学生支援センター3階  
    本部学生支援課ディスカッションルーム 
  
次第  
  
  16:00～16:30  ボランティア支援班 市村桃子班員からの説明 
            「日程説明、連絡・注意事項等」 
  
  16:30～    参加学生の顔合わせなど 
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（２）申込書・お知らせ・オリエンテーション 



２．活動期間 
（Ａ） 平成２４年６月１６日（土）～６月１７日（日） 
（Ｂ） 平成２４年６月３０日（土）～７月 １日（日） 
（Ｃ） 平成２４年７月 ７日（土）～７月 ８日（日） 
（Ｄ） 平成２４年７月２１日（土）～７月２２日（日） 
各日の活動時間： 
      土曜日１５：００～１９：００（間に適宜の休憩を含む。） 
      日曜日１０：００～１２：００ 
  

１．学習支援ボランティアの参加にあたって 
 
 「福島県相馬市の学習支援」は、福島県相馬市及び相馬市教育
委員会からの要請により、相馬市の応急仮設住宅に入居している
小・中学生を対象として、学習サポートを行うものです。 
子どもたちからの質問等に応える形での支援が主となりますが、活
動時間内の時間配分やレクリェーションの実施等、学習サポートの
進め方はすべて任される予定ですので、リーダーを中心に話し合っ
て決めてください。 
 なお、活動に入る時には自己紹介等により児童・生徒との融和を
図っていただくとともに、適度のレクリェーションやフリータイムを組
み込んでの企画・実施をお願いします。 
  
 なお、活動場所の応急仮設住宅集会所は市内４個所に分散して
いますが、ローテーションにより各班３個所（２名ずつ）で実施し、相
馬市が手配するタクシーで移動します。 
  
  

 ３．活動日程 
１日目（土曜） 
 １０：２０  JR福島駅東口１０番バス集合【厳守】 
  １０：３０  JR福島駅東口より高速バス乗車 
  １１：５５  相馬市役所前降車 
  １２：００  適宜昼食 
  １３：３０  宿泊場所集合（別途地図参照） 
※ 相馬市担当者の方より鍵を授受し宿泊場所の説明を受けてくだ

さい。 
       相馬市宿泊場所到着 ミーティング等 
 １５：００～１９：００ 学習支援活動（適宜休憩を入れる） 
        □腕章 □名札 □デジカメ □飲み物 
  ２０：００  宿泊場所へ到着 
        夕食、入浴、適宜ミーティング等 
  ２２：３０  就寝 
  
２日目（日曜） 
   ７：００  起床、洗面、清掃等 
       朝食、出発準備等 
   ９：００  宿泊場所を出発 
 １０：００～１２：００ 学習支援活動 
       宿泊場所へもどり適宜昼食 等 
 １４：２５  相馬市役所前出発 
 １５：５０  JR福島駅東口到着・解散 
  
※１ 東京駅～福島駅の移動は、各自ＪＲ等を利用し、領収書又は
切符購入証明を保管しておいてください。活動終了後に「ボランティ
ア活動支援金」を請求することにより、2万円を上限とする交通費相
当額が補助されます。（別紙参照） 
※２ 福島駅～相馬市役所前の移動は、事前に渡す回数券で高速
バスに乗車してください。 
※３ 宿泊場所～活動場所（仮設住宅集会所）の移動は、タクシーを
利用します。 
※４ 学習支援活動が終了した後、速やかに「学習支援ボランティア
活動報告書」を提出願います。 
※５ 食事代は、相馬市より補助が出ます。 
※６ 災害ボランティア保険は必ず出発前に各自で加入してください。 

（３）参加者のしおり（抜粋） 

 
  
  
  

福島県相馬市 
学習支援ボランティア 

参加者のしおり 
  
  
  
 
  
  

平成２４年６月８日 
東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班 
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●学習支援をするに当たっての注意点 
  
（附属中学校教諭の講話より） 
①公の活動であること。 
  アルバイトとは異なり、教育委員会の正式な依頼をうけて大学の  
  代表として活動することを肝に銘じてほしい。 
②言動に注意すること。 
  普通のことが迷惑になる場合もある。 
③全体的なサポートをすること。 
  ・問題の正誤だけでなく学習の方法に注意し、自立した学習の形
成を促す 
  ・家庭での勉強法にも配慮する（日頃の生活を含めた心のケア） 
   →一時の正解ではなく、長い目で見た学習方法を 
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５．注意事項等 
            活動するにあたっての心構え 
  
（１）ボランティア活動は自己責任・自己完結が原則です。事前に自
分自身でも十分な情報収集・確認を行い、活動場所での飲み物、食
べ物、常備薬、適切な服装、保険等、必要な備えをして被災地に入
りましょう。 
  
（２） 復旧や復興の主役は被災された方です。 
ボランティアはそれをサポートする存在であるという原則を忘れない
ように心がけましょう。 
  
 （３）被災された方と話をする際は、相手と同じ目の高さに自分の姿
勢を合わせて、自然に接することを心がけましょう。 
  
（４） 仲間内の話での笑い声が、被災された方の誤解を招くこともあ
ります。言動などへの気配りを忘れないようにしましょう。 
  
（５）写真やビデオ撮影をする場合は、被災された方や被災地の気
持ちを配慮して行うようにし、被災された方が特定できる写真は、そ
の方の了解を得てから撮影しましょう。 
  
（６）団体行動が原則となります。仲間とよく話し合い、一人で抱え込
まないようにしましょう。また、単独での行動は避けましょう。 
  
（７）被災された方の立場をできるだけ理解し、自分の判断を押しつ
けるようなことは避けましょう。また、必要以上に自分の経験や考え
を振りかざすことは避けましょう。 
  
（８）ボランティア活動は、やってあげるのではありません。自分のや
りたいことをやるのではなく、できることをやらせてもらうと心得ましょ
う。 
   
[安全面] 
（９）活動するためには災害保険の加入が必須です。お住まいの地
域の社会福祉協議会で加入できますので、事前に各自で「災害ボラ
ンティア保険(天災Ｂプラン)」（東京都の場合は1000円）に加入してく
ださい。 
  
（10）自分の体調を見極めよう。調子が悪い時は「活動しない」も選

択肢です。おかしいなと感じたら、活動をやめてリーダーに伝えま
しょう。 
  
[学習支援ボランティア] 
（11）公の活動であるため、本学の学生として言動や行動に注意しま
しょう。 
  
（12）今後の本学の学習支援ボランティアに活かすため、活動後に
ボランティア活動報告書を提出してください。 
  
（13）学習をサポートすることと同時に、児童・生徒たちに友達と集ま

る場所を提供するという意味もあります。レクリェーション企画等を通
じて生徒たちと一緒に過ごす時間を楽しみましょう。 
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地震発生時の注意事項 
  
（バス乗車時に地震が発生したら） 
・走行中に地震が発生した場合、運転手の判断により車を路肩に停
車させますが、運転手の指示に従って車内で待機してください。 
地震が収まり、運転手の指示により車外へ待機する場合には、バス
の前方の路肩で待機してください。特に、高速道路では、むやみに走
行車線に出ると危険ですので、決して走行車線には出ないでくださ
い。 
  
（ボランティア活動中に地震が発生したら） 
・活動場所に到着したら、直ちに避難経路、避難場所の確認を行って
ください。 
・屋外で活動中に地震が発生したら、頭上の落下物の危険のない場
所へ退避してください。 揺れが収まりましたら、地元の防災無線によ
る指示等に従ってください。 
・沿岸地域で活動中の場合には、揺れが収まりましたら地元指定の高
台の避難所へ退避してください。 避難経路や避難場所が不明の場合

には、最寄りの裏山やコンクリート製の高層建物（できれば４階以上
が望ましい）に避難してください。 
・体育館等の避難所で活動中に地震が発生したら、天井構築物や照
明器具等の落下に注意するとともに、避難所責任者の指示に従ってく
ださい。 
・余震が想定される場合には、揺れが収まってから屋外に退避してく
ださい。 
・自身の安全確保と同時に、子供や高齢の避難者の誘導等にも心が
けてください。 
（宿泊場所：地震が発生したら） 
・宿泊場所に到着したら、直ちに避難経路、避難場所の確認を行って
ください。 
・台所等で火器を使用中の場合には、直ちに火を止めてください。そ
の際、やけどをすることのないよう、注意してください。 
・万一、火災が発生してしまったら、直ちに備え付けの消火器を使用し
て初期消火に努めてください。同時に、消防署（１１９番）へ緊急連絡
を行ってください。 
・余震が想定されるようでしたら、揺れが収まった後、外へ退避してく
ださい。 
・防災無線による指示がありましたら、落ち着いてその指示に従ってく
ださい。 
  
東北地方では、今も余震が度々発生していますので、地震や津波に
十分注意して行動してください。 
 

急病等発生時の注意事項 
  
・出発前に急病等の不測の事態が生じたときや活動中に怪我や急
病等の不測の事態が生じたときは、速やかにボランティア支援班
事務局までご連絡ください。 
   
≪連絡先≫ 東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班事務
局 
（学生支援センター地下１階 学生支援課内） 
    E-mail  volunteer-jimu@ml.adm.u-tokyo.ac.jp 
    （当日の場合） volunteer1881@docomo.ne.jp 
  volunteer1882@docomo.ne.jp 
     直通電話  ０３－５８４１－２５２９（平日９時～１７時） 
     携帯電話  ０８０－２３７３－１８８１、１８８２ 
    
 ・意識を失った者を発見した場合には、むやみに移動させず、安
静な体勢にしてください。 
 少人数での行動時や保健師等の資格保有者が周りにいない場
合には、応急措置を行うとともに、周りの人に声をかけ、直ちに救
急通報（１１９番）を行ってください。 
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６．事前準備と持ち物 
  
１ ボランティア活動について 
1) 本ボランティア活動については、大学が募集して派遣することに

なりますが、基本的にはボランティアの理念に沿って自己責任、自
己完結を原則とします。 
2) 活動内容は、連携する「陸前高田市教育委員会及び一般社団

法人子どものエンパワメントいわて」に委ねることになりますので、担
当の方及び遠野分室職員からの連絡事項や指示に従ってください。
また、勝手な行動は活動の混乱を招きますのでご遠慮ください。 
  
２ ボランティア保険への加入について 
ボランティア保険への加入が必須です。各自が事前に、住所地の社
会福祉協議会で「災害ボランティア保険（天災Ｂプラン）」に加入する
ようにしてください。 
 
３ 大学への届出 
参加に際し、学生は「ボランティア活動届」を所属部局の教務担当へ
提出してください。 
なお、岩手県の対象地域（三陸沿岸周辺地域及び遠野市）にてボラ
ンティア活動を行う際に救援・復興支援室に提出をお願いしている
「立ち入りの届出様式」については、本件参加者は不要です。 
  
４ 持ち物 
〈必需品〉着替え、洗面用具、入浴セット、タオル、ボランティア保険
加入がわかるもの（加入カード又は加入証等）、現金 
〈その他〉携帯電話（充電器含）、時計、学生証、健康保険証、各自
必要な薬品、他 
  
５ 食事・入浴について 
 原則として、食事・入浴の費用は各自で用意してください。 
活動日の昼食は周辺のスーパーなどで事前に用意してください。
（参考資料：関係機関・施設の連絡先、及び遠野市周辺MAP）遠野

東大センター付近の三丸屋ではお弁当（５００円）の注文が可能です
（前日までに）。 
 お風呂については、遠野東大センターにシャワー設備が１つありま
すが、長時間使用すると給湯が止まる仕組みになっている等、多人
数への対応が困難ですので、活動からの帰途にたかむろ水光園と
いう入浴施設に寄る予定にしています（お風呂代５２０円）。活動場
所への出発時に、必ず入浴の準備をしてバスに乗ってください。 
 

７．こんな時はどうする（Q&A） 
［目次］ 
①急に参加できなくなった時は？ 
②急に帰京しなければならなくなった時は？ 
③活動場所に忘れ物をした時は？ 
④活動中に地震が発生した時は？  
⑤活動中に負傷した時の補償は？ 
⑥パソコンを持参しても使用できますか？ 
⑦負傷して入院することになった場合はどうなりますか？ 
⑧期間終了後に引き続き遠野市に滞在してボランティア活動を行
いたいのですが、一緒に帰京しなくてもよいですか？ 
⑨ボランティア活動中に困ったことが起きた場合はどうすれば良
いですか？ 
  

Q-1 急に参加できなくなった時は？ 
A 遅くとも、出発日の前日（前日等が土・日曜日・休日の場合は
その前の平日）の17時までにボランティア支援班事務局までご連

絡ください。また、出発当日に参加できなくなった場合は、至急下
記の携帯電話までご連絡ください。 
（連絡先）東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班事務局 
（学生支援センター地下１階 学生支援課内） 
   E-mail volunteer-jimu@ml.adm.u-tokyo.ac.jp 
   直通電話 ０３－５８４１－２５２９（平日９時～１７時） 
   携帯電話 ０８０－２３７３－１８８１ 
 
Q-2 急に帰京しなければならなくなった時は？ 
A 何らかの緊急の事情により、急に帰京しなければならなくなっ
た場合には、遠野分室職員に連絡をしてからお帰りください。 
  
Q-3 活動場所に忘れ物をした時は？ 
A まずは、忘れ物をしないよう、各自注意してください。忘れ物を

してしまった場合には、遠野分室職員に相談してください。ひとり
で取りに行くようなことはしないでください。  
 
Q-4 活動中に地震が発生した時は？ 
A 作業場所へ到着したら、まずは現地の避難経路及び避難場所
を確認してください。 
  地震が発生したら、まずは家屋の倒壊、落下物等に注意し、
身を守ってください。揺れが収まってから、高台等の避難場所へ
速やかに移動してください。その際、決して単独行動はしないでく
ださい。 
   
Ｑ-5 活動中に負傷した時の補償は？ 
A 天災Ｂプランに加入している方で支給要件を満たす場合は、社
会福祉協議会のボランティア活動保険の補償が受けられます。 
 （例） 死亡保険金          2,000万円 
     後遺障害保険金       2,000万円（限度額） 
     入院保険金日額         11,000円 
     通院保険金日額           6,370円 
     賠償責任保険金（対人・対物共通） ５億円（限度額） 
  
Ｑ-６ パソコンを持参しても使用できますか？ 
A  宿泊場所及び活動場所には、ネットワーク環境が整備されて
いませんので、ケーブルを用いての使用はできません。 
 また、無線LANであってもサービス提供エリア外の会社もあるた
め、事前に確認をお願いします。 
 
Ｑ-７ 負傷して入院することになった場合はどうなりますか？ 
A ボランティア申込書に記載された緊急連絡先に連絡を取り、病

院の付き添いや迎えをお願いする予定です。それ以外にもその
方が不在の場合も想定して確実に連絡がとれる方のお名前と連
絡を複数把握しておくようにお願いします。 

Ｑ-８ 期間終了後に引き続き遠野市に滞在してボランティア活動
を行いたいのですが、一緒に帰京しなくてもよいですか？ 
A 本活動は、東京大学として活動をしておりますので、無理な計
画を立てずに団体行動をお願いします。 
  
Ｑ-９ ボランティア活動中に困ったことが起きた場合はどうすれば
良いですか？ 
A 参加者で協議して対応してください。対応困難な場合は、ボラ
ンティア支援班事務局または遠野分室へご相談ください。 



（４）活動報告 

平成２４年７月２４日 
 

福島県相馬市学習支援ボランティア（６～７月）の活動報告 
  

  「福島県相馬市の避難生徒への学習支援」は、福島県相馬市及
び相馬市教育委員会からの要請により、相馬市の応急仮設住宅に
入居している小中学生を対象に学習支援を行うもので、今回、平成２
４年６～７月の期間にＡ班６名（６月１６日～１７日）、Ｂ班６名（６月３０
日～７月１日）、Ｃ班５名（７月７日～８日）、Ｄ班５名（７月２１日～２２
日）の全４班を派遣した。    

  

  

  

刈敷田応急仮設住宅での活動の様子 

【Ａ班】  
○参加学生：６名（大学院学生６名） 
○日程：平成２４年６月１６日(土)～６月１７日(日) ［１泊２日］ 
○宿泊場所：相馬市内賃貸アパート 
○活動場所：相馬市内の応急仮設住宅の集会所 
○活動内容：児童・生徒への学習サポート 
 （１日目）６月１６日（土）活動１５：００～１９：００ 
 （２日目）６月１７日（日）活動１０：００～１２：００ 

※ 各仮設住宅集会所の参加児童・生徒数 
（東大学生は各所２名） 
大野台 （土曜：２０名、日曜：１６名） 
刈敷田 （土曜：１１名、日曜：１０名） 
北飯渕 （土曜：１０名、日曜：１０名） 

  なお、マスコミ６社（NHK福島、福島中央テレビ、毎日新聞、読売
新聞、福島民友、福島民報）の取材があった。 
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【Ｂ班】 
○参加学生：６名（学部学生１名、大学院学生５名） 
○日程：平成２４年６月３０日(土)～７月１日(日) ［１泊２日］ 
○宿泊場所：相馬市内賃貸アパート 
○活動場所：相馬市内の応急仮設住宅の集会所 
○活動内容：児童・生徒への学習サポート 
 （１日目）６月３０日（土）活動１５：００～１９：００  
 （２日目）７月１日（日）活動１０：００～１２：００ 

※ 各仮設住宅集会所の参加児童・生徒数 
（東大学生は各所２名） 
大野台 （土曜：８名、日曜：６名） 
北飯渕 （土曜：１５名、日曜：１５名） 
柚木 （土曜：７名、日曜：６名） 

大野台応急仮設住宅での活動の様子 
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【Ｃ班】  
○参加学生：５名（学部学生２名、大学院学生３名） 
○日程：平成２４年７月７日(土)～７月８日(日) ［１泊２日］ 
○宿泊場所：相馬市内賃貸アパート 
○活動場所：相馬市内の応急仮設住宅の集会所 
○活動内容：児童・生徒への学習サポート 
 （１日目）７月７日（土）活動１５：００～１９：００  
 （２日目）７月８日（日）活動１０：００～１２：００ 

※ 各仮設住宅集会所の参加児童・生徒数 
 （東大学生は各所２名） 
 大野台 （土曜：８名、日曜：４名） 
 刈敷田 （土曜：９名、日曜：７名） 
 柚木 （土曜：５名、日曜：５名） 

【Ｄ班】  
○参加学生：５名（学部学生１名、大学院学生４名） 
○日程：平成２４年７月２１日(土)～７月２２日(日) ［１泊２日］ 
○宿泊場所：相馬市内賃貸アパート 
○活動場所：相馬市内の応急仮設住宅の集会所 
○活動内容：児童・生徒への学習サポート 
 （１日目）７月２１日（土）活動１５：００～１９：００ 
 （２日目）７月２２日（日）活動１０：００～１２：００ 

※ 各仮設住宅集会所の参加児童・生徒数 
（東大学生は各所２名） 
刈敷田 （土曜：８名、日曜：８名） 
北飯渕 （土曜：８名、日曜：１０名） 
柚木 （土曜：１０名、日曜：１名） 

 



【９～1０月学習支援ボランティア】 

（１）募集要項 

                       平成２４年７月１９日 

   学生の皆さんへ 

東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班 

  

福島県相馬市「寺子屋事業」 

学習支援ボランティア（9・10月）の募集について 

 

東京大学では、東日本大震災による災害からの復興・再生
に向けて、大学全体で支援活動の取組みを進めているとともに、
学生や教職員が自主的・自発的な支援活動を展開しています。 
 このたび６・７月に引き続き、福島県相馬市及び相馬市教育
委員会からの要請により、相馬市の応急仮設住宅に入居してい
る小中学生を対象として、学習支援活動を行う学生ボランティ
アを募集します。 

下記の内容をご覧いただき、積極的な応募をお願いします。 

（Ａ） 平成２４年 ９月 ８日（土）～ ９月 ９日（日） 
（Ｂ） 平成２４年 ９月２９日（土）～ ９月３０日（日） 
（Ｃ） 平成２４年１０月１３日（土）～１０月１４日（日） 
（Ｄ） 平成２４年１０月２７日（土）～１０月２８日（日） 
 
各日の活動時間： 
  土曜日１５：００～１９：００（間に適宜の休憩を含む。） 
  日曜日１０：００～１２：００ 
 
  

１ 活動期間 

各班７名程度。 

２ 募集人員 

３ 応募資格 

 本学の学生（保護者等の承諾が必要）で、本学の支援活動の
理念等に賛同する者。 
※ 中学生に対して５教科（国語、社会、数学、理科、英語）の学

習支援が可能な学生。 
※ 本学の支援活動の理念、ボランティア活動の基本方針につ

いては、本学ホームページを参照ください。 
http://www.u-tokyo.ac.jp/public/recovery/vol__01_policy_j.html 
  

４ 活動場所・内容 

 福島県相馬市内の応急仮設住宅の集会所を利用し、自習を基本
とする小中学生の学習支援を行う。 
 なお、具体的な活動内容は、相馬市教育委員会等と協議して決定
する。 

５ 宿泊場所 

  相馬市内の賃貸アパート 
 ※相馬市が用意する宿泊施設で、原則参加者の負担はありません。 
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東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班 
  （学生支援センター地下１階 学生支援課内） 
   E-mail  volunteer-jimu@ml.adm.u-tokyo.ac.jp 
   FAX  ０３－５８４１－２５１９ 
   TEL  ０３－５８４１－２５２９（内線２２５２９） 
 

東京～ＪＲ福島駅： 各自、ＪＲ等を利用（ＪＲ福島駅集合・解散） 
ＪＲ福島駅～相馬市内： 定期バス（福島交通）により移動 
相馬市内の移動（宿泊場所～活動場所）： タクシーを利用 
※ ＪＲ福島駅～相馬市内及び相馬市内の移動費用は、相馬市が負

担します。 
※ 東京～ＪＲ福島駅の交通費については、活動終了後に「ボランテ

イア活動支援金」を請求することにより、２万円を上限とする実費
額が大学から補助されます。（詳細は本学ボランティア情報ＨＰを
ご覧ください。 

http://www.u-tokyo.ac.jp/public/recovery/vol_02_shienkin_j.html） 

６ 現地等への移動手段 

７ 生活環境 

・ 宿泊 相馬市が用意する宿泊場所（寝具等あり）に宿泊します。 
・ 入浴 宿泊場所に設備があります。 
・ 食事 食事代を相馬市が負担。近隣に食堂、コンビニ等があります。 

８ 持ち物  

〈必需品〉着替え、洗面用具、入浴用品、タオル、ボランティア保険加入
が分かるもの（加入カード、加入証等）、現金（食事・飲み物、交通費、
他） 
〈その他〉携帯電話（充電器含）、時計、学生証、健康保険証、各自必要
な薬品、他 
※ 腕章、名札ケースを、大学で用意します。 

９ 注意事項等  

(1)  活動に当たっては、ボランティアの理念に沿って自己責任・自己
完結が原則となります。 
(2)  ボランティア保険への加入が必須です。各自が事前に、住所地
の社会福祉協議会で「災害ボランティア保険（天災Ｂプラン）」に加入
するようにしてください。 
(3) 参加に際し、「ボランティア活動届」を所属部局の教務担当へ提出
してください。 
なお、三陸沿岸周辺地域及び遠野市においてボランティア活動を行う
際に提出することとなっている「立ち入りの届出様式」については、本
件参加者は不要です。 
※ 以上の他、ボランティア活動に伴う注意事項等は、本学ボランティ

ア情報ＨＰの「災害ボランティアＱ＆Ａ」を参照ください。
http://www.u-tokyo.ac.jp/public/recovery/vol_04_QA_j.html 

１０ 応募方法等  

 別紙の「ボランティア活動申込書」に必要事項を記入の上、締切【８
月２４日（金）】までに、下記「東京大学救援・復興支援室ボランティア
支援班」あて、E-mail添付又はFAXによりお送りください。参加の可否・
方法及び活動の詳細等については、追って申込書記載の連絡先あて
に連絡します。 
 なお、募集人員に達した時点で募集を終了しますので、ご承知置き
ください。 

１１ お問い合わせ  



（お知らせ） 

 
～オリエンテーション次第 
  
  
日時 平成２４年８月３０日（木）１４：００～１５：３０ 
  
場所 学生支援センター3階  
    本部学生支援課ディスカッションルーム 
  
次第  
  
  14:00～14:40  ボランティア支援班 土井達雄班員からの説明 
            「日程説明、連絡・注意事項等」 
    
  14:40～     相馬市学習支援ボランティア経験者  
            新領域創成科学研究科博士課程１年  
                           河底秀幸さんから 
    
  15:10～     参加学生の顔合せなど 
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（２）申込書・お知らせ・オリエンテーション 



２．活動期間 
（Ａ） 平成２４年 ９月 ８日（土）～ ９月 ９日（日） 
（Ｂ） 平成２４年 ９月２９日（土）～ ９月３０日（日） 
（Ｃ） 平成２４年１０月１３日（土）～１０月１４日（日） 
（Ｄ） 平成２４年１０月２７日（土）～１０月２８日（日） 
 
各日の活動時間： 
      土曜日１５：００～１９：００（間に適宜の休憩を含む。） 
      日曜日１０：００～１２：００ 
  

１．学習支援ボランティアの参加にあたって 
 
 「福島県相馬市の学習支援」は、福島県相馬市及び相馬市教育
委員会からの要請により、相馬市の応急仮設住宅に入居している
小・中学生を対象として、学習サポートを行うものです。 
子どもたちからの質問等に応える形での支援が主となりますが、活
動時間内の時間配分やレクリェーションの実施等、学習サポートの
進め方はすべて任される予定ですので、リーダーを中心に話し合っ
て決めてください。 
 なお、活動に入る時には自己紹介等により児童・生徒との融和を
図っていただくとともに、適度のレクリェーションやフリータイムを組
み込んでの企画・実施をお願いします。 
  
 なお、活動場所の応急仮設住宅集会所は市内４個所に分散して
いますが、ローテーションにより各班３個所（２名ずつ）で実施し、相
馬市が手配するタクシーで移動します。 
  
  

 ３．活動日程 
１日目（土曜） 
   １０：２０ JR福島駅東口１０番バス集合【厳守】 
  １０：３０ JR福島駅東口より高速バス乗車 
   １１：５５ 相馬市役所前降車 
   １２：００ 適宜昼食 
   １３：３０ 宿泊場所集合（別途地図参照） 
※ 相馬市担当者の方より鍵を授受し宿泊場所の説明を受けてくだ

さい。 
        相馬市宿泊場所到着 ミーティング等 
 １５：００～１９：００ 学習支援活動（適宜休憩を入れる） 
        □腕章 □名札 □デジカメ □飲み物 
   ２０：００ 宿泊場所へ到着 
        夕食、入浴、適宜ミーティング等 
   ２２：３０ 就寝 
  
２日目（日曜） 
   ７：００ 起床、洗面、清掃等 
       朝食、出発準備等 
   ９：００ 宿泊場所を出発 
 １０：００～１２：００ 学習支援活動 
       宿泊場所へもどり適宜昼食 等 
 １４：２５ 相馬市役所前出発 
 １５：５０ JR福島駅東口到着・解散 
  
※１ 東京駅～福島駅の移動は、各自ＪＲ等を利用し、領収書又は
切符購入証明を保管しておいてください。活動終了後に「ボランティ
ア活動支援金」を請求することにより、2万円を上限とする交通費相
当額が補助されます。（別紙参照） 
※２ 福島駅～相馬市役所前の移動は、事前に渡す回数券で高速
バスに乗車してください。 
※３ 宿泊場所～活動場所（仮設住宅集会所）の移動は、タクシーを
利用します。 
※４ 学習支援活動が終了した後、速やかに「学習支援ボランティア
活動報告書」を提出願います。 
※５ 食事代は、相馬市より補助が出ます。 
※６ 災害ボランティア保険は必ず出発前に各自で加入してください。 

（３）参加者のしおり（抜粋） 

 
  
  
  

福島県相馬市 
学習支援ボランティア 

参加者のしおり 
  
  
  
 
  
  

平成２４年８月３０日 
東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班 

 
  

目   次 
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１ ボランティア活動について 
２ ボランティア保険への加入について 
３ 大学への届出 
４ 持ち物 
５ 食事・入浴について 
  
７．こんな時はどうする（Q＆A）         ・・・ 11～12 
  
参考資料 
 ①関係機関・施設 
 ②相馬市MAP 
 ③相馬市役所から宿泊場所までの地図 
 ④活動場所MAP 
 ⑤ボランティア保険加入について 
  

  
●学習支援をするに当たっての注意点 
  
（附属中学校教諭の講話より） 
①公の活動であること。 
  アルバイトとは異なり、教育委員会の正式な依頼をうけて大学の   
  代表として活動することを肝に銘じてほしい。 
②言動に注意すること。 
  普通のことが迷惑になる場合もある。 
③全体的なサポートをすること。 
  ・問題の正誤だけでなく学習の方法に注意し、自立した学習の形
成を促す 
  ・家庭での勉強法にも配慮する（日頃の生活を含めた心のケア） 
 →一時の正解ではなく、長い目で見た学習方法を 
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※ 当日、新幹線の遅延等で福島駅の集合場所に時間通りに着くこ
とができない場合も有り得ます。その場合は、班のリーダーを中
心に連絡を取り合い、以下のような別ルートを経由して、相馬市
へ直接向かってください。 
 

リーダーは、ボランティア支援班の公用携帯に状況の報告をお願い
します。 
  
□東京～仙台～亘理～相馬 
 （例） 
 08:56-10:37（東京－仙台）：はやて19号(E5系)(新青森行) 
   ↓ 
 11:15-11:48（仙台－亘理）：常磐線(亘理行)    
   ↓ 
 11:55-13:08（亘理－相馬）：常磐線（代行バス）(相馬行)  
  
□東京～仙台～相馬市役所前 
 （例） 
 09:56-11:37（東京－仙台）： はやて21号(E5系)(新青森行) 
   ↓ 
 11:55-13:20（仙台～相馬市役所）：福島交通バス 
  
上記のように、福島駅を発着するバス以外の手段で相馬市へ向
かった場合は、交通費の分かる領収書などを保存しておいてくださ
い。 
  

以下、６～７月の参加者のしおり（抜粋）と同様 



（４）活動報告 平成２４年１１月１日 
  
相馬市「寺子屋事業」学習支援ボランティア（９～１０月）の活動報告 
  
 救援・復興支援室では、福島県相馬市及び相馬市教育委員会か
らの要請により、相馬市の応急仮設住宅に入居している被災小・中
学生を対象とした「寺子屋事業」に協力し、本年６月から引き続き、学
習支援活動を実施している。今回は、９～１０月の期間に全４班２８名
の学生ボランティアを派遣した。 

   

  

  

  

【Ａ班】 
○参加学生：７名（学部学生２名、大学院学生５名） 
○日程：平成２４年９月８日(土)～９月９日(日) ［１泊２日］ 
○宿泊場所：相馬市内賃貸アパート 
○活動場所：相馬市内の応急仮設住宅の集会所等 
（１日目）９月８日（土）活動１５：００～１９：００ 
（２日目）９月９日（日）活動１０：００～１２：００ 

※ 各仮設住宅集会所の参加児童・生徒数 
大野台 （土曜：９名、日曜：３名） 
刈敷田 （土曜：１０名、日曜：５名） 
北飯渕 （土曜：１７名、日曜：５名） 
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【Ｂ班】  
○参加学生：７名（学部学生４名、大学院学生３名） 
○日程：平成２４年９月２９日(土)～９月３０日(日) ［１泊２日］ 
○宿泊場所：相馬市内賃貸アパート 
○活動場所：相馬市内の応急仮設住宅の集会所等 
（１日目）９月２９日（土）活動１５：００～１９：００ 
（２日目）９月３０日（日）活動１０：００～１２：００ 

※各仮設住宅集会所の参加児童・生徒数 
大野台 （土曜：６名、日曜：４名） 
北飯渕 （土曜：７名、日曜：１１名） 
柚木 （土曜：１６名、日曜：９名） 
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【Ｃ班】 
○参加学生：７名（学部学生３名、大学院学生４名） 
○日程：平成２４年１０月１３日(土)～１０月１４日(日) ［１泊２日］ 
○宿泊場所：相馬市内賃貸アパート 
○活動場所：相馬市内の応急仮設住宅の集会所等 
（１日目）１０月１３日（土）活動１５：００～１９：００ 
（２日目）１０月１４日（日）活動１０：００～１２：００ 

※ 各仮設住宅集会所の参加児童・生徒数 
大野台 （土曜：６名、日曜：６名） 
刈敷田 （土曜：４名、日曜：０名）  
柚木 （土曜：１０名、日曜：１０名） 

【Ｄ班】 
○参加学生：６名（学部学生４名、大学院学生２名） 
○日程：平成２４年１０月２７日(土)～１０月２８日(日) ［１泊２日］ 
○宿泊場所：相馬市内賃貸アパート 
○活動場所：相馬市内の応急仮設住宅の集会所等 
（１日目）１０月２７日（土）活動１５：００～１９：００ 
（２日目）１０月２８日（日）活動１０：００～１２：００ 

※ 各仮設住宅集会所の参加児童・生徒数 
刈敷田 （土曜：６名、日曜：２名） 
北飯渕 （土曜：６名、日曜：２名） 
柚木 （土曜：８名、日曜：２名） 

  



【１１～1２月学習支援ボランティア】 

（１）募集要項 

                         

平成２４年１０月５日 

   学生の皆さんへ 

東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班 

  

福島県相馬市「寺子屋事業」 

学習支援ボランティア（11～12月）の募集について 

東京大学では、東日本大震災による災害からの復興・再生
に向けて、大学全体で支援活動の取組みを進めているとともに、
学生や教職員が自主的・自発的な支援活動を展開しています。 

このたび９～１０月に引き続き、福島県相馬市及び相馬市
教育委員会からの要請により、相馬市の応急仮設住宅に入居し
ている小中学生を対象として、学習支援活動を行う学生ボラン
ティアを募集します。 

下記の内容をご覧いただき、積極的な応募をお願いします。 
  

（Ａ） 平成２４年１１月１０日（土）～１１月１１日（日） 
（Ｂ） 平成２４年１１月２４日（土）～１１月２５日（日） 
（Ｃ） 平成２４年１２月８日（土）～１２月９日（日） 
（Ｄ） 平成２４年１２月２２日（土）～１２月２３日（日） 
  
各日の活動時間： 
  土曜日１５：００～１９：００（間に適宜の休憩を含む。） 
  日曜日１０：００～１２：００ 
 
  

１ 活動期間 

各班７名程度。 

２ 募集人員 

３ 応募資格 

 本学の学生（保護者等の承諾が必要）で、本学の支援活動の
理念等に賛同する者。 
※ 中学生に対して５教科（国語、社会、数学、理科、英語）の学

習支援が可能な学生。 
※ 本学の支援活動の理念、ボランティア活動の基本方針につ

いては、本学ホームページを参照ください。 
http://www.u-tokyo.ac.jp/public/recovery/vol__01_policy_j.html 
  

４ 活動場所・内容 

 福島県相馬市内の応急仮設住宅の集会所を利用し、自習を基本
とする小中学生の学習支援を行う。 
  なお、具体的な活動内容は、相馬市教育委員会等と協議して決
定する。 

５ 宿泊場所 

  相馬市内の賃貸アパート 
※ 相馬市が用意する宿泊施設で、原則参加者の負担はありません。 

61 

東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班 
  （学生支援センター地下１階 学生支援課内） 
   E-mail volunteer-jimu@ml.adm.u-tokyo.ac.jp 
   FAX ０３－５８４１－２５１９ 
   TEL ０３－５８４１－２５２９（内線２２５２９） 
 

東京～ＪＲ福島駅： 各自、ＪＲ等を利用（ＪＲ福島駅集合・解散） 
ＪＲ福島駅～相馬市内： 定期バス（福島交通）により移動 
相馬市内の移動（宿泊場所～活動場所）： タクシーを利用 
※ ＪＲ福島駅～相馬市内及び相馬市内の移動費用は、相馬市が負

担します。 
※ 東京～ＪＲ福島駅の交通費については、活動終了後に「ボランテ

イア活動支援金」を請求することにより、２万円を上限とする実費
額が大学から補助されます。（詳細は本学ボランティア情報ＨＰを
ご覧ください。 

http://www.u-tokyo.ac.jp/public/recovery/vol_02_shienkin_j.html） 

６ 現地等への移動手段 

７ 生活環境 

・ 宿泊 相馬市が用意する宿泊場所（寝具等あり）に宿泊します。 
・ 入浴 宿泊場所に設備があります。 
・ 食事 食事代を相馬市が負担。近隣に食堂、コンビニ等があります。 

８ 持ち物  

〈必需品〉着替え、洗面用具、入浴用品、タオル、ボランティア保険加入
が分かるもの（加入カード、加入証等）、現金（食事・飲み物、交通費、
他） 
〈その他〉携帯電話（充電器含）、時計、学生証、健康保険証、各自必要
な薬品、他 
※ 腕章、名札ケースを、大学で用意します。 

９ 注意事項等  

(1)  活動に当たっては、ボランティアの理念に沿って自己責任・自己
完結が原則となります。 
(2)  ボランティア保険への加入が必須です。各自が事前に、住所地
の社会福祉協議会で「災害ボランティア保険（天災Ｂプラン）」に加入
するようにしてください。 
(3) 参加に際し、「ボランティア活動届」を所属部局の教務担当へ提出
してください。 
なお、三陸沿岸周辺地域及び遠野市においてボランティア活動を行う
際に提出することとなっている「立ち入りの届出様式」については、本
件参加者は不要です。 
※ 以上の他、ボランティア活動に伴う注意事項等は、本学ボランティ

ア情報ＨＰの「災害ボランティアＱ＆Ａ」を参照ください。
http://www.u-tokyo.ac.jp/public/recovery/vol_04_QA_j.html 

１０ 応募方法等  

 別紙の「ボランティア活動申込書」に必要事項を記入の上、締切【１０
月１９日（金）】までに、下記「東京大学救援・復興支援室ボランティア
支援班」あて、E-mail添付又はFAXによりお送りください。参加の可否・
方法及び活動の詳細等については、追って申込書記載の連絡先あて
に連絡します。 
 なお、募集人員に達した時点で募集を終了しますので、ご承知置き
ください。 

１１ お問い合わせ  



（お知らせ） 

～オリエンテーション次第 
  
  
日時 平成２４年１１月２日（木）１6：3０～１7：30 
  
場所 学生支援センター3階  
    本部学生支援課ディスカッションルーム 
  
次第  
  
  16:30～16:50  ボランティア支援班 土井達雄班員からの説明 
            「日程説明、連絡・注意事項等」 
  16:50～     相馬市学習支援ボランティア経験者 
                   教養学部４年 濱島暁達さんから 
  17:10～     参加学生の顔合せなど 
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（２）申込書・お知らせ・オリエンテーション 



２．活動期間 
（Ａ） 平成２４年１１月１０日（土）～１１月１１日（日） 
（Ｂ） 平成２４年１１月２４日（土）～１１月２５日（日） 
（Ｃ） 平成２４年１２月 ８日（土）～１２月 ９日（日） 
（Ｄ） 平成２４年１２月２２日（土）～１２月２３日（日） 
 
各日の活動時間： 
      土曜日１５：００～１９：００（間に適宜の休憩を含む。） 
      日曜日１０：００～１２：００ 
  

１．学習支援ボランティアの参加にあたって 
  
 福島県相馬市での学習支援ボランティア活動「寺子屋事業」は、
福島県相馬市及び相馬市教育委員会からの要請により、相馬市の
応急仮設住宅に入居している小・中学生を対象として、学習サポー
トを行うものです。 
 子どもたちからの質問等に応える形での支援が主となりますが、
活動時間内の時間配分やレクリェーションの実施等、学習サポート
の進め方はすべて任される予定ですので、リーダーを中心に話し
合って決めてください。 
 なお、活動に入る時には自己紹介等により児童・生徒との融和を
図っていただくとともに、適度のレクリェーションやフリータイムを組
み込んでの企画・実施をお願いします。 
  
 なお、活動場所の応急仮設住宅集会所又は談話室は市内４個所
に分散していますが、ローテーションにより各班３個所（２，３名ず
つ）で実施し、相馬市が手配するタクシーで移動します。 
  
  

 ３．活動日程 
１日目（土曜） 
   １０：２０ JR福島駅東口１０番バス集合【厳守】 
   １０：３０ JR福島駅東口より高速バス乗車 
   １１：５５ 相馬市役所前降車 
   １２：００ 適宜昼食 
   １３：３０ 宿泊場所集合（別途地図参照） 
※ 相馬市担当者の方より鍵を授受し宿泊場所の説明を受けてくだ

さい。 
        相馬市宿泊場所到着 ミーティング等 
 １５：００～１９：００ 学習支援活動（適宜休憩を入れる） 
    □腕章 □名札 □デジカメ □飲み物 
   ２０：００ 宿泊場所へ到着 
         夕食、入浴、適宜ミーティング等 
   ２２：３０ 就寝 
  
２日目（日曜） 
   ７：００ 起床、洗面、清掃等 
       朝食、出発準備等 
   ９：００ 宿泊場所を出発 
 １０：００～１２：００ 学習支援活動 
       宿泊場所へもどり適宜昼食 等 
 １４：２５ 相馬市役所前出発 
 １５：５０ JR福島駅東口到着・解散 
  
※１ 東京駅～福島駅の移動は、各自ＪＲ等を利用し、領収書又は
切符購入証明を保管しておいてください。活動終了後に「ボランティ
ア活動支援金」を請求することにより、2万円を上限とする交通費相
当額が補助されます。（別紙参照） 
※２ 福島駅～相馬市役所前の移動は、事前に渡す回数券で高速
バスに乗車してください。 
※３ 宿泊場所～活動場所（仮設住宅集会所）の移動は、タクシーを
利用します。 
※４ 学習支援活動が終了した後、速やかに「学習支援ボランティア
活動報告書」を提出願います。 
※５ 食事代は、相馬市より補助が出ます。 
※６ 災害ボランティア保険は必ず出発前に各自で加入してください。 

（３）参加者のしおり（抜粋） 

 
  
  
  

福島県相馬市 
学習支援ボランティア 

参加者のしおり 
  
  
  
 
  

平成２４年１１月２日 
東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班 

 
  

目   次 
  
学習支援ボランティアの参加に当たって   ・・・ 1 
活動期間                 ・・・ 2 
活動日程・日程表             ・・・ 2～4 
参加者名簿                ・・・ 5 
事前準備と持ち物             ・・・ 6 
活動から帰ったら             ・・・ 7 
困ったときの連絡先            ・・・ 8 
注意事項等                               ・・・ 9～11 
活動するに当たっての心構え 
地震発生時の注意事項 
こんな時はどうする（Ｑ＆Ａ）       ・・・  12～14 
  
  
 
参考資料 
 ①関係機関・施設 
 ②相馬市MAP 
 ③相馬市役所から宿泊場所までの地図 
 ④活動場所MAP 
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※当日、新幹線の遅延等で福島駅の集合場所に時間通りに着くこと
ができない場合も有り得ます。その場合は、班のリーダーを中心に
連絡を取り合い、以下のような別ルートを経由して、相馬市へ直接
向かってください。 
リーダーは、ボランティア支援班の公用携帯に状況の報告をお願い
します。 
  
□東京～仙台～亘理～相馬 
 （例） 
 08:56-10:37（東京－仙台）：はやて19号(E5系)(新青森行) 
   ↓ 
 11:15-11:48（仙台－亘理）：常磐線(亘理行)    
   ↓ 
 11:55-13:08（亘理－相馬）：常磐線（代行バス）(相馬行)  
  
□東京～仙台～相馬市役所前 
 （例） 
 09:56-11:37（東京－仙台）： はやて21号(E5系)(新青森行) 
   ↓ 
 11:55-13:20（仙台～相馬市役所）：福島交通バス 
  
上記のように、福島駅を発着するバス以外の手段で相馬市へ向
かった場合は、交通費の分かる領収書などを保管しておいてくださ
い。 
  
５．事前準備と持ち物 
  
１．ボランティア保険への加入 
ボランティア保険への加入が必須です。各自が事前に、自治体（住
所地でなくても 
かまいません）の社会福祉協議会で「災害ボランティア保険（推奨：
天災Ｂプラン）」（東京都の場合は1,000円）に加入するようにしてくだ
さい。 
  
２．大学への届出 
参加に際し、学生は「ボランティア活動届」を所属部局の教務担当へ
提出してください。様式は本学ＨＰの 
【 HOME ＞ 東日本大震災 <東京大学の対応について> ＞ ボランティ
ア情報 】 
からダウンロードできます。 
  
３．持ち物 
【必需品】：着替え、洗面用具、入浴用品、タオル、ボランティア保険
加入が分かるもの（加入カード又は加入証等）、現金 
【その他】：携帯電話（充電器含）、時計、学生証、健康保険証、各自
必要な薬品、他 
  
４．食事・入浴 
食事は相馬市から食事代の補助が出ます（当日現地にて支給され
ます）。 
宿泊場所周辺にはスーパーや食事等をするところがありますので、
巻末の市内地図を参照しながらご利用ください。 
入浴は宿泊場所に設備がありますので、ご利用ください。 
  
 ○ボランティア活動について 
1) 本ボランティア活動については、大学が募集して派遣することに
なりますが、 
基本的にはボランティアの理念に沿って自己責任、自己完結を原則
とします。 
（事前の準備・用意についても自己責任でしっかり整えましょう） 
2) 活動内容は、福島県相馬市及び相馬市教育委員会の要請に基
づいていますので、 
相馬市の担当者の方および、宿泊場所の管理者の方の連絡事項
や指示に従ってください。 
また、勝手な行動は活動の混乱を招きますのでご遠慮ください。 

６．活動から帰ったら 
  
  
１．ボランティア活動報告書 
活動後、ボランティア活動報告書を必ずご提出ください (別紙参照)。
今後の本学の学習支援ボランティアの参考資料とさせていただきま
す。 
  
２．写真 
大学でカメラを用意してはおりませんので、みなさんのお持ちのカメ
ラがございましたら、恐縮ですが活動中の写真を撮影・差支えない
範囲でご提供いただけると幸いです。写真はボランティア活動報告
書と同様に今後の参考資料とするほか、大学の活動報告として本学
ホームページ等に掲載することがありますのでご了承ください。具体
的な受け渡し方法は、後日連絡いたします。 
  
３．ボランティア活動支援金 
東京～福島の往復の交通費については、活動終了後に「ボランティ
ア活動支援金」を申請することにより、2万円を上限とする実費額が
補助されます (別紙参照)。 
申請のためには交通費の領収書等が必要になりますので、往路・復
路ともに紛失しないようにご注意ください。ただし、迂回などをした場
合は減額される可能性があります。 
 

７．困ったときの連絡先 
  
○出発前・活動中に怪我や急病等の不測の事態が生じたときは、
速やかに下記ボランティア支援班事務局までご連絡ください。 
≪連絡先≫ 東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班事務
局 
（学生支援センター地下１階 学生支援課内） 
 E-mail volunteer-jimu@ml.adm.u-tokyo.ac.jp 
  （当日の場合） volunteer1881@docomo.ne.jp 
  volunteer1882@docomo.ne.jp 
  直通電話  ０３－５８４１－２５２９（平日９時～１７時） 
   携帯電話  ０８０－２３７３－１８８１、１８８２ 
     
  
 
その他、以下のような場合も速やかにご連絡下さい。 
  
・（出発前に）急に参加できなくなった。 
・（活動中に）急に帰京しなければならなくなった。 
・（活動後に）忘れ物をしてきたことに気付いた。 
・その他、自分たちで対応しきれない場合等にはすぐにご連絡くだ
さい。 
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８．注意事項等 
  
８－１．活動するに当たっての心構え 
  
（１）ボランティア活動は自己責任・自己完結が原則です。事前に自
分自身でも十分な情報収集・確認を行い、活動場所での飲み物、食
べ物、常備薬、適切な服装、保険等、必要な備えをして被災地に入
りましょう。 
  
（２） 復旧や復興の主役は被災された方です。 
ボランティアはそれをサポートする存在であるという原則を忘れない
ように心がけましょう。 
  
 （３）被災された方と話をする際は、相手と同じ目の高さに自分の姿
勢を合わせて、自然に接することを心がけましょう。 
  
（４） 仲間内の話での笑い声が、被災された方の誤解を招くこともあ
ります。言動などへの気配りを忘れないようにしましょう。 
  
（５）写真やビデオ撮影をする場合は、被災された方や被災地の気
持ちを配慮して行うようにし、被災された方が特定できる写真は、そ
の方の了解を得てから撮影しましょう。 
  
（６）団体行動が原則となります。仲間とよく話し合い、一人で抱え込
まないようにしましょう。また、単独での行動は避けましょう。 
  
（７）被災された方の立場をできるだけ理解し、自分の判断を押しつ
けるようなことは避けましょう。また、必要以上に自分の経験や考え
を振りかざすことは避けましょう。 
  
（８）ボランティア活動は、やってあげるのではありません。自分のや
りたいことをやるのではなく、できることをやらせてもらうと心得ましょ
う。 
   

[安全面] 
（９）活動するためには災害保険の加入が必須です。お住まいの地
域の社会福祉協議会で加入できますので、事前に各自で「災害ボラ
ンティア保険(天災Ｂプラン)」（東京都の場合は1000円）に加入してく
ださい。 
  
（10）自分の体調を見極めよう。調子が悪い時は「活動しない」も選

択肢です。おかしいなと感じたら、活動をやめてリーダーに伝えま
しょう。 
  
[学習支援ボランティア] 
（11）公の活動であるため、本学の学生として言動や行動に注意しま
しょう。 
  
（12）学習をサポートすることと同時に、児童・生徒たちに友達と集ま

る場所を提供するという意味もあります。レクリェーション企画等を通
じて生徒たちと一緒に過ごす時間を楽しみましょう。 
  
(13）問題の正誤だけではなく、学習の方法についても注意し、自立
した学習の形成を促す。 
  
(14）家庭での学習方法に配慮し、日頃の生活も含めた心のケアを
行うよう努める。 
  
(15）活動後は、今後の本学の学習支援ボランティアに活かすため、
ボランティア活動報告書を提出してください。 
 
  

８－２．地震発生時の注意事項 
  
【バス乗車時に地震が発生したら】 
（１）走行中に地震が発生した場合、運転手の判断により車を路肩に
停車させますが、運転手の指示に従って車内で待機してください。 
（２） 地震が収まり、運転手の指示により車外で待機する場合には、

運転手の指示に従いバスの前の路肩等で待機してください。特に、高
速道路では、むやみに走行車線に出ると危険ですので、決して走行
車線には出ないでください。 
  
【ボランティア活動中に地震が発生したら】 
（３）活動場所に到着したら、直ちに避難経路、避難場所の確認を行っ
てください。 
（４）屋外で活動中に地震が発生したら、頭上の落下物の危険のない
場所へ退避してください。揺れが収まりましたら、地元の防災無線によ
る指示等に従ってください。 
（５）活動場所で地震が発生したら、天井構築物や照明器具等の落下
に注意するとともに、避難所責任者の指示に従ってください。 
（６）余震が想定される場合には、揺れが収まってから屋外に退避して
ください。 
（７）自身の安全確保と同時に、子供や高齢の避難者の誘導等にも心
がけてください。 
  
【宿泊場所：地震が発生したら】 
（８）宿泊場所に到着したら、直ちに避難経路、避難場所の確認を行っ
てください。 
（９）台所等で火器を使用中の場合には、直ちに火を止めてください。
その際、やけどをすることのないよう、注意してください。 
（１０）万一、火災が発生してしまったら、直ちに備え付けの消火器を
使用して初期消火に努めてください。同時に、消防署（１１９番）へ緊急
連絡を行ってください。 
（１１）余震が想定されるようでしたら、揺れが収まった後、外へ退避し
てください。 
（１２）防災無線による指示がありましたら、落ち着いてその指示に
従ってください。 
  
○東北地方では、今も余震が度々発生していますので、地震や津波
に十分注意して行動してください。 



Q-1 急に参加できなくなった時は？ 
A 遅くとも、出発日の前日（前日等が土・日曜日・休日の場合は
その前の平日）の17時までにボランティア支援班事務局までご連

絡ください。また、出発当日に参加できなくなった場合は、至急下
記の携帯電話までご連絡ください。 
（連絡先）東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班事務局 
（学生支援センター地下１階 学生支援課内） 
 E-mail  volunteer-jimu@ml.adm.u-tokyo.ac.jp 
 （当日の場合） volunteer1881@docomo.ne.jp 
  volunteer1882@docomo.ne.jp 
  直通電話  ０３－５８４１－２５２９（平日９時～１７時） 
   携帯電話  ０８０－２３７３－１８８１、１８８２ 
 
Q-2 急に帰京しなければならなくなった時は？ 
A 何らかの緊急の事情により、急に帰京しなければならなくなっ

た場合には、ボランティア支援班職員（０８０－２３７３－１８８１、１
８８２）に連絡をしてからお帰りください。 
 
  
Q-3 活動場所に忘れ物をした時は？ 
A まずは、忘れ物をしないよう、各自注意してください。忘れ物を

してしまった場合には、ボランティア支援班職員（０８０－２３７３－
１８８１、１８８２）に相談してください。ひとりで取りに行くようなこと
はしないでください。 
 
Q-4 活動中に地震が発生した時は？ 
A 活動場所へ到着したら、まずは現地の避難経路及び避難場所

を確認してください。地震が発生したら、家屋の倒壊、落下物等に
注意し、身を守ってください。揺れが収まってから、指定の避難場
所へ速やかに移動してください。その際、決して単独行動はしない
でください。詳しくは「地震発生時の注意事項（13ページ）」をあわ
せてご覧ください。 
   
Ｑ-5 活動中に負傷した時の補償は？ 
A 天災Ｂプランに加入している方で支給要件を満たす場合は、社
会福祉協議会のボランティア活動保険の補償が受けられます。 
 （例） 死亡保険金          2,000万円 
     後遺障害保険金       2,000万円（限度額） 
     入院保険金日額         11,000円 
     通院保険金日額           6,370円 
     賠償責任保険金（対人・対物共通） ５億円（限度額） 
  
Ｑ-６ 活動中、自分の持ち物が第三者に壊されてしまった場合に
補償は受けられますか？ 
A ボランティア保険は、活動中に自分がけがなどをした場合や、

第三者の身体・財物に損害を与えた場合などに補償を受けられる
ものですが、自分の持ち物が破損等の損害を被った際には補償
の対象とはなりません。活動場所に持ち込むカメラ・携帯電話等
の持ち物については責任を持って管理してください。 

   

  

  

  

Ｑ-７：負傷して入院することになった場合はどうなりますか？ 
A ボランティア申込書に記載された緊急連絡先に連絡を取り、病

院の付き添いや迎えをお願いする予定です。それ以外にもその
方が不在の場合も想定して確実に連絡がとれる方のお名前と連
絡を複数把握しておくようにお願いします。 
  
Ｑ-８：パソコンを持参しても使用できますか？ 
A  宿泊場所及び活動場所にはネットワーク環境が整備されてい

ませんので、パソコンをお持ちいただいてもインターネットへの接
続は行えません。また、WiMAXやE-mobile等の無線モバイルイン

ターネット接続サービスに関しても、サービス提供エリア外の可能
性があるため、事前に各自で確認をお願いします。 
  
  
Ｑ-９：期間終了後に引き続き現地に滞在してボランティア活動を
行いたいのですが、一緒に帰京しなくてもよいですか？ 
A 集合時間・場所から解散場所まで団体行動を守っていただけ
れば、一緒に帰京しなくてもかまいません。 
  
  
Ｑ-１０：ボランティア活動中に困ったことが起きた場合はどうすれ
ば良いですか？ 
A 参加者相互で協議して対応してください。対応困難な場合は、
ボランティア支援班事務局へご相談（「困ったときの連絡先」8ペー
ジを参照）ください。 
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９．こんな時はどうする（Q&A） 
［目次］ 
①急に参加できなくなった時は？ 
②急に帰京しなければならなくなった時は？ 
③活動場所に忘れ物をした時は？ 
④活動中に地震が発生した時は？ 
⑤活動中に負傷した時の補償は？ 
⑥活動中、自分の持ち物が第三者に壊されてしまった場合に補
償は受けられますか？ 
⑦負傷して入院することになった場合はどうなりますか？ 
⑧パソコンを持参しても使用できますか？ 
⑨期間終了後に引き続き現地に滞在してボランティア活動を行い
たいのですが、一緒に帰京しなくてもよいですか？ 
⑩ボランティア活動中に困ったことが起きた場合はどうすれば良
いですか？ 
  



（４）活動報告 

平成２４年１２月２６日 
  

相馬市「寺子屋事業」学習支援ボランティア（11～12月）の活動報告 
  

 救援・復興支援室では、福島県相馬市及び相馬市教育委員会か
らの要請により、相馬市の応急仮設住宅に入居している被災小・中
学生を対象とした「寺子屋事業」に協力し、本年６月から引き続き、学
習支援活動を実施している。今回は、１１～１２月の期間に全４班２８
名の学生ボランティアを派遣した。    

  

  

  

【Ａ班】 
○参加学生：７名（学部学生６名、大学院学生１名） 
○日程：平成２４年１１月１０日(土)～１１月１１日(日) ［１泊２日］ 
○宿泊場所：相馬市内賃貸アパート 
○活動場所：相馬市内の応急仮設住宅の集会所等 
（１日目）１１月１０日（土）活動１５：００～１９：００ 
（２日目）１１月１１日（日）活動１０：００～１２：００ 

※ 各仮設住宅集会所の参加児童・生徒数 
大野台 （土曜：８名、日曜：８名） 
刈敷田 （土曜：０名、日曜：２名） 
北飯渕 （土曜：８名、日曜：４名） 
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【Ｂ班】 
○参加学生：７名（学部学生４名、大学院学生３名） 
○日程：平成２４年１１月２４日(土)～１１月２５日(日) ［１泊２日］ 
○宿泊場所：相馬市内賃貸アパート 
○活動場所：相馬市内の応急仮設住宅の集会所等 
（１日目）１１月２４日（土）活動１５：００～１９：００ 
（２日目）１１月２５日（日）活動１０：００～１２：００ 

※ 各仮設住宅集会所の参加児童・生徒数 
大野台 （土曜：３名、日曜：８名） 
北飯渕 （土曜：９名、日曜：６名） 
柚木 （土曜：７名、日曜：３名） 
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【Ｃ班】 
○参加学生：７名（学部学生５名、大学院学生２名） 
○日程：平成２４年１２月８日(土)～１２月９日(日) ［１泊２日］ 
○宿泊場所：相馬市内賃貸アパート 
○活動場所：相馬市内の応急仮設住宅の集会所等 
（１日目）１２月８日（土）活動１５：００～１９：００ 
（２日目）１２月９日（日）活動１０：００～１２：００ 

※ 各仮設住宅集会所の参加児童・生徒数 
大野台 （土曜：４名、日曜：５名） 
刈敷田 （土曜：４名、日曜：０名） 
柚木 （土曜：３名、日曜：７名） 

【Ｄ班】 
○参加学生：７名（学部学生５名、大学院学生２名） 
○日程：平成２４年１２月２２日(土)～１２月２３日(日) ［１泊２日］ 
○宿泊場所：相馬市内賃貸アパート 
○活動場所：相馬市内の応急仮設住宅の集会所等 
（１日目）１２月２２日（土）活動１５：００～１９：００ 
（２日目）１２月２３日（日）活動１０：００～１２：００ 

※ 各仮設住宅集会所の参加児童・生徒数 
刈敷田 （土曜：５名、日曜：５名） 
北飯渕 （土曜：５名、日曜：５名） 
柚木 （土曜：４名、日曜：４名） 



【1～３月学習支援ボランティア】 

（１）募集要項 

                         

平成２４年１２月１０日 

学生の皆さんへ 

東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班 

  

福島県相馬市「寺子屋事業」 

学習支援ボランティア（１～３月）の募集について 

東京大学では、東日本大震災による災害からの復興・再生
に向けて、大学全体で支援活動の取組みを進めているとともに、
学生や教職員が自主的・自発的な支援活動を展開しています。 

このたび１１～１２月に引き続き、福島県相馬市及び相馬
市教育委員会からの要請により、相馬市の応急仮設住宅に入居
している児童生徒を対象として、学習支援活動を行う学生ボラ
ンティアを募集します。 

下記の内容をご覧いただき、積極的な応募をお願いします。 

（Ａ） 平成２５年１月１９日（土）～１月２０日（日） 
（Ｂ） 平成２５年２月２日（土）～２月３日（日） 
（Ｃ） 平成２５年２月１６日（土）～２月１７日（日） 
（Ｄ） 平成２５年３月２日（土）～３月３日（日） 
  
各日の活動時間： 
  土曜日１５：００～１９：００（間に適宜の休憩を含む。） 
  日曜日１０：００～１２：００ 
 
  

１ 活動期間 

各班７名程度。 

２ 募集人員 

３ 応募資格 

 本学の学生（保護者等の承諾が必要）で、本学の支援活動の
理念等に賛同する者。 
※ 中学生に対して５教科（国語、社会、数学、理科、英語）の学

習支援が可能な学生。 
※ 本学の支援活動の理念、ボランティア活動の基本方針につ

いては、本学ホームページを参照ください。 
http://www.u-tokyo.ac.jp/public/recovery/vol__01_policy_j.html 
  

４ 活動場所・内容 

 福島県相馬市内の応急仮設住宅の集会所を利用し、自習を基本
とする小中学生の学習支援を行う。なお、具体的な活動内容は、相
馬市教育委員会等と協議して決定する。 

５ 宿泊場所 

  相馬市内の賃貸アパート 
 ※相馬市が用意する宿泊施設で、原則参加者の負担はありません。 
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東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班 
  （学生支援センター地下１階 学生支援課内） 
   E-mail volunteer-jimu@ml.adm.u-tokyo.ac.jp 
   FAX ０３－５８４１－２５１９ 
   TEL ０３－５８４１－２５２９（内線２２５２９） 
 

東京～ＪＲ福島駅： 各自、ＪＲ等を利用（ＪＲ福島駅集合・解散） 
ＪＲ福島駅～相馬市内： 定期バス（福島交通）により移動 
相馬市内の移動（宿泊場所～活動場所）： タクシーを利用 
※ ＪＲ福島駅～相馬市内及び相馬市内の移動費用は、相馬市が負

担します。 
※ 東京～ＪＲ福島駅の交通費については、活動終了後に「ボランテ

イア活動支援金」を請求することにより、２万円を上限とする実費
額が大学から補助されます。（詳細は本学ボランティア情報ＨＰを
ご覧ください。 

http://www.u-tokyo.ac.jp/public/recovery/vol_02_shienkin_j.html） 

６ 現地等への移動手段 

７ 生活環境 

・ 宿泊 相馬市が用意する宿泊場所（寝具等あり）に宿泊します。 
・ 入浴 宿泊場所に設備があります。 
・ 食事 食事代を相馬市が負担。近隣に食堂、コンビニ等があります。 

８ 持ち物  

〈必需品〉着替え、洗面用具、入浴用品、タオル、ボランティア保険加入
が分かるもの（加入カード、加入証等）、現金（食事・飲み物、交通費、
他） 
〈その他〉携帯電話（充電器含）、時計、学生証、健康保険証、各自必要
な薬品、他 
※ 腕章、名札ケースを、大学で用意します。 

９ 注意事項等  

(1)  活動に当たっては、ボランティアの理念に沿って自己責任・自己
完結が原則となります。 
(2)  ボランティア保険への加入が必須です。各自が事前に、住所地
の社会福祉協議会で「災害ボランティア保険（天災Ｂプラン）」に加入
するようにしてください。 
(3) 参加に際し、「ボランティア活動届」を所属部局の教務担当へ提出
してください。 
なお、三陸沿岸周辺地域及び遠野市においてボランティア活動を行う
際に提出することとなっている「立ち入りの届出様式」については、本
件参加者は不要です。 
※ 以上の他、ボランティア活動に伴う注意事項等は、本学ボランティ

ア情報ＨＰの「災害ボランティアＱ＆Ａ」を参照ください。
http://www.u-tokyo.ac.jp/public/recovery/vol_04_QA_j.html 

１０ 応募方法等  

 別紙の「ボランティア活動申込書」に必要事項を記入の上、締切【１２
月２６日（水）】までに、下記「東京大学救援・復興支援室ボランティア
支援班」あて、E-mail添付又はFAXによりお送りください。参加の可否・
方法及び活動の詳細等については、追って申込書記載の連絡先あて
に連絡します。 
 なお、募集人員に達した時点で募集を終了しますので、ご承知置き
ください。 
  

１１ お問い合わせ  



（お知らせ） 

～オリエンテーション次第 
  
日時 平成２５年１月１０日（木）１８：００～１９：００ 
  
場所 学生支援センター3階  
     本部学生支援課ディスカッションルーム 
  
次第  
  
   18:00～18:30  ボランティア支援班 海老沢班員からの説明 
             「日程説明、連絡・注意事項等」 
   18:30～     相馬市学習支援ボランティア経験者 
                教養学部２年 波多野昂也さんから 
   18:40～     参加学生の顔合せなど 
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（２）申込書・お知らせ・オリエンテーション 



２．活動期間 
A班 平成25年1月19日 (土) ～ 1月20日 (日) 
B班 平成25年2月2日 (土) ～ 2月3日 (日) 
C班 平成25年2月16日 (土) ～ 2月17日 (日) 
D班 平成25年3月2日 (土) ～ 3月3日 (日) 
 
各日の活動時間： 
      土曜日１５：００～１９：００（間に適宜の休憩を含む。） 
      日曜日１０：００～１２：００ 

１．学習支援ボランティアの参加にあたって 
  
 福島県相馬市での学習支援ボランティア活動「寺子屋事業」は、
福島県相馬市及び相馬市教育委員会からの要請により、相馬市の
応急仮設住宅に入居している小・中学生を対象として、学習サポー
トを行うものです。 
 子どもたちからの質問等に応える形での支援が主となりますが、
活動時間内の時間配分やレクリェーションの実施等、学習サポート
の進め方はすべて任される予定ですので、リーダーを中心に話し
合って決めてください。 
 なお、活動に入る時には自己紹介等により児童・生徒との融和を
図っていただくとともに、適度のレクリェーションやフリータイムを組
み込んでの企画・実施をお願いします。 
  
 なお、活動場所の応急仮設住宅集会所又は談話室は市内４個所
に分散していますが、ローテーションにより各班３個所（２，３名ず
つ）で実施し、相馬市が手配するタクシーで移動します。 
  
  

 ３．活動日程 
１日目（土曜） 
 10:20 R福島駅東口10番バス集合 

※ 必ず時間までに集合してください 
  10:30 JR福島駅東口より高速バス乗車 

※ 事前に渡した回数券で高速バスに乗車してください 
   11:55 相馬市役所前降車 
   12:00 昼食 
   13:30 宿泊場所に集合 
      適宜、ミーティング等 

※ 相馬市担当者から鍵を授受し宿泊場所の説明を受
けてください。 

※ 宿泊場所と活動場所 (仮設住宅集会所) との間は
タクシーで移動します 

   15:00 学習支援活動開始 
※ 活動場所へは以下の物を持っていってください 

         □腕章 □名札 □飲み物 
※ 活動中は東京大学の腕章（水色）をつけてください 

  
 18:00 学習支援活動終了 
   19:00 宿泊場所へ到着 
      夕食、入浴、適宜ミーティング等 
   22:30 就寝 
２日目（日曜） 
    7:00 起床、清掃、朝食、出発準備 
    9:00 宿泊場所を出発 

※ 宿泊場所と活動場所 (仮設住宅集会所) との間は
タクシーで移動します 

   10:00 学習支援活動開始  
   12:00 学習支援活動終了 

※ 宿泊場所へ戻り適宜昼食等 
   14:25 相馬市役所前出発 

※ 事前に渡した回数券で高速バスに乗車してください。 
   15:50 JR福島駅東口到着・解散 

（３）参加者のしおり（抜粋） 

 
  
  
  

福島県相馬市 
学習支援ボランティア 

参加者のしおり 
  
  
  
 
  

平成25年1月10日 
東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班 
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ボランティア活動について 
1)本ボランティア活動については、大学が募集して
派遣することになりますが、 
基本的にはボランティアの理念に沿って自己責任、
自己完結を原則とします。 
（事前の準備・用意についても自己責任でしっかり
整えましょう） 
2)活動内容は、福島県相馬市及び相馬市教育委員会
の要請に基づいていますので、 
相馬市の担当者の方および、宿泊場所の管理者の方
の連絡事項や指示に従ってください。 
また、勝手な行動は活動の混乱を招きますのでご遠
慮ください。 



72 

班のリーダーを中心に連絡を取り合い、以下の別ルート
を経由して相馬市へ直接向かってください。 
また、リーダーは、ボランティア支援班の公用携帯 
(090-2373-1881または090-2373-1882) に状況の報告を
お願いします。 
 
□東京→仙台→亘理→相馬ルート 
08:56-10:37 (東京－仙台) :はやて19号 (E5系) (新青森行) 
↓ 
11:15-11:48 (仙台－亘理) :常磐線 (亘理行) 
↓ 
11:55-13:08 (亘理－相馬) :常磐線 (代行バス) (相馬行) 
 
□東京→仙台→相馬市役所前ルート 
09:56-11:37 (東京－仙台) :はやて21号 (E5系) (新青森行) 
↓ 
11:55-13:20 (仙台～相馬市役所) :福島交通バス 
 
上記のような経路で相馬市へ向かった際は、経路を記録
し、交通費の分かる領収書などを保管しておいてくださ
い (ボランティア活動支援金の申請に必要です)。 

もし、1日目の集合時刻に間に合わないときは… 

以下、６～７月の参加者のしおり（抜粋）と同様 



(４)活動報告 

平成２５年３月６日 
  
相馬市「寺子屋事業」学習支援ボランティア（1～3月）の活動報告 

  
 救援・復興支援室では、福島県相馬市及び相馬市教育委員会か
らの要請により、相馬市の応急仮設住宅に入居している被災児童
生徒を対象とした「寺子屋事業」に協力し、平成２４年６月から引き続
き、学習支援活動を実施している。今回は、平成２５年１～３月の期
間に全４班２５名の学生ボランティアを派遣した。 

   

  

  

  

【Ａ班】 
○参加学生：７名（学部学生４名、大学院学生３名） 
○日程：平成２５年１月１９日(土)～１月２０日(日)［１泊２日］ 
○宿泊場所：相馬市内賃貸アパート 
○活動場所：相馬市内の応急仮設住宅の集会所等 
（１日目）１月１９日（土）活動１５：００～１９：００ 
（２日目）１月２０日（日）活動１０：００～１２：００ 

※ 各仮設住宅集会所の参加児童生徒数 
 大野台 （土曜：７名、日曜：９名） 
 北飯渕 （土曜：７名、日曜：３名） 
 刈敷田 （土曜：８名、日曜：なし）   
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【Ｂ班】 
○参加学生：６名（学部学生５名、大学院学生１名） 
○日程：平成２５年２月２日(土)～２月３日(日) ［１泊２日］ 
○宿泊場所：相馬市内賃貸アパート 
○活動場所：相馬市内の応急仮設住宅の集会所等 
（１日目）２月２日（土）活動１５：００～１９：００ 
（２日目）２月３日（日）活動１０：００～１２：００ 

※ 各仮設住宅集会所の参加児童生徒数 
 大野台 （土曜：８名、日曜：６名） 
 刈敷田 （土曜：４名、日曜：なし） 
 柚木  （土曜：５名、日曜：２名） 
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【Ｃ班】 
○参加学生：６名（学部学生５名、大学院学生１名） 
○日程：平成２５年２月１６日(土)～２月１７日(日) ［１泊２日］ 
○宿泊場所：相馬市内賃貸アパート 
○活動場所：相馬市内の応急仮設住宅の集会所等 
（１日目）２月１６日（土）活動１５：００～１９：００ 
（２日目）２月１７日（日）活動１０：００～１２：００ 

※ 各仮設住宅集会所の参加児童生徒数 
 大野台 （土曜：６名、日曜：４名） 
 北飯渕 （土曜：１０名、日曜：８名） 
 柚木  （土曜：５名、日曜：５名） 

【Ｄ班】 
○参加学生：名（学部学生４名、大学院学生２名） 
○日程：平成２５年３月２日(土)～３月３日(日) ［１泊２日］ 
○宿泊場所：相馬市内賃貸アパート 
○活動場所：相馬市内の応急仮設住宅の集会所等 
（１日目）３月２日（土）活動１５：００～１９：００ 
（２日目）３月３日（日）活動１０：００～１２：００ 

※ 各仮設住宅集会所の参加児童・生徒数 
 北飯渕 （土曜：７名、日曜：４名） 
 柚木  （土曜：５名、日曜：３名） 
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○今回の学習支援全体を通じて感じたことは、いかに子どもたちと
関係を作り心を開いてもらうのかという点である。そのためには、2日
間で同じ学生が同じ集会所へ行くことが最も重要であると考えた。
初日の終了時点で「必ずまた明日来るからね！」と言えると言えない
では、児童生徒の心境は全く異なるであろう。(大学院修士課程2年
生) 
  
○子供の数が多く、私たち学生の人数が足りていないように思えた。
小学生と戯れる分には問題ないが、中学生に勉強を教える場合に
は、個々で扱う科目も異なるので1対1くらいの人数比が理想的であ
ろうと感じた。 (大学院博士課程1年生) 
  
○中学生２人は試験があるためずっと勉強していました。小学生は
学校の宿題や自習問題、漢字練習などをやっていましたが、ほとん
どの小学生は途中で止めてレクリエーションをしました。レクリエー
ションは鬼ごっこをした他、算数のゲームをしました。 その他に出
身国についての話をし、写真も見せました。(大学院博士課程2年生、
留学生) 
  
○小学生に関しては学習指導というよりも遊び相手になることが多
かった。宿題を放置したまま遊ぶ小学生も何人かいて、そういう小学
生には適宜「宿題は終わったの？」と聞いて学習を促すようにし、あ
まり「勉強しなさい」と強制することはしなかった。話を聞いた感じで
は、普段あまり大人と遊んでおらず、一人ラジコンで遊んだり虫取り
をしたりする子供もいたので、子供たちにとって大人世代と交わって
遊ぶいい機会になったのではないかと思う。(大学院博士課程１年
生) 
  
○漢字をバラバラにしたものから元の漢字を当てるゲームや数列に
空欄を設けて入るべき数と規則性を当てるクイズを行った。(専門職
大学院３年生) 
  
○各児童が持参した教材を題材としながら、個別に指導した。教科
は国語と算数が主。なにも持参しなかった児童に対しては、私が個
人的に持参した論理パズルの問題集を貸与し、それを解かせた。
途中で退屈がる者が数名現れたので、彼女らにはトランプに書かれ
た数字の総和をひたすら筆算させた。計算を終えた後に私が等差
数列の和の公式を用いて総和を瞬時に導出したところ、一同が驚い
ていた。(学部４年生) 
  
○集会所で勉強をする子と外で遊ぶ子に分けた。２つのグループ
に分けると、子どもたちは自分のしたいことをできる為いいと思う。遊
んでばっかりいる子には、１００マス計算をやるようすすめ、全問正解
したらお土産のボールペンをプレゼントすると言うと、夢中になって
解いていた。皆、遊びと勉強の切りかえをきちんとできる子ばかりで
あった。(大学院修士課程１年生) 
  
○以前の活動を経験して雰囲気を把握していたようで、「今日は何
をして遊ぶの?」と、大学生と遊ぶ場として位置づけられていたよう
だった。本来の目的とは異なるが、普段好きなように体を動かせて
いない子供たちにとって、このような機会は有意義なものであると考
える。(専門職大学院1年生) 
  
○何も聞かずに遊び、勉強を教える。こういう存在も大切だと思う。
変に震災を気にして気を使うこともなく自然体でいられる空間。そう
した空間を作るべきだと私は思う。(専門職大学院1年生) 
  

【ボランティア参加学生の活動報告（抜粋）】 

 ○初めに遊んで過ごすということはのちに学習支援をする上で
重要ではないかと感じます。なぜならその時間である程度の信頼
関係を築かないことには、こと遊び盛りの男子小学生などには勉
強をしてみようと言っても拒まれてしまうからです。初日はまったく
学習関係のことに耳を貸さなかった子たちが、２日目にはこちらの
出した計算問題やクイズに興味を示して取り組むといった変化が、
多少なりとも見られました。(学部4年生) 
  
○小5の男の子は「俺、寺子屋来た人のことみんな覚えてる、みん
なと思い出作ってんだ。だから、お兄さんとは鬼ごっこして思い出
作りたい。」と言ってくれた。(学部4年生) 
  
○中学1年生の男の子と中学3年生の女の子に英語を教えた。2
人とも非常にまじめで、勉強に対する意識が高かった。 
男の子は英語を習い始めたばかりで、英語に対する取り組み方
や基本的なことを中心に教えた。女の子は勉強がよくできる子で、
英語以外の科目のレベルも非常に高く、模試 (英語) の解説を
行った。女の子に関しては学校生活の相談などにも乗った。(学
部1年生) 
  
○小学生７人の参加で勉強は全くせず、外でずっと鬼ごっこをし
ていた。皆元気で、屋根に登ったりボールを投げたりコーンを
ひっくり返したりしていた。そんな元気いっぱいの小学生の相手
はやや疲れた。やたらだっこをせがむところなど少し気になる部
分もあった。(学部4年生) 
  
○最初はサッカーをしていましたが、途中で女の子が習字を始め、
サッカーが終わったら室内でカードゲームをしました。合計を１０
にするカードゲームで、５歳の女の子が足し算を理解しながら
カードを出せるようになりました。(学部4年生) 
 
○ １日目は、他のボランティア団体が高齢者支援を行う時間と並
行していたが、その傍らで漢字の勉強をしたり、ボードゲームで遊
んだりした。その後小４～小６の男子４名程度が合流し、一緒に
サッカーをした。どの生徒も人懐こくて、楽しい時間を過ごせた。
（博士課程1年） 
 



【福島県学習支援ボランティア：大熊町教育委員会】 

（１）募集要項 

           平成２４年７月５日 

学生の皆さんへ 

救援・復興支援室ボランティア支援班 

  

福島県大熊町の学習支援ボランティアの募集について 

 東京大学では、東日本大震災による災害からの復興、再生に向
けて、大学全体で支援活動の取組みを進めているとともに、学生
や教職員が自主的・自発的な支援活動を展開しています。 
 このたび春季（３月）の活動に引き続き、福島県大熊町教育委員
会からの要請により、大熊町から会津若松市に避難している中学
生を対象として、学習支援活動等を行う学生ボランティアを募集し
ます。 
 下記の内容をご覧いただき、積極的な応募をお願いします。 

平成２４年８月１７日(金)～８月２４日(金)  ＜７泊８日＞ 

１ 活動期間 

１０名程度。 

２ 募集人員 

３ 応募資格 

 本学の学生（保護者の承諾が必要）で、本学の支援活動の理念
等に賛同する者。 
※ 中学生に対して５教科（国語、社会、数学、理科、英語）の学

習支援が可能な学生。 
※ 本学の支援活動の理念、ボランティア活動の基本方針につい

ては、本学ホームページを参照ください。 
http://www.u-tokyo.ac.jp/public/recovery/vol__01_policy_j.html 

４ 活動場所 

大熊中学校（福島県会津若松市内）の教室を利用 

５ 活動内容 

  中学生を対象として、自習形式を主とした学習支援を行う。 
  なお、具体的事項は、大熊町教育委員会等と協議の上、追って
決定します。 

東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班（学生支援セン
ター地下１階 学生支援課内） 
   E-mail volunteer-jimu@ml.adm.u-tokyo.ac.jp 
    FAX ０３－５８４１－２５１９ 
    TEL ０３－５８４１－２５２９（内線２２５２９） 
 

８月１７日（金）（移動日） 
 １２：００  東京駅を出発（各自） 
 １５：００  会津若松駅に集合 
 １６：００  会津自然の家に到着 
   （適宜ミーティング等／自由時間） 
 ２２：００  就寝 
８月１８日（土）～８月２３日（木）（活動日） 
  ６：００  起床、朝食等 
  ９：００  送迎用バスにより会津自然の家を出発 
 １０：００～１６：００ 学習支援活動（昼食持参／生徒と一緒に） 
 １７：００  送迎用バスにより宿泊場所に到着 
     （適宜ミーティング等／自由時間） 
 ２２：００  就寝 
８月２４日（金）（活動及び移動日）  
  ６：００  起床、朝食等 
   ９：００  送迎用バスにより会津自然の家を出発 
 １０：００～１６：００ 学習支援活動（昼食持参／生徒と一緒に） 
  １７：００  会津若松駅にて解散 

７ 活動日程 

東京駅～会津若松駅の移動／各自ＪＲ等利用（活動終了後に
「ボランティア活動支援金」を請求することにより大学が補助） 
会津若松駅～会津自然の家～大熊中学校の移動／会津自然
の家所有の送迎車（無料） 
  

８ 現地等への移動手段 

９ 生活環境 

 宿泊、入浴環境は、会津自然の家の施設利用となります。（施設
使用料、クリーニング代は大学負担。食事代及び活動場所での昼
食は各自負担となります。） 

１０ 持ち物  

〈必需品〉着替え、洗面用具、入浴セット、タオル、ボランティア保
険加入が分かるもの（加入カード、加入証等）、現金（食事・飲み
物、交通費、他） 
〈その他〉携帯電話（充電器含）、時計、学生証、健康保険証、各
自必要な薬品、他 
※ 腕章は、大学で用意しています。 

１１ 注意事項等  

(1) 活動に当たっては、ボランティアの理念に沿って自己責任・
自己完結が原則となります。 
(2) ボランティア保険への加入が必須です。各自が事前に、住所
地の社会福祉協議会で「災害ボランティア保険（天災Ｂプラン）」に
加入するようにしてください。 
(3) 参加に際し、「ボランティア活動届」を所属部局の教務担当へ
提出してください。 
※ 以上の他、ボランティア活動に伴う注意事項等は、本学ボラン
ティア情報ＨＰの「災害ボランティアＱ＆Ａ」を参照ください。
http://www.u-tokyo.ac.jp/public/recovery/vol_04_QA_j.html 
 
１２ 応募方法等  

 別紙の「ボランティア活動申込書」に必要事項を記入の上、締切
日【３月１４日（水）】までに下記「東京大学救援・復興支援室ボラン
ティア支援班」あて、E-mail又はFAXによりお送りください。 
参加の可否については、追って申込書記載の連絡先あてに連絡
します。なお、満員になり次第募集を終了いたします。 

１３ お問い合わせ  

６ 宿泊場所 

福島県会津自然の家（会津坂下町） 
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４、福島県大熊町の避難生徒への 
学習支援ボランティアの派遣 

平成24年３月の春休み期間中に引き続き、平成24年8月の夏
休み期間中の7泊8日で、大熊町教育委員会からの要請により、
同町から会津若松市に避難している大熊中学校の生徒（仮設
住宅、借上げ住宅、旅館、ホテル等で避難生活中）を対象とし
て、主に自習形式での教室における学習サポートを行いまし
た。 



（２）申込書・お知らせ・オリエンテーション 

（お知らせ） 
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～オリエンテーション次第 
  
    
日時 平成２４年８月８日（月）１３：３０～１５：００ 
  
場所 学生支援センター3階  
    本部学生支援課ディスカッションルーム 
  
次第  
13：30～14：00  ボランティア支援班 市村桃子班員からの説明 
            「日程説明、連絡・注意事項等」 
   
14：00～14：15  3月の福島県大熊町学習支援ボランティア参加者 
         総合文化研究科博士課程 １年  
                        若杉誠さんの経験談 
 
14：15～     参加学生の顔合わせ、リーダー決めなど 
  



（３）参加者のしおり（抜粋） 

  
福島県 

学習支援ボランティア 
参加者のしおり 

 
  
  
  
  
  

 平成２４年８月８日 
 

東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班 
  

２．活動期間 
  平成２４年８月１７日(金)～８月２４日(金)  ＜７泊８日＞ 

１．学習支援ボランティアの参加に当たって 
  
「福島県大熊町の避難生徒への学習支援」は、大熊町教育委員
会からの要請により、同町から会津若松市に避難している大熊
中学校の生徒（仮設住宅、借上げ住宅、旅館、ホテル等で避難
生活中）を対象として、主に自習形式での教室における学習サ
ポートを行うものです。 
教室の分け方やタイムスケジュール、学習サポートの進め方や
分担等はすべて任される予定ですので、リーダーを中心に話し
合って決めてください。 
なお、初日の開講時には自己紹介や学習方法等の話題提供に
より生徒との親睦を図っていただくとともに、１日１～２時間程度
のレクリェーションやフリータイムを組み込んでいただき、それら
の企画・実施をお願いします。 
  
活動場所の大熊中学校は、会津若松市内の大熊町役場会津若
松出張所の２階に設置されており、宿泊場所の会津自然の家か
ら、送迎バスにより毎日通うことになります。 
  
  

３．活動日程 
 
 ８月１７日（金）（移動日） 
  １５：００ 会津若松駅に集合（現地集合） 
         → 駅前から送迎バス（予定）で大熊中学校へ移動 
  １５：２０  大熊中学校（大熊町教育委員会２F）に到着後打合せ等 
  １６：００ 送迎バスで大熊中学校から会津自然の家へ移動 
  １７：００  会津自然の家に到着 
        オリエンテーション、夕食、入浴、適宜ミーティング等 
  ２２：００  就寝 
  
 ８月１８日（土）～８月２３日（木）（活動日） 
   ６：００  起床、洗面、清掃等 
   ７：２０  朝食、出発準備等 
   ９：００  送迎バスで会津自然の家を出発 
  ９：５０～１４：５０ 学習支援活動（昼食持参／生徒と一緒に） 
 １６：２０  送迎バスで会津自然の家へ移動 
 １７：００  会津自然の家に到着 
         夕食、入浴、適宜ミーティング等 
  ２２：００  就寝 
（活動に持っていくもの） 
□救急バッグ □腕章 □名札 □デジカメ □昼食 □飲み物 
  
８月２４日（金）（活動及び移動日） 
  ６：００  起床、洗面、清掃等／帰り支度をする 
   ７：２０  朝食、出発準備等 
   ９：００  送迎バスにより会津自然の家を出発 
  ９：５０～１４：５０ 学習支援活動（昼食持参／生徒と一緒に） 
 １６：２０  送迎バスで会津若松駅へ移動 
 １７：００  会津若松駅にて解散（現地解散） 
  

目   次 
  

１．学習支援ボランティアの参加に当たって    ・・・ 1 
２．活動期間                  ・・・ 2 
３．活動日程・日程表              ・・・ 2～4 
４．参加者名簿                 ・・・ 5 
５．事前準備と持ち物              ・・・ 6 
 １ ボランティア活動について 
 ２ ボランティア保険への加入について 
 ３ 大学への届出 
 ４ 持ち物 
 ５ 食事・入浴について 
  
６．注意事項等                 ・・・ 7～10 
  ・ 活動するに当たっての心構え 
  ・ 地震発生時の注意事項 
  ・ 急病等発生時の注意事項 
  
７．こんな時はどうする（Q＆A）         ・・・ 11～12 
  
参考資料 
 ①関係機関・施設 
 ②福島県会津自然の家利用の手引き 
 ③大熊中学校（大熊町役場会津若松出張所）周辺MAP 
 ④福島県会津自然の家～大熊中学校のＭＡＰ 
 ⑤ボランティア保険加入手続きの手順・留意点・Q&A 

●学習支援をするに当たっての注意点 
  
（附属中学校教諭の講話より） 
① 公の活動であること。 
  アルバイトとは異なり、教育委員会の正式な依頼をうけて大学の  
  代表として活動することを肝に銘じてほしい。 
② 言動に注意すること。 
  普通のことが迷惑になる場合もある。 
③ 全体的なサポートをすること。 

• 問題の正誤だけでなく学習の方法に注意し、自立した学習の形
成を促す 

• 家庭での勉強法にも配慮する（日頃の生活を含めた心のケア） 
 → 一時の正解ではなく、長い目で見た学習方法を 
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※１ 東京駅～会津若松駅の移動は、各自ＪＲ等を利用し、領収書
又は切符購入証明を保管しておいてください。活動終了後に「ボラ
ンティア活動支援金」を請求することにより、2万円を上限とする交

通費相当額（迂回した場合など減額される場合があります。）が補
助されます。（別紙参照） 
※２ 会津自然の家～大熊中学校の移動は、送迎用のバスを利用
しますので、各自の負担はありません。 
※３ 学習支援活動が終了した後、速やかに「学習支援ボランティ
ア活動報告書」を提出願います。 
※４ 食事・飲み物代は、すべて各自の負担となります。 
朝食（410円）・夕食（560円）は、会津自然の家の食事（バイキング

形式）をとっていただきます。昼食は、大熊中学校の生徒と一緒に
とっていただきますが、弁当等の調達方法は参加者相互で話し
合って決めてください。近所に配達可能な弁当屋も幾つかあるので、
利用が可能です。 
※５ 会津自然の家の生活の注意事項は参考資料を参照してくだ
さい。 
※６ 災害ボランティア保険は必ず出発前に各自で加入してくださ
い。 
 

６．注意事項等 
 
            活動するに当たっての心構え 
[全般] 
（１）ボランティア活動は自己責任・自己完結が原則です。事前に
自分自身でも十分な情報収集・確認を行い、活動場所での飲み
物、食べ物、常備薬、適切な服装、保険等、必要な備えをして被
災地に入りましょう。 
  
（２） 復旧や復興の主役は被災された方です。 
ボランティアはそれをサポートする存在であるという原則を忘れな
いように心がけましょう。 
  
（３）被災された方と話をする際は、相手と同じ目の高さに自分の
姿勢を合わせて、自然に接することを心がけましょう。 
  
（４） 仲間内の話での笑い声が、被災された方の誤解を招くことも
あります。言動などへの気配りを忘れないようにしましょう。 
  
（５）写真やビデオ撮影をする場合は、被災された方や被災地の
気持ちを配慮して行うようにし、被災された方が特定できる写真は、
その方の了解を得てから撮影しましょう。 
  
（６）団体行動が原則となります。仲間とよく話し合い、一人で抱え
込まないようにしましょう。また、単独での行動は避けましょう。 
  
（７）被災された方の立場をできるだけ理解し、自分の判断を押し
つけるようなことは避けましょう。また、必要以上に自分の経験や
考えを振りかざすことは避けましょう。 
  
（８）ボランティア活動は、やってあげるのではありません。自分の
やりたいことをやるのではなく、できることをやらせてもらうと心得
ましょう。 

 [安全面] 
（９）活動するためには災害保険の加入が必須です。お住まいの地
域の社会福祉協議会で加入できますので、事前に各自で「災害ボラ
ンティア保険(天災Ｂプラン)」（東京都の場合は1000円）に加入してく
ださい。 
  
（１０）自分の体調を見極めよう。調子が悪い時は「活動しない」も選
択肢です。おかしいなと感じたら、活動をやめてリーダーに伝えま
しょう。 
（１１）暑い時期ではありますが、露出度の高い服装はやめましょう。 
 
                       ＜会津地方の気候＞会津若松市 
  
             
  
 
 
 
 
        
             
 
                             （福島県HPより） 
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５．事前準備と持ち物 
  
  
１ ボランティア活動について 
1) 本ボランティア活動については、大学が募集して派遣するこ

とになりますが、基本的にはボランティアの理念に沿って自己責
任、自己完結を原則とします。 
2) 活動内容は、福島県大熊町教育委員会の要請に基づいて

いますので、担当者等の連絡事項や指示に従ってください。また、
勝手な行動は活動の混乱を招きますのでご遠慮ください。 
  
２ ボランティア保険への加入について 
ボランティア保険への加入が必須です。各自が事前に、住所地
の社会福祉協議会で「災害ボランティア保険（天災Ｂプラン）」
（東京都の場合は1,000円）に加入するようにしてください。 
  
３ 大学への届出 
参加に際し、学生は「ボランティア活動届」を所属部局の教務担
当へ提出してください。 
  
４ 持ち物 
〈必需品〉着替え、洗面用具、入浴用品、タオル、運動靴（室内レ
ク用）、ボランティア保険加入がわかるもの（加入カード又は加入
証等）、現金 
〈その他〉携帯電話（充電器含）、時計、学生証、健康保険証、各
自必要な薬品、他 
  
５ 食事・入浴について 
 食事は、朝・夕は会津自然の家でのバイキング形式で、１日当
たり朝食４１０円、夕食５６０円の食費がかかります。 
活動日の昼食は、大熊中学校の生徒と一緒にとっていただきま
すが、弁当等の調達方法は参加者相互で話し合って決めてくだ
さい。近所に配達可能な弁当屋もいくつかあるので、利用が可
能です。 
 入浴時間は、会津自然の家にて17：00～21：30の間ですが、他

団体の利用状況によっては事前調整があります。ボディーソー
プ、シャンプーはありますが、タオル等は各自準備してください。
ドライヤーは2台設置されておりますが、洗面所でご利用ください。
（設置場所以外で使用するとブレーカーは落ちるそうです。） 
  



 
急病等発生時の注意事項 

 
  
・出発前に急病等の不測の事態が生じたときや活動中に怪我や
急病等の不測の事態が生じたときは、速やかにボランティア支援
班事務局までご連絡ください。 
   
≪連絡先≫ 東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班事務
局 
（学生支援センター地下１階 学生支援課内） 
    E-mail   volunteer-jimu@ml.adm.u-tokyo.ac.jp 
    （当日の場合） volunteer1882@docomo.ne.jp 
    直通電話   ０３－５８４１－２５２９（平日９時～１７時） 
    携帯電話   ０８０－２３７３－１８８１、１８８２ 
    

 
・意識を失った者を発見した場合には、むやみに移動させず、安
静な体勢にしてください。 
・少人数での行動時や保健師等の資格保持者が周りにいない場
合には、応急措置を行うとともに、周りの人に声をかけ、直ちに救
急通報（１１９番）を行ってください。 
  

80 

 地震発生時の注意事項 
  
  
（バス乗車時に地震が発生したら） 
・走行中に地震が発生した場合、運転手の判断により車を路肩に
停車させますが、運転手 の指示に従って車内で待機してくださ
い。 
地震が収まり、運転手の指示により車外で待機する場合には、バ
スの前方の路肩で待機してください。特に、高速道路では、むやみ
に走行車線に出ると危険ですので、決して走行車線には出ないで
ください。 
  
（ボランティア活動中に地震が発生したら） 
・活動場所に到着したら、直ちに避難経路、避難場所の確認を行っ
てください。 
・屋外で活動中に地震が発生したら、頭上の落下物の危険のない
場所へ退避してください。 
  揺れが収まりましたら、地元の防災無線による指示等に従ってく
ださい。 
・沿岸地域で活動中の場合には、揺れが収まりましたら地元指定
の高台の避難所へ退避してください。 避難経路や避難場所が不

明の場合には、最寄りの裏山やコンクリート製の高層建物（できれ
ば４階以上が望ましい）に避難してください。 
・体育館等の避難所で活動中に地震が発生したら、天井構築物や
照明器具等の落下に注意 するとともに、避難所責任者の指示に
従ってください。 
・余震が想定される場合には、揺れが収まってから屋外に退避して
ください。 
・自身の安全確保と同時に、子供や高齢の避難者の誘導等にも心
がけてください。 
  
（宿泊場所：会津自然の家で地震が発生したら） 
・会津自然の家に到着したら、直ちに避難経路、避難場所の確認
を行ってください。 
・台所等で火器を使用中の場合には、直ちに火を止めてください。
その際、やけどをすることのないよう、注意してください。 
・万一、火災が発生してしまったら、直ちに備え付けの消火器を使
用して初期消火に努めてください。同時に、消防署（１１９番）へ緊
急連絡を行ってください。 
・余震が想定されるようでしたら、揺れが収まった後、外へ退避して
ください。 
・会津若松市の防災無線による指示がありましたら、落ち着いてそ
の指示に従ってください。 
  
東北地方では、今も余震が度々発生していますので、地震や津波
に十分注意して行動してください。 

 
[学習支援ボランティア] 
（12）公の活動であるため、本学の学生として言動や行動に注意
しましょう。 
  
（13）今後の本学の学習支援ボランティアに活かすため、活動後
にボランティア活動報告書を提出してください。 
  
（14）学習をサポートすることと同時に、生徒たちに友達と集まる

場所を提供するという意味もあります。レクリェーション企画等を
通じて生徒たちと一緒に過ごす時間を楽しみましょう。 
  



７．こんな時はどうする（Q&A） 
［目次］ 
①急に参加できなくなった時は？ 
②急に帰京しなければならなくなった時は？ 
③活動場所に忘れ物をした時は？ 
④活動中に地震が発生した時は？  
⑤活動中に負傷した時の補償は？ 
⑥パソコンを持参しても使用できますか？ 
⑦負傷して入院することになった場合はどうなりますか？ 
⑧期間終了後に引き続き遠野市に滞在してボランティア活動を行
いたいのですが、一緒に帰京しなくてもよいですか？ 
⑨ボランティア活動中に困ったことが起きた場合はどうすれば良
いですか？ 
  
Q-1 急に参加できなくなった時は？ 
A 遅くとも、出発日の前日（前日等が土・日曜日・休日の場合は
その前の平日）の17時までにボランティア支援班事務局までご連

絡ください。また、出発当日に参加できなくなった場合は、至急下
記の携帯電話までご連絡ください。 
（連絡先）東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班事務局 
（学生支援センター地下１階 学生支援課内） 
   E-mail  volunteer-jimu@ml.adm.u-tokyo.ac.jp 
 （当日の場合） volunteer1882@docomo.ne.jp 
   直通電話  ０３－５８４１－２５２９（平日９時～１７時） 
   携帯電話  ０８０－２３７３－１８８１、１８８２ 
    
Q-2 急に帰京しなければならなくなった時は？ 
A 何らかの緊急の事情により、急に帰京しなければならなくなっ

た場合には、ボランティア支援班職員（０８０－２３７３－１８８１、１
８８２）に連絡をしてからお帰りください。 
  
Q-3 活動場所に忘れ物をした時は？ 
A まずは、忘れ物をしないよう、各自注意してください。忘れ物を

してしまった場合には、ボランティア支援班職員（０８０－２３７３－
１８８１、１８８２）に相談してください。ひとりで取りに行くようなこと
はしないでください。 
  
Q-4 活動中に地震が発生した時は？ 
A 活動場所へ到着したら、まずは現地の避難経路及び避難場所

を確認してください。地震が発生したら、家屋の倒壊、落下物等に
注意し、身を守ってください。揺れが収まってから、避難場所へ速
やかに移動してください。その際、決して単独行動はしないでくだ
さい。 
   
Ｑ-5 活動中に負傷した時の補償は？ 
A 天災Ｂプランに加入している方で支給要件を満たす場合は、社
会福祉協議会のボランティア活動保険の補償が受けられます。 
 （例） 死亡保険金          2,000万円 
     後遺障害保険金       2,000万円（限度額） 
     入院保険金日額         11,000円 
     通院保険金日額           6,370円 
     賠償責任保険金（対人・対物共通） ５億円（限度額） 
  
Ｑ-６ パソコンを持参しても使用できますか？ 
A  大熊中学校及び会津自然の家には、ネットワーク環境が整備
されていませんので、ケーブルを用いての使用はできません。 
また、無線LANであってもサービス提供エリア外の会社もあるため、
事前に確認をお願いします。 
  
Ｑ-７ 負傷して入院することになった場合はどうなりますか？ 
A ボランティア申込書に記載された緊急連絡先に連絡を取り、病

院の付き添いや迎えをお願いする予定です。それ以外にもその方
が不在の場合も想定して確実に連絡がとれる方のお名前と連絡
を複数把握しておくようにお願いします。 
  

Ｑ-８ 期間終了後に引き続き現地に滞在してボランティア活動を
行いたいのですが、一緒に帰京しなくてもよいですか？ 
A 集合時間・場所から解散場所まで団体行動を守っていただけ
れば、一緒に帰京しなくてもかまいません。 
  
Ｑ-９ ボランティア活動中に困ったことが起きた場合はどうすれば
良いですか？ 
A 参加者相互で協議して対応してください。対応困難な場合は、
ボランティア支援班事務局へご相談ください。 
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（４）活動報告 
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平成２４年８月３０日 

 
  

「福島県大熊町の避難生徒への学習支援（８月）」の活動報告 
  
 「福島県大熊町の避難生徒への学習支援」は、福島県教育委員会
及び大熊町教育委員会からの要請により、大熊町から会津若松市
に避難している大熊中学校の生徒（仮設住宅等で避難生活中）を対
象とした学習支援活動で、平成２４年３月実施の第１回目（７泊８日）
に続き、本年８月１７日（金）～８月２４日（金）の間に、１１名の学生
ボランティアを派遣し実施した。 
  
【活動概要】 
○ 日程：平成２４年８月１７日(金)～８月２４日(金) ［７泊８日］ 
○ 参加学生：１１名（学部学生４名、大学院学生７名） 
○ 宿泊場所：福島県会津自然の家（会津坂下町） 
○ 活動場所：大熊中学校（会津若松市内の仮校舎）の教室を利用 
○ 活動日程 
   ８月１７日（金）  現地集合、活動打合せ、 
              オリエンテーション・ミーティング等 
８月１８日（土）～８月２３日（木）活動９：５０～１４：５０ 
              学習、レクリェーションの時間割、進め方等は 
              すべて学生が主体に決定。 
   ８月２４日（金）  活動後、現地解散 
  
※ 参加生徒数（各日午前・午後の延人数） 
   １８日（土）：中学１年生１１名、２年生２０名、３年生 ５名 
   １９日（日）：中学１年生１４名、２年生１３名、３年生 ４名 
   ２０日（月）：中学１年生 ３名、２年生１７名、３年生 ２名 
   ２１日（火）：中学１年生 ５名、２年生１０名、３年生 ４名 
   ２２日（水）：中学１年生 ３名、２年生１６名、３年生 １名 
   ２３日（木）：中学１年生 ２名、２年生１６名、３年生 ４名 
   ２４日（金）：中学１年生 ２名、２年生１７名、３年生 ５名 
 
 
また、活動初日（１８日）に開講式、２４日には閉講式が行われ、学
生ひとりひとりがメッセージを伝えるとともに、記念品を贈呈した。 
         
           
              
              

開講式での小野田校長の挨拶 

学習支援活動の開始の様子 

 勉強の間にレクリェーション 

学習後にみんなで記念撮影 

 学習する生徒たち  
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○生徒さん達はすごく真面目で，しっかりと学校の宿題等に取り
組んでいました．その中でも，学校の勉強についていけていない
ような生徒さんには，東大生が一人付いて，しっかり教えました．
勉強が良くできる生徒さんには，プラスαの知識を話すと，興味深
そうに聞いてくれました。(大学院修士課程1年生) 
  
 
○前回の活動を経験したメンバーが自分を含め二人おり、また中
学生も前回参加した生徒が多数であったため、極めてやりやす
かったように思う。参加した大熊中の生徒や、参加学生自身にとっ
ても、大変好評な企画であったと受け取っている。機会があれば、
また実施することを強く望む。(大学院博士課程1年生) 
 
  
○学習の合間にレクレーションを行った。特に中１、中２の生徒は
集中力に限界があり、レクレーションを楽しみに学習に励んでいる
生徒も見受けられた。内容は学年ごとの話し合いで決められ、学
習を交えたレク（英単語しりとり、部首書き出し、また大学での研究
を模したディスカッション等）や、フルーツバスケット、カードゲーム
（トランプやウノ）など行った。(大学院修士課程２年生) 
 
  
○午前中から15時まで集中力の続かない生徒も多いので、特に
1・２年生に対してはレクリエーションを取り入れた。フルーツバス
ケットやウインクキラーなど、楽しむだけのレクも行ったが、ゲーム
理論、フェルミ推定、ディスカッションなどの頭を動かすレクも多く
行い、概して好評であったと思われる。(専門職大学院生) 
 
  
○生徒は学年ごとに3教室に分け、夏休みの課題となっている
ワークブックを中心に、各自の学習進度や希望に基づいて解説・
講義を行った。１・２年生に関しては、自習中の集中力が持たない
生徒もいたため、午前・午後ともに３０分程度のゲームなどを行い、
学習には集中して臨めるよう配慮した。 (学部学生) 
 
  
○基本的には生徒に自習学習をしてもらい、分からない部分につ
いて質問してもらうという形を取った。各学年ごとにある程度メン
バーを割り振ったが、その日の参加生徒数等を考慮しつつ各自
柔軟に生徒の対応に当たった。(専門職大学院生) 
 
  
○生徒と話したりご飯を食べたりしている時には、生徒は至って元
気で、普通の生活を送っているように感じたのですが、震災と原
発事故からショックを受けていることは間違いないと思います。特
にそれだからといって、生徒に対して特別な接し方をする必要は
ないと思いますが、震災や原発の話をすることには慎重になった
方がよいと思いました。(学部２年生) 
 

【学習支援に参加した中学生の声】 
 
●とてもたのしかったです。また来てください、まっています。勉強を
おしえていただき、ありがとうございました。 
 
●1週間のお世話になりました。とても…いや、とてつもなく楽しかっ
たです。また来てください。 
 
●分かりやすかったし大学生(東大)とも仲良くなったので、ちょー楽し
かったです 
 
●ものすごくていねいで、わかるまでやってくれたりしたので勉強が
おもいっきりできました。次も勉強会をやりたいと思っています。 
 
●東大生に分からない事がたくさん聞けたので、とても良かったです。
分からないところから話を広げて聞けたのもよかったです。レクリエー
ションも種類が豊富にあって、とても楽しかったです。昼ご飯の時など
も、楽しくしゃべりながらできてよかったです。とてもいい経験になりま
した。ありがとうございました。 
 
●最後の2日間しかいませんでしたが、わかりやすくていねいにおし
えてくれて、宿題が進みました。また冬休みや春休みに来てほしいで
す。次は、しっかり毎日参加したいです。 
 
●楽しかった!!次あったら、また来てほしいです。 
 
●みんなキャラがこくておもしろかったです。1週間お世話になりまし
た。 
 
●けっこう楽しかったです。冬休みもやってほしい。もっと長い期間
やってほしい。 
 
●東大の人に勉強をおしえてもらって、すごく頭に入りました。すごく
おもしろかったです。次も来てほしいです。 
 
●今回、夏休みの課題がピンチだったので、とても助かりました。期
間が短く感じたので、もっと延ばして欲しいと思いました。勉強会のお
かげで、今まで分からなくてもほったらかしにしていたところが分かる
ようになったので、良かったです。最初に比べれば、大分かしこくなり
ました。有り難うございました。 

【ボランティア参加者の活動報告（抜粋）】 



【第４回ボランティア活動報告会】 

（お知らせポスター） 

「第４回ボランティア活動報告会」が開催される 
  
１０月１０日（水）午後６時から、駒場キャンパス数理科学研究科大
講義室において、本学の学生及び教職員７５名の参加の下、「第
４回ボランティア活動報告会」が開催された。 
開会に当たり、濱田純一総長から挨拶があり、ボランティア活動に
参加した学生及び教職員に対するねぎらいと激励の言葉及び震
災ボランティア活動の取組みは極めて意義深い旨が述べられた。 
続いて、本年度上半期に実施したボランティア活動報告があった。
ＧＷ、夏季のボランティア隊及び岩手県陸前高田市「学びの部
屋」、福島県相馬市「寺子屋事業」、福島県大熊町での学習支援
への各参加代表者並びに自主的に宮城県七ヶ浜町でボランティ
ア活動を行った学生からそれぞれ報告され、活動の概要とともに
被災地の状況や実体験に基づく提言、アドバイス等極めて有益な
情報が伝えられた。 
 最後に、武藤芳照理事・副学長（ボランティア支援担当）から、
報告者への謝辞とともに活動の内容や取組みが大きく進化してき
ている旨と更に継続性と多様化に繋げていきたい旨が述べられ、
有意義な報告会となって終了した。  
  

武藤理事・副学長
から閉会の挨拶 

濱田総長から
開会の挨拶 
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５、ボランティア活動報告会 

本学構成員によるボランティア活動の体験報告等により、今
後の活動計画への参考に資するため、平成23年度は計３回、
平成24年度は大学企画のボランティア活動の報告を中心に 
第4回ボランティア活動報告会が開催されました。 

ＧＷボランティア隊：  
斉藤美樹氏 

（本部奨学厚生課職員） 

夏季ボランティア隊： 
入手藤雄氏 

（医学部附属病院医事課副課長) 

宮城県七ヶ浜町ボランティア 
センターでの活動報告： 

篠原光太郎氏 
（工学部システム創成学科４年）  

陸前高田市「学びの部屋」： 
冨田真緒氏 

（教養学部前期課程２年） 

相馬市「寺子屋事業」： 
山本達人氏 

（教育学研究科修士課程２年） 
福島県大熊町学習支援： 

若杉誠氏 
（総合文化研究科博士課程１年） 

会場の様子 



６ 、被災地ボランティア座談会～この営み
を続けていくために～ 
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本学では引き続きボランティア活動を推進しているが、被災地においては時の経過とともに、ボランティア数は大きく減
少している。そこで、大学においてボランティア活動を推進する意味や継続的な活動についての理解を深めてもらうこと
を目的として、ボランティア支援担当理事・副学長とボランティア活動に参加した学生との座談会を行い、その模様を
「学内広報の特集号」に掲載しました。 
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７、ボランティア活動支援金 

東日本大震災に係るボランティア活動支援金の取扱要項 

 １（趣旨） 

６（支援金の支払方法） 

 支援金は、申請者が指定した金融機関の口座に振り込むもの
とする。 

ボランティア活動支援金の申請要領 

  「東日本大震災に係るボランティア活動支援金の取扱要項」の
４に基づく、ボランティア活動支援金の申請手続については、下
記の要領により行います。 
 なお、申請手続は当該ボランティア活動の終了後に行うことに
なりますが、申請時の提出書類の中には事前に様式を準備して
いく必要のある場合がありますので、ご注意ください。 

１ 申請資格 

本学の「東日本大震災にかかる救援・復興支援のためのボラン
ティア活動について（平成２３年６月７日通知）」、「教職員・学生の
救援・復興支援活動に当たっての留意点について（平成２３年８月
２日通知）」等の通知の趣旨に沿って、被災地でボランティア活動
を行う本学の学部学生及び大学院学生を対象とします。 

２ 申請対象となる活動内容 

（１） 東日本大震災による被害を受けた青森県、岩手県、宮城
県、福島県、茨城県及び千葉県のうち、特に被害の甚大な市町
村における救援・復興に関わるボランティア活動であって、公的
団体又は社会的に認知されているＮＰＯ・ＮＧＯ団体等（以下「公
的団体等」という。）が主催する活動に従事する場合とします。 
（２） 平成２３年１２月６日以降の活動を対象とします。 

 平成２３年１２月６日 
  救援・復興支援室 
 

 この取扱要項は、東日本大震災の被災地域において救援・復
興に関わるボランティア活動を行う本学の学生を支援するため、
必要な事項を定める。 

 ２（支援対象予定者） 

 支援対象予定者は、東日本大震災による被害を受けた青森
県、岩手県、宮城県、福島県、茨城県及び千葉県のうち、特に
被害の甚大な市町村においてボランティア活動を行う本学の学
部学生及び大学院学生とする。 

３（支援内容） 

（１） 従事するボランティア活動が、東日本大震災の救援・復興
に関わる活動であり、かつ、公的団体又は社会的に認知されて
いるＮＰＯ・ＮＧＯ団体等が主催する活動であると認められる場
合において、その活動経費の一部又は全部を支援金として補助
する。 

（２） 支援金の額は、当該ボランティア活動に要する交通費又
は当該ボランティア活動の主催団体が定める参加費等に相当
する額の範囲内で、かつ、１回の活動につき２０，０００円を上限
とする。 

 支援金を希望する者は、別に定める「申請要領」により申請す
るものとし、ボランティア活動を行う毎に申請することを可能とす
る。ただし、同一人による申請は、原則として、２回を限度とする。 

 支援対象者及び支援金額は、前項の申請の際に提出された
ボランティア活動報告書等を審査の上決定し、その結果を本人
に通知する。 

４（申請方法） 

５（支援の決定） 

８（事務） 
 申請に虚偽があった場合は、支援金を返還させるものとする。 

７（返還） 

 支援金の取扱いに関する事務は、本部学生支援課が行う。 

 （１） この取扱要項による支援は、支援金の原資がなくなった
ときに終了する。 

９（その他） 

 （２） この要項に定めるもののほか、この要項の実施に当たっ
て必要な事項は、別に定める。 

 平成２３年１２月６日 
  救援・復興支援室 
 

３ 支援金の額 

支援金の額は、当該ボランティア活動に要する交通費又は当該ボラ
ンティア活動を主催する公的団体等が定める参加費等に相当する
額とします。 
ただし、１回の活動につき２０，０００円を上限とします。 

４ 申請方法（提出書類等） ※ホームページからダウンロードしてください。 

（１） 申請する際は、次に掲げる書類を提出してください。 
  ① ボランティア活動報告書（支援金申請を含む。） 
  ② 振込口座届 
  ③ 公的団体等で活動したことを証明する書類（活動受入証明書 
    あるいは認印等） 
  ④ 公的団体等がボランティア活動に係る参加費等を定めている 
    場合は、「ボランティア募集パンフレット」等の参加費等の金額 
    がわかるもの 
（２） ボランティア活動毎に申請することができます。 
   ただし、同一人による申請は、２回までとします。 
（３） 申請書類は、本部学生支援課の窓口において受け付けます。 
※ （１）の③、④の証明書等の提出がない場合は、支援金の補助が
できませんので注意してください。 
 

５ 支援の決定 

申請の際に提出されたボランティア活動報告書類等を審査の上決定
し、その結果を同書類に記載の連絡先に通知します。 

６ 支援金の振込み 

原則として、申請のあった翌月の末日までに届出のあった口座に振り
込みます。 

７ その他 

この支援金の補助は、原資がなくなったときに終了します。 

８ 問い合わせ先 

本部学生支援課（本郷キャンパス学生支援センター地下１階） 
電話：０３－５８４１－２５２４ 
ＦＡＸ：０３－５８４１－２５１９ 

（２）取扱要項 

（３）申請要領 
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（１）支給実績 

平成23年度（平成23年12月～平成24年３月） 
  63件   支給学合計 1,129,040円 
平成24年度（平成24年4月～平成25年2月） 
  247件 支給額合計 4,043,813円 
      （平成25年2月末日現在）  



ボランティア活動状況調査の結果 

１、第１回活動状況調査  

 (調査期間: 平成２３年３月１１日-５月１２日) 

 １－１、学生 

 １－２、教職員 

 

２、第２回活動状況調査  

 (調査期間: 平成２３年５月１３日-９月３０日) 

 ２－１、学生 

 ２－２、教職員 

                

３、第３回活動状況調査  

 (調査期間: 平成２３年１０月１日-平成２４年５月１０日) 

 ３－１、学生 

 ３－２、教職員 

 
※ 第１回、第２回の活動状況調査は平成２３年度中に行われたものである 
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１、第１回活動状況調査 
  １－１、学生 
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  １－２、教職員 
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２、第２回活動状況調査 
  ２－１、学生 
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  ２－２、教職員 
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３、第３回活動状況調査 
  ３－１、学生 
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３－２、教職員 
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ボランティア隊 

陸前高田市「学びの部屋」 

相馬市「寺子屋事業」 

大熊町 



組織・メンバー 

100 



東日本大震災に関する救援・復興支援室 
ボランティア支援班の構成 （平成24年度） 

 ※班の庶務は、人事企画課と連携して学生支援課が担当する。 
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所属・職名 氏 名 備 考 

担当役員 理事・副学長 武藤 芳照   

担当役員補佐 法学政治学研究科教授 川出 良枝 総長補佐 

〃 工学系研究科教授 大久保達也 総長補佐 

〃 人文社会系研究科教授 秋山  聰 総長補佐 

班長 教育・学生支援部長 富田 靖博   

班員 教育・学生支援部副部長 柳田 則幸   

〃 学生支援課長 安保 忠明   

〃 人事企画課長 東  高之   

〃 ボランティア支援担当課長 川久保 亨   

〃 教養学部事務部学生支援課長 高橋 喜博 駒場キャンパス 

〃 新領域創成科学研究科事務長 武井 和夫 柏キャンパス 

〃 企画課副課長 鈴木 和仁   

〃 学生支援課係長 高鳥 国之   

〃 人事企画課係長 小林 正樹   

〃 人事企画課職員 寺床 純三   

〃 学務課職員 市村 桃子   

〃 学生支援課職員 土井 達雄   

〃 学生支援課職員 海老沢 樹   
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ボランティア支援班では、学習支援ボランティアに参加する学生用のユニフォームとしてウインドブレーカーを作製しまし
た。陸前高田市・相馬市での冬季の活動の際に着用されています。 

 ウインドブレーカー作製 



平成２４年度 東日本大震災 ボランティア支援活動記録 

 

作成 平成２５年３月 

編集 東京大学 救援・復興支援室 ボランティア支援班 

住所 〒113-8654 東京都文京区本郷7-3-1  

電話番号 03-5841-2529 

URL http://www.u-tokyo.ac.jp/public/recovery/volunteer_j.html 
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